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　日本を訪問する外国人は年々増加して
おり、国内の観光地は新旧を問わず人気
を集めています。日本の自然や文化に
接したいというニーズも増加し、これまで
日本人しか訪問しなかった地域にも外国
からの観光客が訪れるようになってきま
した。地域創生が叫ばれ、近年湧き起っている各地の
まちおこしは、まちが本来持っている豊かな生活環境を
再評価しようとしており、まちが持っている施設や古い
建築、民家などを活用しようという取り組み例も増えて
きているように思われます。

　ネットワーク環境の発展により地域
間の情報格差が解消され、社会インフラ
整備も充実していく中、今後地域の
魅力としての観光資源をもっと積極的
に活用し、そのまち独自の魅力を発信
できるような仕組みや場が必要となって

くると考えられます。
　訪れる人々がまちの魅力や本質に出逢えるきっかけを
つくり、まちの人々との交流を育むような“私のまちの
インフォメーションセンター”を提案してください。

課題の趣旨

主催　日本建築協会

平成28年度　第62回工高生デザインコンクール
設計課題  私のまちのインフォメーションセンター

設 計 条 件
1．敷　　　地： 敷地の所在地、大きさ形状とも自由とし、具体的な

敷地を設定する。
2．規　　　模：延べ面積、構造、階数は自由とする。
3．所　要　室： 使用方法を想定し、必要と思われるスペースを適宜

設ける。

所 要 図 等
1．設 計 説 明： 設計意図を表すサブタイトルを必ずつけること。
　　　　　　　　 設計趣旨（建物の使い方、立地、周囲の状況等に

ついての説明を含む）
2．建 築 概 要： 敷地面積、建築物の構造、階数、各階床面積および

建築面積、延べ床面積などを示す。
3．敷地周辺図：敷地周辺の環境や状況を示す。縮尺を明示する。
4．配　置　図： 敷地における建物の位置、道路との関係、方位、縮尺

を明示する。
5．平　面　図：室名、寸法を記入する。縮尺を明示する。
6．立　面　図：縮尺を明示する。（ 2面以上）
7．断　面　図： 室名、寸法を記入する。縮尺を明示する。（1面以上）
8．透 視 図 等： 設計意図が最も反映するところを表現する。透視図

は手書きによる作図を原則とするが、コンピュータ
グラフィックス、模型写真に代えてもよい。その他
必要とされる手書きの図は加えてもよい。

応 募 条 件
1．用　　　紙： 用紙はケント紙などの厚手の製図用紙A1判（594㎜

×841㎜）1枚を使用し、直接描くこと。トレーシ
ングペーパーと裏打ち用紙の重ね使用や図面のパネ
ル化は認めない。

2．仕　上　げ： 所要図等は手書きによる鉛筆仕上げとする。ただ
し、色鉛筆による着彩は可。なお、所要図等のうち
透視図等（模型写真、コンピュータグラフィックス
も含む）のほか設計説明を補完する図や写真などは
図面に貼り付けてもよい。なお、製図用紙への図表
等の印刷出力など上記以外の仕上げは禁止する。

3．応 募 資 格： 平成28年 4月現在、高等学校在籍の生徒で、個人
または共同（ 3人まで）で制作したものとする。

応 募 方 法
1． 応募用紙に、学校名・所在地・学年・氏名を記入の上、封筒に入
れ密封し、図面の裏に貼りつけること。（応募用紙が足りない場合
は当会HP（http://www.aaj.or.jp）からダウンロードして下さい。）

2．応募作品は学校を通じて提出すること。

締 切 期 日
平成28年9月30日（金）の消印、あるいは受付印のあるものをもって
締め切る。

送 付 先
〒540-6591 大阪市中央区大手前1丁目7番31号 OMMビル7階
一般社団法人 日本建築協会　第62回工高生デザインコンクール係
　TEL.06-6946-6981　FAX.06-6946-6984
　E-mail：jigyoka@aaj.or.jp URL：http://www.aaj.or.jp

入選作品の数および賞
1．入選作品は10点とする。
2．入選作品のうちから最優秀賞 1点、優秀賞 2点を選ぶ。
3． 最優秀賞・優秀賞作品には、賞状および表彰盾を贈り、その他の
入選作品には、賞状を贈る。

4．応募者全員に参加賞を贈る。
　　※入選作品の版権は本会に属する。

入選者発表および表彰式
審査の結果は、各学校ならびに本人に通知するほか、本会の会誌
「建築と社会」11月号に発表し、入選作品は翌年 1月号に掲載する。
表彰式は、平成28年11月 5日（土）に行う。

（作図、文字）  

審　査　員（50音順・敬称略）
審査員長　所　　千夏／アトリエCK代表
審 査 員　一階　聡之／㈱日建設計設計部門設計部長
　　　　　上羽　一輝／㈱東畑建築事務所設計室長BIM設計リーダー
　　　　　大平　滋彦／㈱竹中工務店大阪本店設計部設計第４部長
　　　　　神谷　浩司／㈱大林組大阪本店建築事業部建築設計部課長

　　　　　河崎　昌之／和歌山大学システム工学部環境システム学科准教授
　　　　　戸川　勝之／㈱安井建築設計事務所設計部設計主幹
　　　　　橋本　　修／㈱昭和設計建築設計部部長
　　　　　前田　茂樹／大阪工業大学工学部建築学科准教授
　　　　　矢田　朝士／ATELIER-ASH主宰

このコンクールは、高校生の設計技能の向上を目的とし、昭和30年より毎年テーマを変えて開催しています。
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日本建築協会　会 告

■酒井一光氏講演会
タイトル：
「日本建築協会の活動を通してみた
近代大阪の都市発展と郷土建築」
大正14年（1925）、大阪市は第二次市
域拡張により人口・面積ともに日本第
一の都市となり「大大阪」と呼ばれる
躍進期を迎えた。その発展を支えたの
は、都市計画法や市街地建築物法など
の法整備、鉄筋コンクリート造による
建築の高層化・不燃化などであった。
これらには、大正 6年に創立された関
西建築協会（現・日本建築協会）会員
であった都市計画や建築の専門家が大
きく貢献した。
しかし、都市発展の陰で、多くの古い
建築や町並みが消滅しつつあった。こ
うした失われ往く江戸時代以来の町家
や農家、明治初期の洋風建築を「郷土
建築」と呼び、それらを記録し、保存
を呼びかける動きが、本間乙彦らを中
心に会誌『建築と社会』でみられた。
普段、新しい建築の設計・施工等に関
わる人びとが原稿を寄せ、ときに「郷
土」に造詣の深い専門家らを招いて座
談会を開催するなど、他分野に先駆け
た活動を展開した。

本講演では、『建築と社会』を舞台に展
開した「郷土建築」への関心を、大阪
歴史博物館で開催する特集展示「郷土
建築へのまなざしと日本建築協会」に
あわせて紹介する。

■会員交流懇親会
　●第 1部
　 第15回読者と選ぶ「建築と社会」賞
と第63回青年技術者の表彰式
　●第 2部
　会員交流懇親会
　 会員相互の情報交換、交流、親交を
深めるため会員交流懇親会を開催し
ます。

■日時、場所等
と　　き　2016年6月15日（水）
　　　　　●酒井一光氏講演会
　　　　　　16：30～17：30
　　　　　●会員交流懇親会
　　　　　・第 1部　表彰式 
　　　　　　17：40～18：20
　　　　　・第 2部　会員交流懇親会
　　　　　　18：30～20：00

と こ ろ　「東天紅」
　　　　　 大阪マーチャンダイズ・

マートビル20階 
　　　　　大阪市中央区大手前1-7-31
定　　員　講演会　80名
　　　　　懇親会　150名
　　　　　＊いずれも先着順
会　　費　講演会　無料
　　　　　懇親会　5000円（当日徴収）
　　　　　 事前にお支払いいただく場

合は下記口座へ
振 込 先　三井住友銀行大阪中央支店
　　　　　（普通　860034）
申 込 先　一般社団法人日本建築協会
　　　　　電　話　06-6946-6981
　　　　　ＦＡＸ　06-6946-6984
　　　　　（下記申込書）
　　　　　E-Mail　soumu@aaj.or.jp
申込締切　 6月 6日（月）
＊当日は軽装でご出席ください。
問 合 せ　06-6946-6981

酒井一光氏講演会と
会員交流懇親会の
ご案内
と　き　2016年6月15日（水）
　　　　16：30～20：00
ところ　 東天紅（大阪マーチャンダ

イズ・マートビル 20階）

＊ 第15回読者と選ぶ「建築と社会」
賞表彰式と第63回青年技術者表彰
式も行います。

講演会講師
酒井一光（Kazumitsu Sakai）
大阪歴史博物館主任学芸員

酒井一光（さかい　かずみつ）氏経歴
1968年東京生まれ。東京理科大学
卒業、東京大学大学院博士課程中退。
大阪市立博物館学芸員を経て、現職。
専門は建築史で、主に大阪の近代建
築などの調査・研究を行う。また、
博物館での資料収集とあわせ、図面
や模型のみに依存しない建築展示の
あり方を探求している。著書に『窓
から読みとく近代建築』（学芸出版
社）。担当した展覧会に、特別展「煉
瓦のまち タイルのまち」（2006）、
「民都大阪の建築力」（2011）、「村野
藤吾　やわらかな建築とインテリア」
（2014）、特集展示「中村順平と建築
芸術教育」（2015）など。現在、特
集展示「郷土建築へのまなざしと日
本建築協会」の開催を準備中。

平成28年度
定時総会

6月15日（水）に日本建築協会定時総
会を開催します。
定時総会終了後に総会出席者及び会員
を対象に下記のとおり講演会並びに会
員交流懇親会を開催します。
多数のご参加をお願いいたします。

と　き　2016年6月15日（水）
　　　　15時
ところ　 「東天紅」／大阪マーチャンダ

イズ・マートビル20階
　　　　大阪市中央区大手前1-7-31

※当日は軽装でご出席ください。

議　題　①平成27年度事業報告（案）
　　　　② 平成27年度収支決算報告（案）
　　　　③ 平成27年度公益目的支出計画

実施報告（案）
　　　　④平成28年度事業計画（案）
　　　　⑤平成28年度収支予算（案）
　　　　⑥役員改選（案）
　　　　⑦その他

講演会・懇親会FAX申込書

申込者氏名
（ふりがな）

ご 連 絡 先

（職場・自宅）

ご連絡先電話

1．申込区分（○印をお願いします）
　　①講演会のみ参加
　　②懇親会のみ参加
　　③講演会・懇親会の両方参加

2．懇親会会費の事前振込
　　（○印をお願いします）
　　①あり　　②なし
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会 告　日本建築協会

出版委員会企画
第38回〈プロのノウハウ〉
講座
『直感で理解する！
構造設計の基本』

この講座は、建築CPD情報提供制
度認定プログラム申請中です。
（公社）大阪府建築士会（2単位）
（公社）日本建築家協会（2単位）

企　画　（一社）日本建築協会
著　者　山浦晋弘
発行所　㈱学芸出版社
発行日　2016年 4月1日
体　裁　A5版・216頁
定　価　2,400円＋税

日　　時　2016年8月5日（金）
　　　　　18：00～20：00
会　　場　 TOTOテクニカルセンター

大阪
　　　　　大阪市中央区久太郎町3-6-8
　　　　　御堂筋ダイワビル 2階
　　　　　 地下鉄本町駅12番出口、南

へ徒歩 4分。
　　　　　※ ビル北側のエントランス

よりエレベーターでお越
しください。

講　　師　山浦晋弘
定　　員　50名
受 講 料　会員1,000円、一般1,500円
　　　　　学生1,000円
テキスト　 『直感で理解する！構造設計

の基本』を使用します。
　　　　　 当日、定価2,592円（税込）

を、特価2,300円（税込）で
ご提供します。

申 込 み　 下記を記載の上、メールか
FAXにてお申込みください。

　　　　　① 催し名「第38回プロのノ
ウハウ講座」

　　　　　②ご氏名（ふりがな）
　　　　　③ご所属
　　　　　④会員・一般・学生の別
　　　　　⑤受講票送付先住所（〒から）
　　　　　⑥電話番号
　　　　　⑦E-mailアドレス
　　　　　⑧ CPDを申請される方は申

請先団体名と番号
申 込 先　（一社）日本建築協会
　　　　　担当：廣瀬
　　　　　TEL：06-6946-6981 
　　　　　FAX：06-6946-6984
　　　　　E-mail：hensyu2@aaj.or.jp

このほど、日本建築協会の企画により、
『直感で理解する！構造設計の基本』が
出版され、記念講演会を行うこととな
りました。
構造設計の入門書や解説書はたくさん
ありますが、構造力学や建築基準法で
定められた計算方法の解説が多く、実
際に造る建築物の視点から構造設計
を解説した本はありません。筆者は、
1984年より30年以上、大手設計事務
所の構造設計実務に携わり、またその
傍らで、大学の非常勤講師として「建
築構造学」や「構造設計演習」の講義
を行ってこられました。講義は、必ず
しも理系の学生だけではなく、文系の
学生も加わるので、その様な学生にも
難しい数式ではなく、感性に響く講義
を心掛けてこられた経験を生かしてま
とめた内容となっています。
若手構造設計者の方には、構造設計の
心得や実務を行う目の付け処をイラス
トや写真、図表を用いて平易な文章で
解説したものとなっています。デザイ
ナー・意匠設計者、現場施工技術者の
方にも構造設計との係わりを理解する
上で解り易く、お勧めしたい内容です。
実務に役立てて頂けることと確信いた
しております。
本講演会に参加頂き、構造的な感性を
磨く力を付けて頂ければと存じます。
是非ご参加下さい。
（出版委員会委員長・清水建設株式会社
関西支店建築技術部長　西　博康）

●山浦　晋弘（やまうら　のぶひろ）
1958年大阪府生まれ。
1984年大阪市立大学大学院工学研究科
（建築学専攻）を卒業後、株式会社安井
建築設計事務所に入社、構造設計業務
に従事。
兵 庫 県 立 淡 路 医 療 セ ン タ ー 、
BLOSSOM CAFÉ（近畿大学）、KIT 
HOUSE（京都工芸繊維大学）、和歌山
大学観光学部校舎、那覇空港国内線旅
客ターミナルビルなどを担当。
2010年より大阪市立大学非常勤講師、
2011年より大阪事務所構造部長。
■資格
一級建築士、構造設計一級建築士、
JSCA建築構造士、APECエンジニア、
被災建築物応急危険度判定士。

TOTOテクニカルセンター大阪
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今月の表紙

ウェスティン都ホテル京都の別館、村野
藤吾による数寄屋建築と小川治兵衛による
庭園である。
琵琶湖疏水を引き込んだ滝のある庭園、
その周囲に建築が配される。
高さが抑えられ、美しい軒の水平線をみ
せる建築。
ロビーから客室に至るまでに、天井高さ
が徐々に抑えられ、同時に開口部も重心
をさげるように配置される。光が絞られ
だんだん薄暗くなっていく。庭を様々な
角度から眺めつつ、コーナーを何度も折
れ、数段の階段を少しずつ上がって行く。
結果、ホテル到着による高揚感から、気
分を落ち着かせての客室への入室となる。
建築にも庭園にも、様々なところに創意
ある意匠が仕組まれており、単に伝統を
なぞったものではなく、モダニストとし
ての解釈のつまった建築・庭園である。

（多田正治）

佳水園（1959）

表紙デザイン・撮影　多田正治
　　　　　　　　　　（多田正治アトリエ）

特集： 第63回青年技術者

■設計・計画部門
荒川　　寛●京都リサーチパーク　ガスビル・ 3号館コンバージョン計画、
 三井住友海上　赤坂クラブ、麹町三葉ビル 10
伊藤　　良●多摩大学T-Studio、さいたま市立栄小学校 11
木村　祐太●まちづくりの核となる官民連携施設の創りこみ①／
 名古屋市金城ふ頭駐車場（仮称）整備事業、
 まちづくりの核となる官民連携施設の創りこみ②／
 岡山市表町三丁目10番11番23番24番地区第一種市街地再開発事業 12
佐藤　達保●塩野義製薬医薬研究センターSPRC4（2011）「知的創造性を高める
 環境配慮型研究所」、フジッコ鳴尾工場4期棟（2013）「国民的お惣菜の
 旗艦工場」、サントリーワールドリサーチセンター（2015）「人と自然と
 響きあう研究所」 13
髙木　研作●熊本県立熊本かがやきの森支援学校、大 グループ大阪本社大阪ビル 14
田辺　俊索●トヨタカローラ南海金岡新店舗、姫路獨協大学外構・外壁改修 15
西川　正晃●トラスコ中山プラネット山陽、
 大阪大学最先端医療イノベーションセンターCoMIT 16
本田　隆作●八尾商工会議所、姫路赤十字病院管理棟増築、道北勤医協一条通病院 17
南野　剛也●神戸製鋼所本社ビル、履正社スポーツ専門学校北大阪校 18
三宅　伸幸●あいち小児保健医療総合センター救急棟、某市立医療センター新病棟 19
宮武　慎一●hu+gMUSEUM（ハグミュージアム）、自邸（住居NO.1） 20
■構造部門
貴田　祥子●大屋根を支える板厚 6mmの鋼板組立て架構　壷川の住宅 21
小島　一高●特色ある外観と自由度の高い空間を実現する合理的な構造計画の追求
 ～サントリーワールドリサーチセンター～ 22
坂井　悠佑●JAバンク滋賀事務センタービルの設計、
 BIMを用いた構造設計の先駆けと社内BIM化推進 23
東本　瑠衣●デザイン計画と融合した構造計画を実現 24
■設備部門
宇多　聡子●明治大学中野キャンパス　～環境共生への取り組みとその評価～ 25
奥田　慎一●精神病院の設備工事における生産性・品質向上に向けた取り組み 26
國吉　敬司●好生館における省CO2建築への取り組みと竣工後性能検証・
 ファインチューニング 27
日浅　英成●心臓病センター榊原病院における設備計画 28
増田　寛之●開明中学校・高等学校におけるエネルギーコスト削減
 ～ランニングコスト30%削減への取り組み～ 29
渡邊　健一●YKK80ビルにおける最先端オフィスビルの電気設備計画 30
■施工部門
石田　純也●同一敷地内複数棟施工における取り組み 31
平　将次郎●設計から施工まで一貫したBIM/ICT技術の開発と活用による生産性向上 32
田尾美千瑠●RC一貫生産支援システムを活用した施工管理の実践、
 300ｍ超高層ビルの仮設・外装施工計画の実践 33
堀場　勇太●反力材による切梁計画及び計測管理 34
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平成28年度定時総会、酒井一光氏講演会と会員交流懇親会の
ご案内 1
出版委員会企画　第38回〈プロのノウハウ〉講座『直感で理
解する！構造設計の基本』 2
日本建築協会100周年記念企画「関西の建築界/群像」公開討論
「関西の建築界」は今、どこにあるのか？
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法令コーナー 改正建築基準法第 2弾施行 ｜　藤原健二 35
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 ｜　安立義明 36
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 ｜　和田康由 38
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所 在 地　大阪市住吉区山之内 2丁目13番57号
敷地面積　22,518.12㎡
建築面積　  3,050.44㎡
延床面積　19,132.01㎡
構造規模　RC造・S造、地上 8階
工　　期　2013年 1月～2016年 3月
最 寄 駅　南海高野線　我孫子前駅
撮　　影　伸和・片山写真館・イトーキ

廻廊

正門北面ファサードと吹抜を貫く天の御柱

北西より校舎をのぞむ



学校法人 浪速学院
浪速高等学校・中学校
建　築　主　学校法人浪速学院
基 本 計 画　大建設計
設計・監理　大林組大阪本店一級建築士事務所・
　　　　　　きんでん一級建築士事務所
施　　　工　大林組・きんでん

創立90周年記念事業の新校舎建設並びに新学院神社造営プロジェクトである。

□神社神道の学校
　生徒たちは登校時、正門を入るとまず学院神社へ一礼して一日が始まる。
　 「神社神道、古事記の世界観を随所に感じることができる学び舎」という施主の
強い思いを実現させる校舎をめざした。
　 端正な格子状の正面ファサード、御影石の円柱と格子状天井で構成された回廊の
中心には、吹抜を貫く柱を天の御柱に見立て力強さを表現した。各所に神話を
テーマにした古事記序文、天孫降臨、天岩屋戸のシーンを展開することで、学生が
神話の世界と日常的に触れ合い学ぶことを意図した。
　 エントランス廻りには学校の宝物であるだ太鼓を飾る吹抜を配置し、学校の歴史を
伝承する意匠を施した階段を造形した。

□光と風があふれるシティスクール
　 中央部の吹抜とフルハイトの全面開口は、十分な採光と通風を導く。 6階の食堂
は天空レストランと名付け、豊かな眺望と緑豊かな屋上庭園が生徒の憩いの場と
なっている。保護者や来客をおもてなしする場としての重厚感のある設えとした。

建築主・設計・現場が一丸となって全力で取り組んだこのプロジェクトが豊かな
人材育成の礎となることを心から願う。

（松井宣明・橋本美智子／大林組）

作品作風

「天孫降臨」を描いたガラス細工

「天岩屋戸」を描いた壁画

一段高い学院神社

図書室吹抜廻り

食堂（天空レストラン） 歴史階段



所 在 地　大阪府堺市堺区鉄砲町 1番 1
敷地面積　  86,539.01㎡
建築面積　  40,132.64㎡
延床面積　134,886.25㎡
構造規模　S造、地上 4階（モール棟）
工　　期　2014年10月15日～2016年 2月15日
最 寄 駅　南海本線　七道駅
撮　　影　古川泰造・市川治澄・道下和亮

メインエントランス夜景

アウターモール（噴水・赤レンガ館）



イオンモール堺鉄砲町
建　築　主　イオンモール株式会社
設計・監理　竹中工務店
監　　　修　東畑建築事務所
商　環　境　ディ・ブレイン研究所
施　　　工　竹中工務店

堺市の玄関口に位置する工場跡地への大規模商業施設計画。
「SHIFT！…流れを変換する賑わいの創出」というコンセプトのもと、鉄道・
道路・河川などの様々な流れが交わる敷地において、ひと・もの・時間の
流れに変化をもたらし、これまでにない「集いと賑わいの空間」を創出する
ことを意図した。
■地域・歴史を変換する外装
伝統産業の金属を主要外装材に採用。地域性を象徴しつつ、光沢をもった質感
をそのまま見せることで、これまでの工場地域のイメージを変換し、未来へ
向けた新たなイメージを表現した。
■内外をつなぐクロスモール
インナー 2モール（メイン・サブ）という従来の構成を見直し、アウター
モールを付加、更にそれらをクロスさせることで、内外を回遊しながら楽し
めるプラン構成とした。
■スマートモール（環境配慮）
下水再生水を給湯と空調の熱源として 2段階利用（日本初）し、さらにろ過
処理することで水源へと複合利用（日本初）した。また、スマートBEMSを
活用し、テナント参加型のエリアデマンドレスポンスを実施する計画とした。
■賑わいと潤いを演出するせせらぎ
アウターモールには下水再生水を利用した水のせせらぎを設け、堺の環濠を
再構築した。流れに沿って水の表情に変化を設け、五感で感じ、再び訪れたく
なる場所づくりに取り組んだ。
■歴史遺産の継承・転換
「大阪ミュージアム」に登録されている既存の赤レンガ建物を耐震補強して
保存活用し、賑わい空間の創出と、地域コミュニティの醸成を図った。
■生物多様性への配慮
周辺緑地との連続性に配慮し、地域の自生種を植栽。エコロジカル・ネット
ワークの形成を図り、「いきもの共生事業所」の認証を取得した。

（岩井正和・國本暁彦・文野志宏・秦　敏彦・寺村雄機／竹中工務店）

作品作風

モール吹抜（ハイサイドライト）

配置図

イオンの森

壁面緑化

ソーラーパネル

雨の庭

水草の池

南海七道駅

芝生の丘

アウターモール

噴水

水盤

赤レンガ広場

赤レンガ館円形ステージ

ピクニックテラス
せせらぎ

稲荷神社

木立の泉

膜ろ過装置
サイクリングロード

西エントランス

南東エントランス

立駐棟

国道26号線 モール棟

赤レンガ館内観（RC＋木トラス屋根） レストラン街吹抜

アウターモール夜景西側エントランス外観（壁面緑化）



g
a
lle
ry

08 建築と社会　 2016.06

「ダンボール＋障がい者＋子ども」で
何ができるか？
その可能性を探りつづけ、社会に提案
していこうと10年前に立ち上げた、社内
の事業部です。
矢野紙器（従業員15人のうち障害者
6名）では「余白のあるものづくり」を
モットーに、用途や完成形を縛りすぎ
ないことで、人のアイデアやコミュニ
ケーションがより活発になるための
ツールの一つとして、ダンボールの加
工性の柔軟さを活かしたものづくりに
取り組んでいます。

企画編集：稲垣和江（作品作風小委員会）

ダンボールでできた恐竜。「面」の組み合わせで立体に見せている。
「何色だったのかな？」「何を食べていたのかな？」想いを馳せてほしい。

島津　聖（しまづ　きよし）
1982年　広島県神石郡生まれ
2005年　京都産業大学経営学部卒業
2005年　矢野紙器入社
2014年　 NPO法人ファザーリング

ジャパン関西理事就任
2015年　同法人の事務局長へ就任

galleryま
ち　

建
築　

ひ
と

Able Design

ダンボールコミュニケーター

島津  聖

材料と、道具が揃えば、大人も子どもも夢中の 2時間。これまでに5000点を超える作品が生まれた。

動かして組み合わせる【マチハウス】 つい渡ってしまうアフォーダンスを生むダンボール遊具
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特集●第63回  青 年 技 術 者
青年技術者選考委員会
講評

選考委員長　勝山太郎
青年技術者表彰͉Ȃ今年創立㈱㈱年

ͬ迎え̹日本建築協会͈伝統あͥ

顕彰制度̳́ȃ̭͈顕彰制度͈特

徴͉応募者͈関わ̹ͣͦίυΐͿ

·Π̷͈͈ͬ͜評価̳͈͉ͥ́̈́

̩Ȃ応募者̷̦͈仕事́果̹̱̹

本当͈役割Ȃ̷͈役割͈中́達成

̱̹具体的̈́成果̷͈͂τασȂ

技術͈先進性・独自性Ȃ̷̱̀将

来ͅ対̳ͥΫΐοンͬ確認̱̹上

́Ȃ総合的ͅȶ人ȷͬ表彰̱͢う

͂いう͈̳́͜ȃ̹̺面接̦あͥ

わ̫͉́あ̵͈ͤͭ́͘Ȃあ̩͘

́応募資料ͬ見͈̀判断̈́ͥ͂ͅ

いう̭͂ͧ͜εͼンΠ̳́ȃ̭͈

選考主旨ͬ理解頂い̹上͈́応募

資料͈͂͛͘方̦重要̳̈́ͤ͘ͅȃ

今回͉昨年ͤ͢͜ ぞ名͜多いずぜ名

͈応募̦あͤȂ̓ͦ͜本当ͅ力作

揃い̱̹́ȃ皆様̦書類作成̥ͅ

̫̹多大̈́労力̱̥̽ͤ͂͜感̲

取̱̹ͤ͘ȃ選考ͅあ̹͉̽̀審

査員͈方々͜真剣勝負́Ȃ一字一

句逃̴̯資料̱̥ͬ̽ͤ͂読͙込

̺ͭ上́Ȃ激論̦交わ̯̱̹ͦ͘ȃ

結果Ȃすぜ名̦選出̯̱̹̦ͦ͘Ȃ

例年ͅ比͓厳̱い結果́あ̹̽͂

思い̳͘ȃ各部門͈講評͉担当委

員͈΋ιンΠ̳̦ͤ͘͢ͅȂ昨年

͈講評́͜当落εͼンΠ̱͂̀明

確ͅ記述̯ͦ̀い̹Ȃ応募者͈ί

υΐͿ·Π͈͒ȶ関与度ȷ͂ȶ取

ͤ組͙姿勢ȷ͈記述͈量・表現力

͈差̦評価ͬ分̫̱̹͘ȃ残念̈́

̦ͣ選外̹͂̈́̽方͜ȂίυΐͿ

·Π͉素晴̱̩ͣ活躍̯ͦ̀いͥ

̭̦͂想像̧͉́̀͜Ȃ書類́ͺ

άーσ̧̳͓ͥ点̦弱̥̹̽͂い

う惜̱い方̦͕̱̹͈͂ͭ̓́́Ȃ

是非̹͘再応募̱̀頂̧̹い͂思

い̳͘ȃ̷̱̀今回Ȃ応募資料ͬ

拝見̱Ȃ皆様̦Ȃͤ͢良い環境ͬ

創̹ͥ͛ͅ色々̈́突破口ͬ模索̱Ȃ

建築ͬ通̱̀社会ͅ貢献̱͢う͂

情熱的ͅ取ͤ組ͭ́いͥ姿ͬ深̩

読͙取̧̭̦ͥ͂́Ȃ感銘͂刺激

ͬ受̫̱̹͘ȃ入選̯̹ͦ方々͉

̲͛応募̱̀頂い̹方々̦Ȃ今後

̳̳̮͘͘活躍̯̭ͦͥ͂ͬ期待

い̹̱̳͘ȃ

■設計・計画部門

今年͉例年͈応募先͈͕̥ͅ新̹

̈́組織事務所Ȃ施工会社̥ͣ̈́̓

多̩͈応募̦あ̱̹ͤ͘ȃ応募案

͉今年͜建築設計͈枠͂̓ͣ͘ͅ

̴工事監理Ȃ都市計画・ζΑΗー

ίρンや事業͈企画・計画・推進

͈́͘幅広い立場͈͈̱̹́͜ȃ

加速度的ͅ大̧̩変化̳ͥ社会情

勢͈中́Ȃ応募̯̹ͦ方々̦人Ȃ

都市Ȃ環境Ȃ社会Ȃ時間͈̈́̓͒

深い思索ͬ通̱Ȃ建築・都市͈ί

υΐͿ·Π̤̫ͥͅ課題ͅ真̽向

̥ͣ取ͤ組͙技術者̱͂̀成熟̱

̀い̩姿͉高̩評価̯͈ͦͥ́͜

̱̹ȃ今年͉応募じぞ名͈方ͤ͢じじ

名͈方ͬ入選͂い̹̱̱̹͘ȃ惜

̱͚̩ͣ一昨年来̥ͣ同様ͅȶ応

募者̮自身̦ίυΐͿ·Πͅ関与

̯̹ͦ具体的内容̦十分ͅ示̯ͦ

̀い̈́いȷ̭͂やȶ建築ͬ通̱̀

周辺環境・社会͈͂係ͤや姿勢Ȃ

技術面́今後͈研鑽̦期待̯ͦͥȷ

̭͂Ȃȶ募集広告͈選考資料̦規

定外́あͥȷ̭͂ͤ͢ͅȂ残念̈́

̦ͣ そ名͈方̾ͅい͉̀入選ͅ至

̵̱̹ͤͭ́͘ȃ̺͘若い方͜多

̩青年技術者̱͈͂̀素養͉̤持

̻̳͈́́再度͈挑戦̤ͬ待̻̱

̳͘ȃ̹͘Ȃ今後͉ͺΠς΀系設

計・計画事務所や大学等研究者Ȃ

官庁͈技術者等͈幅広い分野̥ͣ

多̩͈̮応募ͬ期待̱̤̳̀ͤ͘ȃ

Ȫ佐々木栄ȫ

■構造部門

ぜ件͈応募ͅ対̱̀Ȃ業績͈中́

果̹̱̹応募者͈ȶ貢献度ȷȶ課題

解決͈̹͈͛創意工夫ȷȶ熱意ȷͅ

̾い̀議論Ȃ評価̱̹ȃ じ件̾ͅ

い͉̀Ȃ業績͉十分あ͈͈ͥ͜Ȃ

上記評価点̾ͅい͈̀具体的̈́説

明̦乏̱̩Ȃȶ人ȷͬ評価̧́̈́い

̭̥͂ͣ選外̱̹͂ȃ

今回入選̱̹ せ作品̾ͅい̀Ȃ じ

件目͈住宅͉ そ mm͈鋼板ͬ使̹̽

居住空間͈造ͤ込͙方̦秀逸́Ȃ

設計΋ンΓίΠͬ自分̈́ͤͅ咀嚼

̱見事ͅ具現化̵̯̀いͥȃ

す件目͈ρδ͉́ΑΩンや床組͈

決͛方ͅ合理性̵̹̦ͬ̈́ͣ͜Α

΅ッίέυͺ͂吹抜空間ͬう̩͘

構築̳ͥ一方́Ȃ基礎梁ͬ鉄骨造

̳ͥ̈́̓ͅ設計者̱ͣい工夫̦見

̹ͣͦȃ

ず件目͈事務所͉́Ȃ超音波探傷

可能̈́最小΍ͼΒ̥ͣ部材断面ͬ

決̹͛ͤȂほね工法ͬ初͛̀実用化̳

ͥ̈́̓Ȃ新̱い切ͤ口́Ιλτン

ΐ精神あ͏̹ͦ設計ͬ行̽̀いͥȃ

せ件目͈ΊΑΠΧ;Αͬ代表̳͂

ͥ ず作品͉́Ȃ課題解決͈糸口ͬ

う̩͘見い出̱Ȃ意匠設計者͈要

望ͅ対̱̀最適解ͬ導̧出̱̹ȃ

い̴ͦ͜設計者͈熱意͂創意工夫

͈過程̦資料̥̩ͣ͢伝わ̧̽̀

̹ȃ将来ͬ担う構造設計者̱͂̀Ȃ

今後͜独自͈着眼点͂柔軟̈́発想

́設計活動ͬ続̫͕̱̀いȃ活躍

ͬ期待̳ͥȃ Ȫ山浦晋弘ȫ

■設備部門

本年͉Ȃ設計系 ぜ名Ȃ施工系 す名

͈計 ぞ名͈応募͈う̻Ȃ そ名ͬ入

選̱̹͂ȃ

選考ͅあ̹͉̽̀ȶ本人͈役割̦

明確̥ȷȶ力量̦活̥̯̹ͦ部分͈

詳細̈́説明̦あͤȂ創意工夫̦感

̲̥ͣͦͥȷȶ取ͤ組͙姿勢や将来

展望̦表現̯ͦ̀い̥ͥȷͬ評価

̱̹ȃ

応募内容͉Ȃ省΀Υ達成ͅ向̫̹

取ͤ組͙̱͂̀΀ΥσΆー実態調

査・運用改善・省΀Υ提案・竣工

後͈性能検証͈事例や施工性͈向

上Ȃ維持管理上͈改善ͅ向̫̹取

ͤ組͙̦あͤȂ幅広い審査͂̈́̽

̹ȃ入選̱̹ そ名͂͜Ȃ本人̦携

わ̹̽ίυΐͿ·Π́Ȃ取ͤ組ͭ

̺事例ͬ明確ͅ表現̧̤́̀ͤȂ

̷͈中́創意工夫̦感̲̹ͣͦȃ

惜̱̩͜選考外̹͂̈́̽方͉Ȃ本

人͈役割͂創意工夫͉感̲̹ͣͦ

̦Ȃ業務実積̤̫ͥͅ技術的̈́優

位性̦伝わͥ͢うͅ表現̯ͦ̀い

ͥ͂入選̱̹͂思わͦͥȃ業績͉

素晴̱ͣい͈́今後ͅ期待̱̹いȃ

今回͈応募͉省΀Υ・低炭素化手

法͈ͬ性能検証ͬ行̽̀いͥ事例

̦多̩Ȃ竣工時期͈関係̥ͣ検証

̦不十分̈́案件͉Ȃ継続̱̹努力

ͬ期待̱̹いȃ今後͜腕試̱̱͂

̀積極的ͅ応募̱̀い̧̹̺̹いȃ

Ȫ井村ȁ隆ȫ

■施工部門

今年度͈施工部門͈́応募͉ そ件

́あͤȂ̷͈中̥ͣ せ件ͬ入選͂

̱̹ȃ残念̦̈́ͣ入選̱̥̹̈́̽

͈͜͜含͛Ȃ応募 そ件͈う̻ せ件

́どばM͈適用事例̦報告̯̤ͦ̀

ͤȂ生産段階̤̫ͥͅどばM͈活用̦

本格的ͅ取ͤ組ͦ̀͘い̭ͥ͂ͬ

強̩感̵̲̯̹ȃ

入選 せ件͈う̻ す件͉Ȃ設計̥ͣ

施工́͘一貫̱̹どばMざばなほ技術͈活

用ͥ͢ͅ生産性向上ͬΞーζ̱͂

̹͈́͜Ȃ躯体・鉄筋どばMΟーΗͬ

用い̀適正̈́梁貫通孔位置や補強

筋配置ͬ判定̳ͥίυΈρθ͈開

発事例Ȃ̤͍͢どばMΟーΗ̥ͣ鉄筋

加工図や配筋検討図ͬ作成̱̀施

工管理ͅ活用̱̹事例̦報告̯ͦ̀

い̹ȃ技能労働者不足͈深刻化͂

いう建設業̦直面̳ͥ状況͈͒対

処̾ͅい̀Ȃ高い問題意識ͬ有̱

̀い̭̦ͥ͂伝わ͈ͥ́͜あ̹̽ȃ

ず件目͉同一敷地内ͅ多数͈棟̦

配置̯ͦ複雑̈́工程管理̦求͛ͣ

̹ͦίυΐͿ·Π̤ͅい̀Ȃ省力

化工法͈採用ͬ含͚様々̈́創意工

夫ͬ行̹̽事例Ȃ̹͘Ȃ せ件目͉

不整形́高低差ͬ有̳ͥ敷地̤ͅ

い̀Ȃ偏土圧͒対応̳̹ͥ͛ͅ細

心͈注意ͬ払̽̀山留支保工ͬ計

画Ȃ計測管理ͬ行̹̽事例́あͥȃ

̻̓ͣ͜各々͈ίυΐͿ·Π̤ͅ

̫ͥ課題͈解決ͅ向̫̹強い意思

̦感̲͈ͣͦͥ́͜あ̹̽ȃ

Ȫ釼吉ȁ敬ȫ

■設計ノ計画部門─

荒川ȁȁ寛　日建設計

伊藤ȁȁ良　東畑建築事務所

木村ȁ祐太　竹中工務店

佐藤ȁ達保　竹中工務店

髙木ȁ研作　日建設計

田辺ȁ俊索　大林組

西川ȁ正晃　昭和設計

本田ȁ隆作　昭和設計

南野ȁ剛也　大林組

三宅ȁ伸幸　安井建築設計事務所

宮武ȁ慎一　安井建築設計事務所

■構造部門─

貴田ȁ祥子　桃李舎

小島ȁ一高　竹中工務店

坂井ȁ悠佑　日建設計

東本ȁ瑠衣　大林組

■設備部門─

宇多ȁ聡子　三菱地所設計

奥田ȁ慎一　竹中工務店

國吉ȁ敬司　日建設計

日浅ȁ英成　竹中工務店

増田ȁ寛之　大林組

渡邊ȁ健一　日建設計

■施工部門─

石田ȁ純也　鹿島建設

平ȁ将次郎　竹中工務店

田尾美千瑠　竹中工務店

堀場ȁ勇太　大成建設

部門別ぜし音順

応募状況と結果
部門 応募数 入選数

設計ノ計画 じぞ じじ

構造 ぜ せ

設備 ぞ そ

施工 そ せ

第63回青年技術者選考委員
勝山　太郎／㈱日建設計設計部門
　　　　　　　 理事副代表設計部長

岸田　文夫／㈱竹中工務店開発計画本部長
　　　　　　　 （西日本担当）

佐々木　栄／㈱昭和設計執行役員設計推進室室長
長尾　　健／長尾健建築研究所代表 
吉岡　聡司／大阪大学大学院
　　　　　　　 キャンパスデザイン室准教授

辻　　聖晃／京都大学大学院
　　　　　　　 工学研究科建築学専攻准教授

山浦　晋弘／㈱安井建築設計事務所構造部長
井村　　隆／清水建設㈱関西支店設備設計部副部長
小倉　良友／㈱日建設計エンジニアリング部門
　　　　　　　 設備設計グループ理事副代表
　　　　　　　 設備設計部長 

釼吉　　敬／㈱大林組大阪本店建築事業部
　　　　　　　 生産技術部長

山辻　直樹／大成建設㈱関西支店建築部
　　　　　　　 購買管理室課長
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設計・計画部門

荒
あら
川
かわ
　 寛
ひろし

生年月日　1981年 9月大阪府生まれ
最終学歴　2007年　京都大学大学院
　　　　　工学研究科建築学専攻修了
業務経歴　2007年　㈱日建設計入社
　　　　　現在　設計部門設計部
●担当した主なプロジェクト
2012年　麹町三葉ビル
2013年　三井住友海上 赤坂クラブ
2014年　恵比寿ファーストスクエア
2015年　 京都リサーチパーク ガス

ビル・3号館コンバージョ
ン計画

■青年技術者のことば

社会人̱͂̀建築ͅ携わͤじし年̦

経̻̳͘ȃ̭͈間Ȃ私͉設計者͂

̱̀建築̩ͬ̾ͤ̾̾Ȃ一方́建

築や̷ͦͬ取ͤ巻̩社会や人間

̽̀͢ͅ私自身̦生̥̯ͦȂ磨̥

ͦȂ様々̈́経験͈積͙重͇̽͢ͅ

̀今͈自分͈価値観や技術者̱͂

͈̀職能̦形成̯ͦ̀い̭ͥ͂ͅ

気̥̯̳̿ͦ͘ȃ

設計͉͂無限͈可能性͈中̥ͣあ

ͥ答えͬ導̧出̳作業̳́ȃ̷

͈過程͉ͅ無数͈選択͂決断̦必

要́あͤȂ広い知識͂経験ͅ裏付

̫̹ͣͦ判断力͉̻ͧͭ͜Ȃ関係

者ͬ導̩豊̥̈́社会性・人間性̦

求̭͛ͣͦͥ͂͜学̧̱ͭ́͘

̹ȃ多様̈́価値観ͬ受̫入ͦȂ整

理̱Ȃ̷ͦͬ形̳ͥͅȃ̷う̱̀

生͙出̯̹ͦ建築͉単̈́ͥκΦͬ

超え̹人間͈居場所͂̈́ͤȂξー

Ύーや社会̥ͣ愛̯ͦȂ社会ͅ還

元̯ͦ̀い̩͈̺͂思い̳͘ȃ

̷͈͢う̈́社会͈連続性͈中́Ȃ

建築͜Ȃ設計者́あͥ私͜Ȃ常ͅ

過去̥ͣ学͐謙虚̈́姿勢ͬ忘ͦ̀

̵͉̈́ͤͭ͘ȃ̱̥̱同時ͅȂ̷

̭̥ͣ一歩離ͦȂΣνーΠρσ̈́

視点́建築͂向̧合う̭̦͂大切

́あͤȂ実̷͉̦ͦ一番難̱い̭

͈͂͢う͜ͅ思い̳͘ȃ̷̭̥ͣ

導̧出̯ͦͥ́あͧう新̹̈́価値

や本質ͬ求͛̀Ȃ̭̥ͦͣ͜努力

ͬ続̫̹い͂思い̳͘ȃ

■すいせん者

岡田泰典

Ժ日建設計ȁ設計部門設計部長

京都リサーチパーク
ガスビル・3号館コンバージョン計画
既存ビル最上階にあったスポーツ施設群
を先端の研究所へとコンバージョンする
計画。スポーツ施設特有の空間特性や構
造条件をメリットに転換し、新築では得
難い魅力的な研究環境を創出。社会が求め
るストックの有効活用と、ユーザーが求め
るイノベーション環境の融合をめざした。

麹町三葉ビル
街並みや近隣との関係に配慮しつつ、オ
フィスビルの外装に必要な機能をデザイン
へと昇華することをめざした。

三井住友海上　赤坂クラブ
福利厚生施設の建替え。密集した赤坂の街
並みにおいて、光・風・緑を効果的に取り
入れ、街の喧騒から切り離された静寂な空
間をめざした。
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設計・計画部門

伊
い
藤
とう
　 良

りょう

生年月日　1981年 6月愛知県生まれ
最終学歴　 2008年三重大学大学院工

学研究科建築学専攻修士
課程修了

業務経歴　 2008年㈱東畑建築事務所
入社

　　　　　 現在、本社オフィス東京
第1設計室技師

●担当した主なプロジェクト
2008年　東上野6丁目オフィスビル
2009年　法務省網走刑務所
2009年　法務省熊谷拘置所
2010年　法務省広島刑務所
2011年　国土地理院改修
2011年　川崎法務庁舎改修
2011年　栃木法務庁舎改修
2012年　さいたま市栄小学校
2013年　大田区立東六郷小学校
2014年　多摩大学T-Studio
2014年　多摩大学既存トイレ改修
2014年　江東区有明小学校増築棟
2014年　北区なでしこ小学校
2015年　Ｓ警察署

■青年技術者のことば

私͉設計作業͈中́Ȃ̷͈場ͅ相

応̱い社会͂繋̦ͥ建築͈̥̹̻

ͬ可能̈́限ͤ模索̳̭ͥ͂ͬ一番

大事̱̀ͅいͥȃ̭͈作業͉一人

́行う͈͉̩́̈́Ȃ·ρͼͺンΠ

やξーΎーȂ建築ͅ携わͥ΀ンΐ

Σͺ͈͂対話ͬ通̱̀行う͢うͅ

̱̀いͥȃ彼͈ͣ発̳ͥ情熱的̈́

言葉͈中͉ͅȂ建築͂社会ͬ飛躍

的ͅ繋̪ΪンΠ̦̹̩̯ͭ隠ͦ̀

いͥȃ実際Ȃ·ρͼͺンΠや΀ン

ΐΣͺ͈͂対話ͬ通̱̀Ȃ私̦思

い̱̥̹̈́̽͜͢う̈́考え̦飛͍

込ͭ́来̭̦ͥ͂あͥȃ̹͂え̷

̦ͦ今͈́͘作業ͬ覆̳͈́͜

あ̹̱̽͂̀͜Ȃ̷͈考え方ͅ舵

ͬ切̹̽瞬間Ȃ̷̭̥ͦ́̓͘腑

ͅ落̻̥̹̈́̽建築̦Ȃ社会ͅ応

えͥ建築͈̥̹̻͒͂劇的̈́変化

ͬ遂̬ͥȃ

建築͉設計者͈頭͈中́完結̳ͥ

͈͉̩́̈́͜Ȃ̷͈建築ͅ関わͥ

人や社会͈͂対話͈中̥ͣ建築͈

̥̹̻̦生͈̺ͦͥ͂͜私͉強̩

思̤̽̀ͤȂ̷͈対話ͬ楽̱͚̭

̱͂̀ͅいͥȃ

■すいせん者

三谷直樹

Ժ東畑建築事務所

本社΂έͻΑ東京

第じ設計室部長

多摩大学T-Studio
創立25周年を迎える多摩大学記念事
業の一環として、教育のさらなる充
実と社会に開かれた大学を目指し、
次代に向かうべく、多摩という地域
性（ローカリティー）に深く根を下
ろしながら、グローバルな視界を拓
く「多摩グローカリティー（ローカ
リティー×グローバリティー）」を実
践する受け皿としての場【T-Studio】
をキャンパスの中心に計画した。 1
階は学生や地域住民、有識者が日常
的に交流し、互いの経験や知識を交
換出来るフラットな場とし、 2階
【CREATIVE COMMONS】ではより
高度な活動（クラスター）を実践し
発信する公共性の高いアカデミック
な場を鋼板により実現した。

さいたま市立栄小学校
本計画は、東日本大震災により被害
を受けた校舎の建て替え計画であ
る。「環境発信地をめざして（さく
ら草とホタルの里）」を合言葉に環
境教育の実践に取り組む栄小にふさ
わしい学び舎として、「風・光・緑
とともに児童の活動が感じられる小
学校」をコンセプトに計画した。自
然豊かな周辺環境を上手く取り入れ
ながら、明るく温かみを感じること
ができる小学校となるよう、既存建
物を含め 3列にリニアに並ぶ校舎の
間に中庭や屋外テラスを設けること
で、周辺の貝塚やグラウンドとつな
がり、風が抜け、光が差し込み、緑
を感じる計画とした。
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設計・計画部門

木
き
村
むら
祐
ゆう
太
た  

生年月日　1983年 1月大阪生まれ
最終学歴　2007年京都大学大学院
　　　　　工学研究科都市環境工学
　　　　　専攻修士課程修了
業務経歴　2007年　㈱竹中工務店
　　　　　入社
　　　　　2008年　開発計画本部
　　　　　2016年　JAPIC（出向）
●担当した主なプロジェクト
名古屋市金城ふ頭駐車場整備
岡山市表町三丁目市街地再開発
グローバルゲート
EXPO CITY

■青年技術者のことば

建築・都市̤ͅい̀͜産官学連携

̦期待̯ͦͥ中Ȃȶ̻̩͈̿ͤ͘

核͂̈́ͥ官民連携施設ͬ創̭͚ͤ

ίυΐͿ·Πȷͅ関わ̵ͣ̀頂̧

̱̹͘ȃ̷͈中́私͉Ȃ施設整備

ͤ͢ͅ街̦̓う活性化̳͈̥ͥȂ

街ͅ訪ͦͥ人・施設ͬ利用̳ͥ人

͂̽̀ͅ魅力的̈́場所̥̈́ͥͅȂ

͂いう視点ͬ大切̱̦̈́ͣͅ取ͤ

組̧̱̹ͭ́͘ȃ

̻̩̿ͤ͘・都市開発͈視点̥ͣ

ίυΐͿ·Πͬ推進̳ͥ中́Ȃ私

̦常ͅ意識̱̀い̭͉ͥ͂Ȃ都市

ͅ訪ͦͥ人・建築ͬ利用̳ͥ人͈

立場ͅ立̽̀考え̭̳ͥ͂́ȃ

街ͬ行̧交う人々͉建築や都市͈

専門家͉̩́̈́Ȃ感覚的ͅ自分̹

̻͈行̧̹い場所Ȃ楽̱い場所ͬ

発見̱Ȃ自分̹̻͈居場所ͬ見̾

̫̀いͥ͂考え̀い̳͘ȃ人々̦

行͙̹̽̀い͂思う街ͬ建築・都

市͈専門的̈́立場̥ͣ計画̱̀い

̩時͜ͅȂ常ͅ良い意味͈́素人

目線ͬ持̻続̫̭ͥ͂ͬ大切̱ͅ

̀い̳͘ȃ

建築・都市ͬ創̽̀い̩過程̤ͅ

い͉̀非常ͅ複雑́様々̈́課題解

決̦必要̳̦̈́ͤ͘ͅȂ̧́ͥ限

ͤΏンίσͅ多̩͈人̦納得̧́

ͥ形͈́答えͬ導̧出̱Ȃ最後ͅ

̷͈場所ͬ利用̳ͥȂ街ͬ行̧交

う人々̦心地̩͢過̵̮ͥ͢う̈́

̻̩͈̿ͤ͘実現ͅ貢献̱̀い̧

̹い͂考え̀い̳͘ȃ

■すいせん者

大倉克仁

Ժ竹中工務店

開発計画本部 部長Ȫ西日本担当ȫ

まちづくりの核となる官民連携施設の創りこみ①
／名古屋市金城ふ頭駐車場（仮称）整備事業
当プロジェクトは、名古屋市が「モノづくり文化交流拠点」として位置づける金城ふ頭地区の集約駐車場を整備するも
ので、その規模は一棟駐車場としては日本最大の5,000台である。
私は、単に高効率な駐車場施設を追及するのではなく、国際会議場やレゴランドなど多様な機能が集積する金城ふ頭地
区の活性化に貢献する駐車場として、施設を計画していく必要があると考えた。そこで 「Parking Park：公園のような
駐車場」という計画コンセプトを創り、安全性だけでなく利用者の快適性など様々な付加価値を提供する駐車場として、
まちづくりの核となる施設創りを目指した。

まちづくりの核となる官民連携施設の創りこみ②
／岡山市表町三丁目10番11番23番24番地区第一種市街地再開発事業

当プロジェクトは、老朽化した岡山市
民会館と岡山市民文化ホールの 2施設
を一つの施設として移転建替えし、そ
の開発を起爆剤として商店街の活性化
を目指すプロジェクトである。
当地区では文化芸術施設誘致に向けて
再開発準備組合が立ち上がり、当社
は事業協力者としてプロジェクトに関
わっている。
2014年末に移転建替えの候補地選定コ
ンペが行われ、私は地元との意見調整
やコンセプト提案など、コンペ当選に
向けて注力した。

外観パース

ゲートウェイ（歩行者のための空間） エコボイド（駐車場内観）

鳥瞰パース
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佐
さ
藤
とう
達
たつ
保
ほ

生年月日　1980年 7月大阪府生まれ
最終学歴　2006年神戸大学大学院
　　　　　自然科学研究科建築学
　　　　　専攻修士課程修了
業務経歴　2006年㈱竹中工務店入社
　　　　　2007年～大阪本店設計部
●担当した主なプロジェクト
2007年　白鶴酒造大石工場新充填棟
2009年　日本臓器製薬小野工場改修
2011年　塩野義製薬医薬研究
　　　　 センターSPRC4
2013年　フジッコ鳴尾工場4期棟
2015年　サントリーワールド
　　　　 リサーチセンター

■青年技術者のことば

設計͈本質͉͂Ȃ人͈様々̈́生活

ͅ望̱͘い最適̈́環境ͬ創̺̳ͤ

工夫ͅあͥ͂思うȃ̷͉ͦ様々̈́

与条件や個性͈上ͅ複数͈解̦成

ͤ立̾ξΣー·͈̈́́͜あͥȃ̷

͈中́私̦特ͅ大事̱̹ͅい͈

͉Ȃ最終的ͅ練ͤ上̬̹解ͬ΃Η

Ι̳ͥͅ過程́新̹̈́可能性ͬ見

い出̱Ȃ未知͈世界ͬ切ͤ開い̀

ゆ̭う̳͂ͥ姿勢́あͥȃゆえͅ

設計者̱͂̀Ȃ最初̥ͣ期待値͈

深̯ͅ底ͬ見̈́い͢うͅ努͛̀い

ͥȃ限界͉条件͈中ͅあͤȂ建築

͈中͉̈́ͅいȃじし年間Ȃ運̩͢大

小様々̈́仕事ͅ関わ̭̦ͥ͂́

̧Ȃ̳͓͈̀ίυΐͿ·Π͉ͅ底

知ͦ̈́い可能性̦あ̭ͥ͂ͬ実感

̧̱̹̀ȃ深い場所́͘潜ͥ体力

͂度胸ͬ̽̀͜Ȃ粘ͤ強̩考えȂ

手ͬ動̥̱Ȃ人͂協力̱合う͂い

う当̹ͤ前͈̭͂ͬȂ長いίυΓ

Α͈中́持続̳̭ͥ͂̽̀͢ͅȂ

結果̱͂̀想像以上͈建築̦現実

͈͈͂̈́ͤ͜Ȃ多̩͈人や社会͂

感動ͬ共有̧̧̹́͂Ȃ言い知ͦ

̈́いや̦ͤいͬ感̲ͥȃ̷͈喜͍

͈深̯͜ͅȂ̺̺͘͘到達̱̀い

̈́い深い領域̦あ̴͉̺ͥȃ建築

͉Ȃ乗ͤ超え̹条件͈高̯͉́̈́

̩ȂΕΦκΦ͈͙́語ͣͦͥȃ人

̷͈͂生活̤ͅい̀基本的存在͂

̱̀残ͥ建築̦Ȃ社会̹̳ͣ͜ͅ

潤い͈深̯ͬ追求̱Ȃ設計ͬ続̫

̀い̧̹いȃ

■すいせん者

藤原則行

Ժ竹中工務店 大阪本店設計部

塩野義製薬医薬研究センターSPRC4（2011）「知的創造性を高める環境配慮型研究所」
拠点の集約化による研究効率の向上と新薬開発サイクルの短期化を狙って計画された医薬研究所。敷地における最大平
面╳最小断面のボリュームとし、施設の中心に吹抜けを有する魅力ある執務域を配置することで研究者が必然的に人と
出会う確率を高め、自然にコミュニケーションを図れるよう計画した。

フジッコ鳴尾工場4期棟（2013）「国民的お惣菜の旗艦工場」
お惣菜食品加工工場。正面ファサードにトラックバースを配置し、跳ね出し長さ 9ｍの大庇を設けて、建築主の旗艦工
場に相応しいダイナミックな外観とした。吹抜をダイアゴナルに横断する階段をアクセントにした、小さくも開放的な
エントランスホールや、生産エリア全体を見渡せる見学ルームなどによるメリハリのある意匠とした。

サントリーワールドリサーチセンター（2015）「人と自然と響きあう研究所」
社内外の「知の交流」を積極的に促進しながら、新しい価値を創出することを目指した研究所。地層のように幾重にも
重なる水・緑・土を外観のコンセプトとし、前面にオープンランドスケープを設けて外部との交流を誘導した。内部に
は研究者同士の接点を増やすオープンラボ、スキップフロアや吹抜けを立体的に挿入して、発散と集中を促す流動的で
心地よいワークプレイスを計画した。
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髙
たか
木
き
研
けん
作
さく

生年月日　 1981年 7月福岡県生まれ
最終学歴　 九州大学大学院人間環境

学府都市共生デザイン専
攻修了

業務経歴　2006年㈱日建設計入社
　　　　　現在 設計部門設計部主管
●担当した主なプロジェクト
2012年　須磨区庁舎・須磨保育所
2013年　 愛知県立芸術大学音楽学部

校舎
2014年　 大 グループ大阪本社大阪

ビル
2014年　 熊本県立熊本かがやきの森

支援学校

■青年技術者のことば

意匠設計者ͅ求͛ͣͦͥ気質͉Ȃ

大̧̩す̾あͥ͂考え̳͘ȃ

一͉̾Ȃ·ρͼͺンΠ͈思いや΀

ンΐΣͺ͈技術ͬ一̾͂͛͘ͅあ

̬̭̳ͥ͂́ȃ̷̸̦ͦͦάーΑ

̱͂̀存在̳ͥ思いや技術ͬ統合

̱Ȃ̷̦ͦͣ尊重̱合い̦̈́ͣ存

在̷̧̭̭̦́ͥ͂Ȃ建築̱͂̀

͈価値ͬ最大化̳̭ͥ͂́あͥ͂

考え̀い̳͘ȃ̯ͣͅȂ̷͉ͦͣ

単ͅ統合̯̺̫̩ͦͥ́̈́Ȃ設計

者̽̀͢ͅ神経ͬ細部́͘ͅ行̧

渡̵̭ͣͥ͂́Ȃ凛̱̹͂佇͘い

ͬ持̹̽建築ͬ生͚͈́あͧう͂

感̲̀い̳͘ȃ

͜う一͉̾Ȃ̷͈建築̷̦͈場所

ͅ建̭͈̾͂意義ͬ捉え̭ͥ͂

̳́ȃ̷͉ͦ環境͈͂調和̥͜知

̵̱ͦͭ͘Ȃ地域性͈反映̥͜知

̵̦ͦͭ͘Ȃ̭͉ͦͣ設計者͂い

う立場̷̺̥̭ͣȂ公共心ͬ配ͥ

̧̭̦͈͂́ͥ́͜あͥ͂思い͘

̳ȃ一品生産́あͥ建築͈一̾一

̷̦̾ͦͣͬ意識̱̀設計̯ͦȂ

̷͈時̥ͣ永̧ͅ渡̽̀存在̳ͥ

̭̦͂Ȃ建築単体̱͈͂̀価値ͬ

超えȂ社会的資産͈一部̹̈́ͥͅ

͈͛条件́あͥ͂考え̀い̳͘ȃ

̭͈ͦͣ思いͬ胸ͅ今後ͤ͜͢良

い建築ͬ設計̱Ȃ社会ͅ貢献̧́

ͥ͢う研鑽ͬ続̫̀い̧̹い͂思

い̳͘ȃ

■すいせん者

中島ȁ究

Ժ日建設計ȁ設計部門ȁ設計部長

熊本県立熊本かがやきの森支援学校 撮影：淺川敏

大 グループ大阪本社大阪ビル 撮影：テクニ・スタッフ（岡本公二）



青
年
技
術
者

15

設計・計画部門

田
た
辺
なべ  
俊
しゅん
索
さく

生年月日　1984年 2月東京都生まれ
最終学歴　2009年東京電機大学大学
　　　　　院工学研究科建築学専攻
業務経歴　2009年㈱大林組入社
　　　　　 現在、大阪本店建築事業

部建築設計第二部主任
●担当した主なプロジェクト
2013年　姫路獨協大学外構・外壁改修
2014年　 トヨタカローラ南海金岡新

店舗
2015年　ローム本社増築

■青年技術者のことば

－時ͬ͂ͣえͥ建築－

建築͉ȶ時ȷͬ創̭ͥ͂́あͥ͂

私͉常ͅ考え̀いͥȃ建築̷̦̭

ͅ建̭̾͂́Ȃ̷͈土地ͅ人々͈

思いや営͙ͬȂ歴史̱͂̀刻͚ȃ

あͥ一時ͬ見͈͉̩̾͛ͥ́̈́常

ͅȂ過去Ȃ現在Ȃ未来͈時間軸ͬ

意識̳̭̦ͥ͂設計者̱͂̀必要

́あͥȃ

設計者͂·ρͼͺンΠ͈͂間́Ȃ

̭͈ͦ́͘歴史͂未来͒寄̵ͥ思

いȂ夢ͬ共有̱深͛ͥȃ

̷う̱̹集大成̱͂̀Ȃ建築ͬ創

̭ͥ͂́Ȃ長い時間愛̯ͦȂ使い

続̫ͣͦͥ中̷͈́時々́輝̫ͥ

͈ͬ͜目指̱̀い̧̹いȃ

͈͌͂̾建築̦完成̳ͥ́͘Ȃ計

画Ȃ設計Ȃ工事監理͂内容͉多岐

ͅわ̹ͤȂ̷̸͈ͦͦ場面́Ȃ困

難や苦労ͅ直面̳̭ͥ͂͜数多

いȃ今回挙̬̹す͈̾ίυΐͿ·

Π͉特̷̦ͦͣͅ通̲̀実ͬ結

͍Ȃ完成後ͅ·ρͼͺンΠ̥ͣ満

足͈声ͬ頂̧Ȃ自分͈設計̱̹空

間ͅȂ̤客̯ͭや車̦入ͤȂ学生

̦憩う風景ͬ見̀Ȃ新̹̈́ȶ時ȷ

͈始ͤͬ͘感̧̲̭̦̹ͥ͂́ȃ

■すいせん者

高橋ȁ洋

Ժ大林組ȁ大阪本店ȁ建築事業部

部長

トヨタカローラ南海金岡新店舗
展示スペースと商談ルーム、整備工
場を併設した、幹線道路沿いに建つ
カーディーラーショップである。幹
線道路からの視認性と、お客様を引
き込む親しみやすさがデザインの
テーマとなった。

敷地が広く、必要機能をすべて平面
で積層することなく構成することが
できるという、既存店舗には少ない
形態の特徴を持った今回の計画は、
屋根形状を自由に構成することがで
き、建築を構成する重要な要素と
なった。

検討を重ね、商談ルームから屋外の
展示場までを一体に包み込む、斜め
に張り出す 1枚の軒天が特徴のデザ
インとした。この軒天は、内部の商
談ルームと外部の展示場の連続感を
生みだし、展示車両と来客者の距離
感を縮めることに寄与する。また道
路からは軒面がファサードの大きな
構成要素となり、視認性を高めた。

建物外観を実現するためには、構造、
設備部門との協働も行い、特に、軒
天のはね出しの片持ち架構の実現と、
天井懐部を設備スペースとして活用
する等の工夫を盛り込んでいる。

姫路獨協大学外構・外壁改修
兵庫県の大学キャンパスにおける開
校時の姿から学生の居場所の創出と
イメージの刷新をねらいとした、外
構と外壁の改修計画である。
「水」「森」「野原」の 3つをテーマ
を持ったテラスと、それらをつな
ぐキャンパスストリーム（水景）を
提案し、潤いのある学生の集いのス
ペースを創出した。
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西
にし
川
かわ
正
まさ
晃
あき

生年月日　1982年徳島県生まれ
最終学歴　2007年三重大学大学院
　　　　　工学研究科建築学専攻
　　　　　博士前期過程修了
業務経歴　2007年㈱昭和設計入社
　　　　　現在同社建築設計部在籍
●担当した主なプロジェクト
・柏原法務総合庁舎
・北神区民センター
・大阪府警察第一機動隊庁舎
・トラスコ中山プラネット山陽
・ 大阪大学最先端医療イノベーショ
ンセンターCoMIT
●受賞
・平成26年度岡山市景観まちづくり賞
・ 第 7回イソバンドデザインコンテ
スト審査委員賞

■青年技術者のことば
－建築͉͂繋̪̭͂－
日頃ͤ͢建築͉Ȃ人ͬ軸̱͂̀風
土Ȃ環境Ȃ歴史̈́̓ͬ繋̪媒体́
あͥ͂考え̀い̳͘ȃ
人̦生̧̀い̩̹͛ͅ生̹ͦ͘建
築͉Ȃ時代ͬ経ͥ中́権威Ȃ芸
術Ȃ風土Ȃ経済Ȃ環境͂様々̈́要
素͂繋̦̱̹ͤ͘ȃ
今日͈建築͉経済的側面͂強い繋
̦ͤͬ感̲̳̦͘Ȃ̷ͦ以外ͅ目
ͅ見え̈́い新̹̈́価値ͬ見出̱Ȃ
人͂繋̨あわ̵̭̦ͥ͂設計者͈
役目́あͥ͂考え̳͘ȃ
大学͈卒業設計͉́Ȃ地方͈伝統
的建造物群保存地区̷͈͂周囲͈
住居環境ͬ繋̪̭͂ͬΞーζ̱͂
̱̹͘ȃ̷͈頃̥ͣȂ繋̪̭͂ͬ
意識̱Ȃ建築設計ͅ取ͤ組ͭ́い
̳͘ȃ
̹̺建築設計ͅ長̩携わͥ中́Ȃ
ȶ何ͬ繋̪̥ȷ͉日々変わ̧̽̀
̀い̳͘ȃ学生時代͉ȶ自分͈考
えȷ̺̫ͬ建築ͅ繋̨あわ̵̺ͥ
̫̱̹́ȃ
入社̱ȂίυΐͿ·Πͬ経験̳ͥ
中́Ȃ自分本位̈́設計͈考え͂実
務設計͈間́葛藤̱̹時期͜あͤ
̱̹͘ȃ
̷͈経験ͬ経ͥう̻ͅȂ様々̈́
方々͈思いͬ繋̨あわ̵ͥ必要性
ͬ強̩認識̱͉̲̱̹͛͘ȃ
建築設計͉̲ͬ͛̀じし年近̩̈́ͅ
̳̦ͤ͘Ȃ未̺ȶ繋̪ȷ̹͛ͅ十
分̈́振舞い̧̦́̀い̈́い͂感̲
̀い̳͘ȃ少̱́͜人͂価値ͬ繋
̬ͥ接点̈́ͦͥ͢ͅうȂ日々考え
学ͭ́い̧̹い͂考え̀い̳͘ȃ

■すいせん者
鳥居久人
Ժ昭和設計
執行役員ȁ設計統括

■トラスコ中山プラネット山陽
本プロジェクトは、プロツールの販売・流通事業を展開
する企業の中国地方の拠点づくりです。
倉庫は縦シャフト（EV）、荷捌きスペース、プラット
フォームを一直線上に配置し、素早い物品の搬出入に対
応できるよう配慮しています。
外観は、岡山でかつて盛んだった「耐火レンガ」の風合
をイメージしたせっき質タイルと、先進性を表現した金
属サンドイッチパネルを組み合わせ、岡山の風土と企業
アイデンティティとの融合を図っています。
千鳥配置の三角窓は、室内の自然換気を促す給気口や
採光調整の役目を担っています。

■ 大阪大学最先端医療イノベーションセン
ターCoMIT

医学部の産・学・官の橋渡しとなり、次世代創薬等の実
現化を目指す拠点の新築計画です。地下1階に動物実験
施設、低層部に医学部生のセミナー室等、高層部に研究
や開発を行うレンタルラボの機能を配した構成となって
います。研究や開発機能を集約した「ナレッジコア」と
研究者や教授、学生間の交流・発信の場である「インタ
ラクションコア」の2つから成り立っています。
「インタラクションコア」は屋内外へ内部活動を発信で
きる場になるよう、 9層吹抜を互い違いの階段で繋ぎ、
上下の視認性が強く生まれるような空間としました。
「ナレッジコア」には実験の種別に応じた 2種類のレン
タルラボを用意し、執務環境から本格的な実験環境まで
対応可能なものとしています。
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設計・計画部門

本
ほん
田
だ
隆
りゅう
作
さく

生年月日　1982年 1月兵庫県生まれ
最終学歴　 2008年京都工芸繊維大学

大学院　工芸科学研究科
業務経歴　2008年㈱昭和設計入社
　　　　　現在、建築設計部主任
●担当した主なプロジェクト
2008年　大阪府立大学中百舌鳥門
2009年　八尾商工会議所
2011年　 姫路赤十字病院管理棟増築

及び本館病棟改修
2012年　南風病院
2013年　道北勤医協一条通病院
2015年　大正病院産婦人科医院
2015年　姫路赤十字病院診療棟増築

■青年技術者のことば

ȶ個性͉͂常ͅ他人͈͂関係͈̈́

̥́輝̩ȃȷ̭͈言葉͉Ȃあͥ本

̥͈ͣ引用́Ȃ私̦大切̱̀ͅい

ͥ言葉ȃ建築̷͉͈場所ͅ建̾限

ͤȂ周辺環境͂必̴関係性ͬ持

̾ȃ周辺環境̦変わͦ͊Ȃ̷͈建

築͈個性͜変わͥȃ

ίυΐͿ·Πͬ進͛ͥ時Ȃ必̴地

域͈歴史や風土Ȃ周辺環境ͬ調

͓Ȃ敷地͈持̾固有性͂Ȃ周辺環

境͈͂関係性ͬ見出̷う̳͂ͥȃ

地域͈周辺環境Ȃ歴史͈文脈ͬ丁

寧ͅ読͙Ȃ都市͈͂関係ͬ考えͥ

̭͂́Ȃ̷͈場所̷̺̥̭͈ͣ建

築ͬ生͙出̱̹い͂考えͥȃ

設計ͬ行う上́日々意識̱̀いͥ

̭͂ȃ建築主ͅ対̱̀Ȃ要望̧ͅ

͛細̥̩対応̱誠実ͅ答えȂ想像

ͬ超え̹提案̳̭ͬͥ͂ȃ利用者

ͅ対̱̀Ȃ̷͈立場̹̽̀ͅ想像

̱Ȃ機能的́居心地͈良い空間ͬ

提供̳̭ͥ͂ȃ設計者̱͂̀Ȃ΋

ンΓίΠ̥ͣ細部͈ΟͻΞーσͅ

至ͥ́͘Ȃ誰̭̺ͤ͢͜わͤͬ

̽̀͜設計̳̭ͥ͂ȃ

加え̀Ȃ建築͈完成度ͬ高͈͛ͥ

͉設計者͈情熱́あͥȃ̺̫̓ͦ

̷͈ίυΐͿ·Πͅ真摯ͅ向̧合

え̥ͥ́完成度͉大̧̩変わ̩̽̀

ͥȃ建築主̥ͣȂ利用者̥ͣȂ地域

̥ͣ大切̯ͦͅȂ永̩使い続̫ͣͦ

ͥȂ愛̯ͦͥ建築̩̹ͬ̾ͤいȃ

■すいせん者

鳥居久人

Ժ昭和設計ȁ執行役員

八尾商工会議所
従来の商工会議所と異なり、八尾市役所を併設した「ワンストップ商工振興支
援サービスの提供」を目的としたプログラム。外観を特徴づける縞模様の外壁
は、八尾地域の主要産業であった「河内木綿」の織り柄をモチーフとしており、
縞模様を内外様々なスケール・素材で展開することで、施設利用者に限らず、
歩行者や車両からも認識できる地域のランドマーク、地域産業のシンボルとな
ることを意図した。

姫路赤十字病院管理棟増築
管理棟の増築計画。テーマは「既存建物との調和」を徹底すること。既存建物
は、高層棟の本館、敷地外周に低層棟の付属建物が数棟存在する。本館とは遠
景的な調和、付属建物とは近景的な調和が生まれるよう、管理棟はそれぞれの
既存建物と同じ意匠、材料を用いながら新しい建築の構成を目指した。また、
患者や職員から長年親しまれてきた桜の木を保存するため、建物を部分的に削
るなどプランを工夫した。

道北勤医協一条通病院
北海道旭川市東部に位置する道北勤医協一条通病院の移転新築計画。このプロ
ジェクトでは地域のための外観デザインとは何かを考えた。 1つは地域の景観
に調和する外観。もう 1つは地域のシンボルとなること。シンボル性を創出す
るために、建物四隅の外壁を「地域を照らす旭の光」をイメージしたグラデー
ション状のタイル張りとした。地域のシンボルとなることで、この場所に病院
があることの安心感を地域に生み出したいと考えた。
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設計・計画部門

南
みなみ
野
の
剛
たか
也
や

生年月日　1982年 6月大阪生まれ
最終学歴　 2008年神戸大学大学院自

然科学研究科建築学専攻
前期博士課程修了

業務経歴　2008年㈱大林組入社
　　　　　 現在、大阪本店建築事業

部建築設計部主任
●担当した主なプロジェクト
2010年　近畿産業信用金組合
　　　　 生野支店
2013年　神戸製鋼所本社ビル
2015年　田辺三菱製薬本社ビル
2016年　履正社箕面森町専門学校
●受賞
第2回神戸市都市デザイン賞

■青年技術者のことば

－都市͈̥͈̈́建築̱͂̀－

建築͈設計ͬ行う̭͉͂Ȃ都市͈

新̱い΃ΗΙͬ創ͤ出̳̭͂ȃ建

築͉都市͈一部͂̈́ͤȂ数十年Ȃ

時͉ͅ百年以上͈͜間Ȃ人͈記

憶Ȃ̻͈͘記憶ͅ刻ͦͥ͘ȃ私̦

普段̥ͣ意識̱̀い̭ͥ͂́あ

ͥȃ都市͈風景̱͂̀͏̯わ̱い

建築͉͂何͈̥̈́ȃ

・ ̷ ̸͈ͦͦ建物̦̾͜敷地͈΋

ンΞ·ΑΠͬ読͙解̧Ȃ̷͈敷

地̱̥́持̻え̈́い個性ͬ持̹

̵ͥȃ

・ ̷ ͈時代ͅ要求̯ͦͥ機能性ͬ

満足̱̦̈́ͣȂ将来͜見据え̹

計画ͬ行うȃ

・ έ͹΍ーΡ̺̫̩́̈́内装̥ͣ

ΟͻΞーσͅ至ͥ́͘Ȃ全̀ͅ

̤い̀違和感͈̈́いΟΎͼンͬ

行うȃ

・ ͘ ̻͈一部̻͂̈́ͤ͘ͅ新̱い

個性͂機能ͬ付加̳ͥȃ

紙͈上ͅ引̩じ本͈線̭ͦͣ͜ͅ

͈想いͬ込͛建築͂向̥い合̽̀

いͥȃ

■すいせん者

岩下博美

Ժ大林組 大阪本店 建築事業部

建築設計部ȁ部長

神戸製鋼所本社ビル
敷地は阪神淡路大震災によって同社
工場が壊滅的な被害を受けた場所で
ある。その土地に新しい本社ビルを
建設するプロジェクトであった。
構造的な安全性はもちろんのこと、
浸水被害も想定し、重要設備室は全
て 2階以上に配置した。 1階の床
レベルを上げることでさらなる安全
性にも配慮し、それにより周囲より
1.5ｍ程度高くなった地盤には緑を
設けた。人々がより緑を身近に感地
ることで、本社ビルという大きなボ
リュームの緩衝帯の役割をはたすこ
とでまちに対する安心を実現できた
と考えている。
環境配慮の面では、約 8度の角度で
取り付けた傾斜窓と、サッシから持
ち出した小庇により外部から室内へ
の日射熱負荷を低減している。この
傾斜窓と小庇は繊細かつ陰影のある
表情をファサードに表出させ、外装
のデザインにも大きな役割を果たし
ており、機能とデザインの両立を果
している。

履正社スポーツ専門学校
北大阪校
このプロジェクトの特徴は周囲を囲
む広大な自然である。また、数期に
分けて整備を行う計画であったため、
将来を見据えたマスタープランを立
案することが当初取り組んだことで
ある。
その中で校舎はどのような形態がふ
さわしいのかの検討を重ねた。周辺
の山波の稜線に沿って建物高さを抑
え、この土地の樹木、土に調和する
ような外装デザインとすることでこ
の土地にとけ込む違和感のない校舎
となったと考えている。
一方で学生が使用する講義室、ト
レーニングルーム、食堂などについ
ては室内環境についても配慮した。
直射日光の入らない北側に講義室を
配置し、熱負荷を低減しながら、間
接光によって自然光による照度が確
保できる計画とし、学びの場に最適
な環境を創り出すよう配慮した。
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設計・計画部門

三
み
宅
やけ
伸
のぶ
幸
ゆき

生年月日　1982年 1月愛知県生まれ
最終学歴　2006年三重大学大学院工
　　　　　 学研究科建築学専攻博士

前期課程修了
業務経歴　 2012年㈱安井建築設計事

務所入社
　　　　　 現在、名古屋事務所設計

部主任
●担当した主なプロジェクト
2012年　大府市駐車場整備
2013年　 あいち小児保健医療総合セ

ンター救急棟
2014年　某市立医療センター新病棟

■青年技術者のことば

建築͈秩序͈創造

～建築主͂協議・共有̳ͥίυΓ

Α͂成果～

建物͈設計͉Ȃ間接的̱̥ͅ関わ

ͦ̈́い͂常々思うȃ機械͈設計

͉Ȃ設計̱̹通ͤͅ動̧Ȃ̷̦ͦ

持̻主͈思いͅ応え͈ͥͅ対̱Ȃ

建築̷͈͉ͦ少̱異̈́ͥȃ建築͉

空間͈輪郭ͬ作ͤ出̳̭͂́Ȃ̷

͈空間ͬ利用̳͈̦ͥ利用者́あ

ͥ為́あͥȃ

利用者ͅう̩͘利用̱̀ͣ͜う̭

͂Ȃ満足̱̀ͣ͜う̭͂ȃ導̧出

̱̹手法͉Ȃ建築主͂共ͅȂ秩序

ͬ作ͤ出̳̭͂ȃ秩序ͬ導̧出̳

̹͛Ȃ設計̥ͣ監理͈過程́Ȃ建

築主͂協議・共有̱Ȃ成果̱͂̀

形̳̭ͥ͂ͅȃ

̷͈過程́Ȃあͥ時͉Ȃ建築主ͅ

ワー΅ンΈΈσーίͬ立̻上̬

̀ͣ͜いȂあͥ時͉Ȃ実寸͈κΟ

σσーθ́検証ͬ行うȃ̹͘Ȃあ

ͥ時͉Ȃ̳͓͈̀部屋͈΍ンίσ

δーΡͬ作ͤȂ手書̧ΩーΑͬ何

枚͜用意̳ͥ̈́̓ȃ͈̓͢うͅ使

う͈̥Ȃ誰̦使う͈̥Ȃ̷͈為ͅ

͉何̦必要͈̥̈́Ȃ͂い̹̭̽͂

ͬ共ͅ考え答えͬ導̧出̳ȃ̭う

̱̹全̀́Ȃ建築主͂多様̈́検討

ͬ重͇Ȃ価値観͈共有Ȃ秩序͈創

造͒͂向̥うȃ

秩序͉Ȃ建物͈魂͈͢う͈̺̈́͂͜

思うȃ建築主͈͂協議͈結実̦確̥

́あͦ͊Ȃ̧̽͂上手̩稼動̳ͥȃ

仮ͅ上手̩稼動̧́̈́い時͉Ȃή

ρッΏνͺッίͬ΍εーΠ̳ͥȃ

̭̥ͦͣ͜Ȃ建物ͅ各々͈秩序̦

宿ͥ͢うȂ設計ͬ行い̹いȃ

■すいせん者

篠原佳則

Ժ安井建築設計事務所

名古屋事務所ȁ副所長ȁ企画部長

あいち小児保健医療総合センター救急棟
小児3次救急医療機関としての、救急、手術部、小児ICU、ヘリポート、免震構造といった高度な診療環境と共に、療養環境
との調和を図った建築物。院内スタッフや学識者等と療養環境ワーキングを立ち上げ、プレパレーションの在り方を観点に、
施設のイメージマップや探検の物語を作り出し、カラースキームはじめ、壁面装飾やプロジェクションマッピングに展開し、
子どもたちを励まし勇気付ける環境づくりに結び付けた。また、建築モデルと医療機器モデルとを統合したBIMを作成し、視覚
的に分かりやすいメディアを用意することで、建築主（スタッフ等）の意見を丁寧に汲み取り、建築物への反映に結び付けた。

光・風・眺望光・風・眺望

光・風・眺望光・風・眺望

PS

PS

PS棚
物入（下部：
ストレッチャー
置き場）

WC

WC WC

見守り

病棟廊下

一般個室C 重症個室

一般個室B一般個室B

床頭台
床頭台

ベッド

ベッド

ベッド

床頭台

ロッカー ロッカー

ロッカー

ナーサーバー
収納

ロッカー

洗面 洗面

洗面

洗面

シャワーシャワー

床頭台

アルコーブ

吹抜 吹抜

某市立医療センター新病棟
都心部の急性期病院における、高度医療の診療環境と患者の療養環境の調和を図った建築物。現地建替えの限られた建設
範囲において、コンパクトな病棟を計画。1床室はアルコーブ付き個室群として計画し、看護の多床室的な見守りやすさ
と看護動線の短縮化を実現。アルコーブは、小さな看護拠点となると共に、ベッド搬送時のすれ違い空間として活用でき
る。また、収納や掲示コーナーを設け、個室の外側に緩衝空間として、生活の広がりを作り出させるように計画している。
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設計・計画部門

宮
みや
武
たけ
慎
しん
一
いち

生年月日　1982年 4月大阪府生まれ
最終学歴　2007年神戸大学工学部
　　　　　自然科学研究課建築学専攻
業務経歴　 2007年㈱安井建築設計事

務所入社/現在、大阪事務
所設計部主任

●担当した主なプロジェクト
2010年　クロバー東京営業所
2011年　小池ビル
2013年　堺地方合同庁舎
2014年　hu+gMUSEUM
　　　　（ハグミュージアム）
2015年　神戸大学先端膜工学拠点
　　　　 自邸（住居NO.1）
●受賞
学校法人大阪初芝学園北野田キャンパス
　第5回大阪サステナブル建築賞
hu+gMUSEUM（ハグミュージアム）
　大阪環境にやさしい建築賞

■青年技術者のことば

ȸ想像ͬ超えͥ建築ͬ求͛̀ȹ

設計̳̭͉ͥ͂苦̱いȃ͂̀͜Ȃ

͂̀͜ȃ毎日帰͈͉ͥ遅̩̈́ͥ

̱Ȃ家族͉͕̹̥̱̽ͣ́迷惑ͬ

̥̫̱ͥḀ̑わいい息子や娘͂遊

͓̈́い̭̹͉͂́̈́͘͜ͅいȃ

́͜や͛̈́いȃ̈́ ̶̥や͛ͣͦ̈́いȃ

͂̀͜不思議͈̈́́Ȃ設計͈醍醐

味̾ͅい̀今回考え͙̹̀ȃ

̹͐ͭ僕̦考えͥ設計̳̭ͬͥ͂

͈最大͈楽̱͙͉Ȃ設計ͬ進͛ͥ

中́自分自身͜想像̧̥̹́̈́̽

世界̹̩̓ͤ̾͂ͅいう体験̦́

̧ͥ͂いう̭͈̺͂̈́͂思うȃ

関係者͂対話ͬ繰ͤ返̱Ȃ̺͘見

え̈́い空間ͬ想像̱Ȃ声̈́ͣ̈́ͅ

い想いͬ読͙取̦ͤ̈́ͣȂ困難̈́

壁ͬ乗ͤ越え͢う̳͂ͥ際ͅ何度

̥想いͣ̈́͜͢いήτー·Ασー

ͬ経験̧̳̭̦̹ͥ͂́ȃ

想像ͬ超えͥ建築͒͂昇華̵̯ͥ

方法͉͂̀͜Ώンίσ́Ȃ多̩͈

人͂協働̳ͥ中́Ȃ一人一人̦一

生懸命考えȂΙλτンΐ̱続̫ͥ

͂いう̭͂ͅ尽̧ͥ͢うͅ思うȃ

場所͈力やȂ地域͈文脈Ȃ̻͈͘

歴史や未来͂͜対話̱Ȃ一人͈ͺ

ͼΟͺ͉̹́͂̀̓ͤ͜着̫̈́い

ȶ創造ͬ超えͥ建築ȷͬ求̭͛̀ͦ

̥ͣ͜設計ͬ楽̱͙̹い͂思うȃ

■すいせん者

寺岡宏治

Ժ安井建築設計事務所

常務執行役員ȁ大阪事務所長

hu+gMUSEUM（ハグミュージアム）

地域の玄関口にふさわしいにぎわいある外観デザイン

自邸（住居NO.1）

展示エリアをまちに表出させる開放的な空間 屋上水田での田植え体験イベントの開催

開放性と閉鎖性の共存するファサードデザイン

緑を取り込む横連窓 開放的なリビングスペース 吹抜を見下ろすフリースペース
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構造部門
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生年月日　1987年 9月生まれ
最終学歴　 2010年京都工芸繊維大学
　　　　　工芸科学部造形工学過程
業務経歴　2010年㈲桃李舎入社
●担当した主なプロジェクト
2010年　PIST PF-6
2011年　JUUL HOUSE
2012年　 八光自動車京都ショールー

ム、阪南町長屋耐震診断・
改修

2013年　 中津の葬祭場、佐世保国際
フェリーターミナル

2014年　 宇奈月の温泉施設、壷川の
住宅

2015年　 長門Ｋ邸、山之内長屋耐震
診断・改修

■青年技術者のことば

今回͈ίυΐͿ·Π͉́Ȃ柱͈形

状̦通常使う͢う̈́Ｈ形柱やδッ

·Α柱̻̦͂̽̀特殊̺̹̽ȃ̷

͈̹͛Ȃ断面ͅ作用̳ͥ応力̾ͅ

い͉̀構造力学͈基礎的̈́知識̦

必要̯̹͂ͦȃ製作̾ͅい̀͜Ȃ

施工者͂打合̵̱̦̩ͬ̈́ͣ̾ͤ

方ͬ決定̱̀い̹̭͉̽͂Ȃ͂̀

͜͢い経験̹͂̈́̽ȃ

本建物͈意匠設計ͬ行̹̽建築家

͂桃李舎͉́Ȃ̭ͦ́͘ͅ数十件

͈ίυΐͿ·Π́ΩーΠ΢ーͬ組

ͭ́いͥȃ私自身͉Ȃ基本計画͈

打合̵̥ͣ参加̱Ȃ実施設計Ȃ現

場監理́͘担当̳ͥせ件目͈ίυ

ΐͿ·Π́あ̹̽ȃ̭͈ίυΐͿ

·Π́͢うや̩最初̥ͣ最後͘

́Ȃ建築家͂意見交換̱̦̈́ͣ設計

͈ίυΓᾼ関わ̧̭̦̹ͥ͂́ȃ

建築家̦構造͈考え方ͬ理解̱Ȃ

̷ͦͬ生̥̱̀ΟΎͼンͅ反映̯

̵̀ͣ͜え̹上ͅȂ施工者̷͈͜

意図ͬ理解̱手間ͬ惜̴̱̩̾͘

ͤ込̩̺̯̹ͭ́̽ȃ͂̀͜勉強

̈́ͤͅ楽̱̩仕事̧̦̹̱́Ȃ時

間̥̫ͬ̀考え̩̱̹̾空間͉̳

̱̩͊ͣȂ充実感̦あ̹̽ȃ

̭̥ͦͣ͜鉄骨造Ȃべな造Ȃ木造͈

各論̺̫̩́̈́Ȃ施工方法̾ͅい

͈̀知識͜積͙重͇̀い̧̹いȃ

̷̱̀建築家̥̯ͣͣͅいいͺͼ

Οͺ̦引̧出̵ͥ͢う̈́構造͈提

案̧̦́ͥ͢うȂ自分自身͈引出

̱ͬ増や̳努力̱ͬ̀い̧̹いȃ

■すいせん者

桝田洋子

Ի桃李舎ȁ代表

大屋根を支える板厚６mmの鋼板組立て架構　壷川の住宅
1．建物概要
熊本市中心部͈比較的広い敷地ͅ建
̾せ人家族͈̹͈͛住宅́あͥȃ
建築͈΋ンΓίΠ͉家族̦伸͍や̥
ͅ暮̳̹ͣ͛ͅȂ外周ͬ壁́閉̲Ȃ
室内空間͉一体感ͬ保̻̦̈́ͣ分節
̱̀ゆ̩̭͂́あ̹̽ȃ平面全体͉
͕͖正方形̺̦Ȃ̷͈中ͅΧΙ͈巣
͈͢うͅ そ角形ͬ基本̱̹͂空間ͬ
͉̭͛ͭ́いͥȃ

2．建築計画
建物͈平面形状͉͕͖じぜm×じぜm͈正
方形Ȃ階高せさすḿあͥȃ屋根͉金属
板͂軽̩Ȃ屋根ͬ支えͥ柱・梁͈架
構͉鉄骨́あͥȃ内部ͬ耐震要素̥
ͣ自由̳̹ͥ͛ͅȂ外周ͬべな壁̱͂Ȃ
地震力ͬじしし％負担̵̯ͥ計画̱̹͂ȃ

鉄骨の柱 

RCの耐震壁 

構造計画の概念伏図

●柱の形状
構造計画́特徴的͈͉̈́Ȃ柱・梁͈
架構ͬ全̀ そ mm͈鋼板̩̹̭́̾̽
͂́あͥȃ設計Ιーθ͉Ȃ基本設計
͈段階̥ͣȂ建築的̈́空間構成̷ͬ
͈͘͘Ώンίσͅ構造躯体̦表現̱
̀い̭̰̱ͥ͂ͬ͛̀い̹ȃ建築家
͉Ȃ間仕切壁͂柱梁̦同一͈厚͙ͅ
̈́ͥ建具͈͢う̈́構造体ͬ作̹ͤい
͂考えȂ案ˍ͈͢う̈́形͈柱ͬ提案
̱̹ȃ̱̥̱Ȃ溶接̦難̱い͈́交
点͈芯ͬ鋳物́作̭ͥ͂ͬ考え̹̦Ȃ
柱͈角度̦全̀異͈̈́ͥ́Ȃ製作ͅ
΋ΑΠ̦̥̥ͥく案 す ぐȃ̹͘Ȃ̹͂
え柱̦上手̩作̹̱ͦ͂̀͜Ȃ梁͜
ίτーΠ́作̷͈ͥ̈́ͣΐοͼンΠȂ
仕口Ȃ̹͘建具͈͂ͤ合い͈Οͻ
Ξーσ̦難̱いȃ̷̭́ ず枚͈ί
τーΠͬ折ͤ曲̬Ȃ鋼材͈Ωッ΅ン
ͬ介̱̀接合̱Ȃ組͙立̀柱̳͂ͥ
̭͂ͬ思い̾い̹く採用案ぐȃ
̭う̳ͦ͊Ωッ΅ン͈厚̧͙̹́́
溝ͅ建具や壁ͬ納̧̭̦͛ͥ͂́ͥȃ

Ωッ΅ン͈厚͙ͬじそmmȂすたmm͈ す種
類用意̱Ȃ溝͉͛ͅ込͚΄ρΑや建
具͈厚͙ͅあわ̵̀使い分̫̭ͥ͂
̱̹ͅȃ梁͜ す枚͈ίτーΠ́作ͦ
͊ȂΩッ΅ンͬ介̱̀ΐοͼンΠ́
̧ͥȃ角度͉全͈̀柱́異̦̈́ͥȂ
三方͈出寸法͉直径すししmm͈円ͅ収͘
ͥ͢う統一̱̹ȃ鋼板ͬ曲̬̭ͥ͂
̾ͅい͉̀Ȃ塑性化̳͈͉ͥ柱断面
͈中心位置́あͤȂ応力͈最͜小̯
い箇所́あ̹ͥ͛Ȃ問題̈́い͂判断
̱̹ȃ中央͈隙間͉Ȃ照明器具͈配
線経路̱͂̀利用̳̭̹ͥ͂̈́̽ͅȃ
梁̵͉いͬずししmm̱͂Ȃ柱͂同様ͅす
枚͈鋼板ͬΩッ΅ンͬ介̱̀組͙合
わ̵Ȃ梁͈下端ͅ΄ρΑや建具̦納
ͥ͘溝ͬ作̽̀いͥȃ̭͈͢うͅ柱Ȃ
梁͈形͉意匠や建具͈納ͤͬ͘考慮
̱Ȃ建築家͂話̱合い̦̈́ͣ決定̱̹ȃ
●製作
形͉決̹̦̽͘Ȃ次̓ͅう作̥̦ͥ
問題́あͥȃ当初Ȃ鋼板同士͈綴ͤ
合̵͉ȂδσΠ́検討̱̀い̹ȃ鉄
骨͈架構͉梁͈一部ͬ除い̳͓̀̀
露出̳̹ͥ͛Ȃ意匠性͈高いςαッ
ΠδσΠ̦理想́あ̹̽ȃ̱̥̱Ȃ
構造用͈ςαッΠδσΠ͉現在Ȃ使
わͦ̀い̈́いȃ次ͅȂ建築家̥ͣ建
具̈́̓́用いͣͦͥήρͼンΡς
αッΠͬ提案̯̹̦ͦȂ強度̦保証
̧́̈́い̹̭͛ͦ͜使え̈́いȃ̷̭
́δσΠ͉̩́̈́ȂΩッ΅ン͂鋼板
ͬ隅肉溶接́下͈要領́一体化̳ͥ
̭̱̹͂ͅȃ

板厚̦そ mm͂薄い̹͛Ȃせしmm͈じししmm
άッΊΫーΠ溶接̱͂Ȃ板ͅ熱̦
入ͤ過̴̨̀͌̈́͘い͢うͅ配慮̱
̹ȃͺーΙ状͈仕口部͉Ȃ栓溶接ͬ
採用̱̹ȃ丸穴͈直径͉すしmmȂじぜしmm
άッΙ̱͂ȂΈρͼンΘー仕上̬͂
̱̹ȃ梁͜柱͂同様ͅ溝部内́溶接
ͬ行̈́う̦Ȃ天井内ͅ隠ͦͥ梁͈上
面͉手間̳̭̱ͬ́͜軽減̳̹ͥ͛
中δσΠͬ採用̱Ȃ溶接͂併用̱̀
綴ͤ合わ̵̀いͥȃ製作͉経済的̈́
板取ͤͬ考慮̱̀柱Ȃ梁ȂͺーΙ状
͈仕口部͈ず部位ͅ分̫̀行̹̈́̽ȃ
ͺーΙ状͈仕口部́ͬ͘工場́組立
̀Ȃ現場͒運搬後ͅ梁͂一体化̳ͥ
̭̱̹͂ͅȃ
●解析
鉄骨͈架構͉鉛直力͈͙負担̳̭ͥ
͂ͬ前提̱͂̀い̦ͥȂ小̯い̦̈́
ͣ͜剛性͉あ͈ͥ́Ȃ鉄骨͉線材置
換̱Ȃべな架構ͬ有限要素ͅ分̫Ȃ一
体的ͅ解析̱Ȃ応力͂変形̾ͅい̀
検討̱̀いͥȃ

アーチ状の仕口部の綴り合せ

1階平面図・配置図

( ４０)
２８

パッキン

鉄骨柱組み立て順序 柱形状の設計プロセス

プレート① プレート② プレート③ 

プレート①～③を溶接  

＋  ＋ 

（案１） （案２） 

（採用案）

40-100 

居間内部
撮影：Kouji Okamoto

中ボルト
栓溶接
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構造部門
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生年月日　1981年 7月兵庫県生まれ
最終学歴　2006年大阪大学大学院
　　　　　工学研究科建築工学専攻
　　　　　修士課程修了
業務経歴　2006年㈱竹中工務店入社
　　　　　2007年～大阪本店設計部
●担当した主なプロジェクト
2009年　あべのハルカス
2012年　京都銀行歌島橋支店
2012年　くずはモール第2期
2013年　京都銀行西七条支店
2014年　 サントリーワールドリサー

チセンター
2014年　エキスポシティ

■青年技術者のことば

私͈理想͉安全̥̾合理性ͬ極限

́͘追求̱̹構造設計ͬ行う̭

͂́あͥȃ合理性͂い̽̀͜単ͅ

構造̦合理的̈́設計ͬ行う͂いう

̭͉͂́̈́いȃ建築͉ͅΟΎͼン

や空間構成Ȃ予算や工期͂い̹̽

様々̈́条件̦あͤȂ̷͈中͈́総

合的̈́合理性ͬ追求̱̹い͂考え

̀いͥȃ

建物や同̲建物́͜部分̮͂ͅ合

理性͈追求ͅあ̹ͤ重視̧̳͓

点͉異̈́ͥȃ建築主や設計者Ȃ施

工者等Ȃ関係者͂協議ͬ重͇ͥ中

́Ȃ何ͬ重視̳̭̦ͥ͂合理的̥

ͬ要素̮͂ͅ見極͛Ȃ構造設計ͬ

行う̭̦͂重要́あͥ͂考え̀い

ͥȃ̹͘Ȃ魅力あͥ建築͈実現ͅ

͉Ȃ最先端͈技術や特殊̈́構造ͬ

用い̥̩ͥ͊ͤ́̈́Ȃ原点ͅ立̻

返ͤȂ基本的̈́合理性ͬ突̧詰͛

̭ͥ͂͜重要́あͥ͂考えͥȃ

移ͤ変わ͈ͤ激̱い環境͈中́Ȃ

建築ͅ対̳ͥΣーΒ͉今後̳͘͜

̳͘多様化Ȃ高度化̳ͥ͂推測

̯ͦͥȃ̷͈͢う̈́状況̤ͅい̀

͜Ȃ基本的̈́視点͂多角的̈́視野

ͬ持̽̀合理性ͬ見極͛Ȃ建築

主Ȃ設計Ȃ設備Ȃ施工者Ȃ協力会

社͂協業̱Ȃ合理的̈́建築͈実現

ͬ追求̱Ȃ推̱進͛̀い̧̹いȃ

■すいせん者

上田博之

Ժ竹中工務店大阪本店

設計部構造部長

特色ある外観と自由度の高い空間を実現する合理的な構造計画の追求
～サントリーワールドリサーチセンター～
1．プロジェクトの概要
本建物͉Ȃ̭ͦ́͘三ヶ所ͅ分散̱
̀い̹研究拠点͈集約・一新ͬ目的
ͅ計画̯̹ͦ研究所́あͥȃ外観͉
水・緑・土ͬ表現̱̹Ȃ開口部・壁
面緑化・΃ρーίτ΅λΑΠ΋ン·
ςーΠͬ地層͈͢うͅ構成̱Ȃ内部
͉び型͈ρδ΀ςͺ͂残͈ͤ΂ーίン
΀ςͺͅ分̥ͦȪ図じȫȂ΂ーίン΀
ςͺ͈中央部͉ͅ吹抜̫やΑ΅ッί
έυͺͬ設̫Ȃ上下階͈連続性ͬ持
̵̹̀いͥȪ図すȫȃ

2．構造設計のコンセプト
特色͈あͥ外観͂自由度͈高い内部
空間ͬ持̾ΟΎͼン性͈高い建築ͬȂ
経済的̥̾短工期́実現̳ͥ必要̦
あ̹̽ȃ̷̭́Ȃȶ合理的̈́構造計画
͈追求ȷͬ΋ンΓίΠͅ構造設計ͬ
行̹̽ȃ

2. 1　合理的な架構計画
建築主͈ΣーΒや内部空間͈自由度
確保Ȃ構造や設備͈合理性͂い̹̽
各要素͈最適解ͬ追求̱Ȃ基準ΑΩン
ͬじせさせm×じせさせm̱̹͂ȃ̹͘Ȃ端部͈
跳出̱長̯ͬずさすm̱͂Ȃ跳出̱先端
ͅ重量約すしをふざm͈外壁Pなよ版̦取ͤ
̩̾架構̳̭͂ͥ͂ͤ͢ͅȂじせさせm͂
いうυンΈΑΩン͈外柱̤ͅい̀͜
作用̳ͥ長期曲̬κーιンΠͬ最小
化̱ȂΨρンΑ͈良い架構ͬ実現̱̹ȃ

耐震要素̱͉͂̀座屈拘束ήτーΑ
ͬ採用̱Ȃ内部空間͈自由度ͬ妨̬
̴Ḁ̑̾構造的̈́ΨρンΑͬ考慮̱
̀ȂήτーΑ設置箇所数ͬ集約̱̹ȃ
上記す点ͤ͢ͅȂ外柱͂内柱͈柱径Ȃ
板厚ͬ揃えȂ自由度͈高い内部空間ͬ
有̳ͥ合理的̈́架構計画ͬ実現̱̹ȃ

2. 2　合理的な部材設定
基準ΑΩンͬじせさせm×じせさせm̱̹͂場
合͈小梁͈配置̾ͅい̀主ͅ経済性
͂居住性͈観点̥ͣ検討ͬ行いȂΑ
Ωン中央部ͅ じ本小梁ͬ配置̱̹
上́孫梁ͬ設̫ͥ計画̱̹͂ȃ͘
̹小梁ͬ市松状ͅ配置̳̭ͥ͂ͅ
ͤ͢Ȫ図 ずȫȂみ方向͂む方向́発生
̳ͥ応力̦͕͖等̱̩̈́ͤȂみȂむ
方向͂͜大部分͈大梁ͬ既製は形鋼
Ȫはご㈱ししァずししァじそァすたȫ̧̳̭̦͂ͥ͂́
̹ȃ̭ͦͤ͢ͅ柱梁仕口部͈簡素化ͅ
ͥ͢施工性͈向上͂既製は形鋼͈使用
割合増ͥ͢ͅ΋ΑΠ削減ͬ実現̱̹ȃ
既製は形鋼́設計̧́̈́い部分͉Ȃ梁
成㈱しし͈外法一定は形鋼ͬ用い̭ͥ͂
̱̹͂ȃじせさせmΑΩン͈う̻応力̦大
̧い͈͉端部́あ̹ͥ͛Ȃ一様ͅ断
面ͬ大̧̩̳̭͉ͥ͂不経済́あͥȃ
一方́端部͂中央部́断面ͬ変え̹
場合Ȃ鉄骨͈数量̱͉͂̀全断面大
̧̩̱̹場合ͅ比͓̀少̩̦̈́̈́ͥȂ
断面切ͤ替え位置͈́溶接̦発生̳
̹ͥ͛Ȃ̷͈部分͈手間͂費用̦発
生̳ͥȃ̷̭́各部材̮͂ͅ応力状
態ͬ確認̱̹上́検証ͬ行いȂ断面
切ͤ替え͈採否ͬ決定̱̹ȃ

2. 3　合理的な鉄骨基礎梁
短工期ͬ実現̳̹͉ͥ͛ͅȂ近年͈
躯体職不足͈状況̥ͣȂ特ͅ基礎͘
わ͈ͤ生産性向上̦重要́あ̹̽ȃ
̹͘じ階͈約すざず͈範囲͉床下ͅ配管
ͬ通̳̹͈͛空間̦必要́あ̹̭̽
̥͂ͣȂ̭͈部分ͅべな͈基礎梁͉́
̩̈́Ȃ鉄骨基礎梁ͬ採用̱̹ȃ
鉄骨基礎梁͂独立基礎͉͂基礎梁下
端ͅ設̫̹ΑΗッΡͬ介̱̀地震時
͈水平力ͬ伝達̵̯ͥ計画̱̹͂
Ȫ図せȫȃ
̯ͣͅ作業所͂施工手順̾ͅい̀検
討ͬ行いȂ鉄骨建方ͅ必要̈́独立基
礎͈一部分͈͙ͬ打設̱̹後ͅ鉄骨
建方ͬ行いȂ̷͈あ͂ͅ独立基礎͈
残ͤͬ打設̳̭ͥ͂́Ȃ し節鉄骨省
略͂鉄骨建方時͈作業性向上ͬ実現
̱Ȃ短工期実現ͅ貢献̳̭̦ͥ͂́
̧̹ȃ

2. 4　合理的な外装支持方法
外壁͈Pなよ版͉έυͺτασ͂階͈中
間τασͅ配置̯ͦȂ相互͈間͉窓
やぬなP，σーΨー́あ̹ͥ͛Ȃ̷̸ͦ
ͦ独立̱̀支持̳ͥ必要̦あ̹̽ȃ
έυͺτασ͈Pなよ版͉Pなよ版͈鉄筋
ͬΑρῄ定着̳ͥ形式̱͂Ȃ階中
間τασ͈Pなよ版͉上階̥ͣ吊ͤ下̬
̹柱͈先端ͅ梁ͬ通̱Ȃ̷ͦͅ固定
̳ͥ方法̱̹͂ȃ̹͘Ȃ͇̲ͦͬ抑
制̳̹ͥ͛Pなよ版͈支持点́͘΃Ψー
ίτーΠͬ設置̱̹Ȫ図ぜȫȃ

図 2　オープンエリア吹抜部

図1　3階平面図

ラボエリア

オープンエリア

図 3　小梁の市松状配置

大梁 小梁 

図 4　鉄骨基礎梁と基礎の納まり 図 5　外装部断面図とPCa版下地鉄骨

スタッドを介して基礎に水平力を伝達 

PCa 版

ECP

PCa 版

▽3FL

  窓

PCa 版

建物外観

ねじれを抑制するねじれを抑制する
カバープレートカバープレート

外壁PCa版支持点版版
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構造部門

坂
さか
井
い
悠
ゆう
佑
すけ

生年月日　1983年 8月生まれ
最終学歴　2008年京都大学大学院
　　　　　工学研究科建築学専攻
業務経歴　2008年㈱日建設計入社
　　　　　構造設計部門構造設計室
　　　　　現在　大阪事務所
　　　　　エンジニアリング部門
　　　　　構造設計グループ
　　　　　構造設計部　兼
　　　　　3Dセンター室
●担当した主なプロジェクト
2010年　先端医療センター駅前ビル
2011年　徳之島病院
　　　　 回生病院増築工事
2012年　城東区複合施設
2013年　JA滋賀事務センタービル
　　　　 龍谷大学瀬田学舎農学部
2015年　 京都市庁舎新整備事業（北

西庁舎）

■青年技術者のことば

構造設計͉ͅ繰ͤ返̱行̽̀いͥ

作業̦数多̩あͥȃ̷͈作業ͬ省

略化̧́ͦ͊Ȃ設計͈楽̱い部分

ͅ注力̧́ͥȃ̷ͦͬ可能̳ͥͅ

͈̦どばMͬ使̹̽構造設計̺͂自

͈ͣ設計ͬ通̲̀確信̱Ȃ周͈ͤ

設計者͜同̲͢うͅ楽̱̩設計̱

͕̱̀い͂思̽̀社内͈どばM化ͬ

進̧̹͛̀ȃ

世間́͜どばMͬ利用̱̹建築͉日増

̱ͅ増え̀いͥȃ各分野Ȫ意匠・

構造・設備・施工ȫ̮͂ͅどばMͅ対

̳ͥ知識̦蓄積̯ͦȂ効率的ͅ活

用̧́ͥ͢う̧̈́̽̀̀ͅいͥȃ

̭̥ͦͣどばM͉次͈段階Ȫ各分野

ͬ連携̵̯̀い̩段階ȫͅ入̽̀

い̩ȃ̷̸͈ͦͦ分野ͬどばMͬ通

̲̀͂͛ͥ͘どばMζΥーΐλー͂

呼͊ͦͥ人間̦必要̈́ͥͅȃ

自分͈強͙͉構造設計͂どばM͈専

門知識͈両方ͬ持̽̀い̭ͥ͂́

あͤȂ今後͉構造設計者͈視点ͬ

̹̽͜どばMζΥーΐλー̱͂̀進

ͭ́い̧Ȃ̷͈後͉日本国内͈

どばM標準化ͬ進̹͛い͂考え̀い

ͥȃ社内́培̹̽知識ͬ社内͂ͅ

̭̩̓͛ͥ͂̈́国内ͅ発信̱̀い

̧Ȃ日本中̥ͣέͻーΡΨッ·ͬ

ͣ͜い̦̈́ͣどばMͬ加速度的ͅ発

展̵̯̀い̧ȂどばM̥ͣ社会ͬ動

̥̱̀い̧̹いȃ

■すいせん者

塚越治夫

Ժ日建設計

΀ンΐΣͺςンΈ部門

構造設計Έσーί 構造設計部長

JAバンク滋賀事務センタービルの設計
1．建築計画
計画地͉北側ͅ琵琶湖ͬ望͙Ȃ̭͈
立地条件̥ͣ生ͦͥ͘眺望ͬ活̥̱
̹ȃ柱ΑΩン͉じしさたm̤͍͢ぞさすm̱͂
̀いͥȃ東西外壁面͉ͺ;Πέτー
θ͈鉄骨柱ͬσーΨー上ͅ配置̱̀
意匠ΟΎͼン͂合致̱̹特徴的̈́外観
ͬ構成̱̹ȃͺ;Πέτーθ͈鉄骨細
柱͉壁面ͅ対̱東西面͉直交Ȃ南面
͉平行ͅ設置̱Ȃ方位ͅ対応̱̹環
境配慮型͈新事務ΓンΗー̱̹͂ȃ

2．構造計画
基礎免震構造̱͂Ȃ上部構造͉平面
計画上͈自由度ͬ確保̳̹ͥ͛鉄骨
造̱̹͂ȃ東西方向͉列柱ͤ͢ͅ剛
性ͬ確保̱̹純ρーιン架構Ȃ南北
方向͉ήτーΑ付ρーιン架構̱͂
̹ȃ免震層͉たししφ͈天然Όθ系ͺͼ
ΕτーΗじす基͂直動転̦ͤ支承じす基Ȃ
鋼材ΘンΩー せ基Ȃ΂ͼσΘンΩー
せ基́構成̱̹ȃ

3．鉄骨細柱の設計
σーΨー兼用̱̹͂鉄骨細柱͉Ȃ意
匠性ͬ考慮̧̱̀́ͥ限ͤ細い見̾

̫̰̱̹ͬ͛ȃ日射遮蔽͈ΑΗΟͻ
ͬ経̀じすししmm͈柱割͂そししmm͈奥行ͬ
決̥͛̀ͣȂ下記͈ίυΓΆ柱断
面͈造̭͙ͤͬ行̹̽ȃ
＜構造計画＞地震力ͬ鉄骨細柱ͅ負
担̵̯ͥ͂Ȃ断面寸法̦大̧̩̈́ͥ
̹͛Ȃ内部͈大梁ͅ取ͤ合う柱͈端
部͉̳͓̀άン接合̱̹͂ȃ
＜΍ήζーΐͺー·溶接＞溶接部̦
現̱̹͂̈́ͥ͛外観上̧ͦい̈́溶接
線͂̈́ͥ΍ήζーΐͺー·溶接ͬ採
用̱̹ȃέ͹ήςΉーῌΪͺςン
Έ̱̀΍ήζーΐͺー·溶接̦可能
̈́板厚じすmmͬ最小板厚̱͂̀設計ͬ
行̹̽ȃ
＜防火被覆＞防火地域指定͈̈́い地
域́あͤȂ施行令ぞし条ͤ͢ͅ柱͉ͅ
防火被覆͈͙̦求̹͛ͣͦȃ同施行
令͈̹̺̱書̧Ȫ柱̦ じ本̩̈́̈́̽
̹̱͂̀͜他͈架構́支持̧̭́ͥ
͂ȫͬ確認̳̭ͥ͂ͤ͢ͅȂ防火被
覆ͬ省略̱̹ȃ
＜超音波探傷ͬ考慮̱̹最小寸法＞
見̫̾幅ͬ構造耐力上最小͈寸法͂
̱̀͜Ȃ鉄骨製作管理̧̦̫́̈́ͦ
͊͢い建物̦作ͦ̈́い͂考えȂ超音
波探傷̧̦́ͥ寸法͉確保̳ͥ͂い

う方針̹ͬ͂̽ȃぞし度͂せぜ度͈超音
波探傷機ͬ併用̱̀検査̧̨́ͥͤ
̨͈ͤ最小断面ͬ確認̱̹ȃ
以上͈検討̥ͣじすぜmm×そししmm͈柱断
面̱͂ȂΏλーί̈́外観͈ͺ;Πέ
τーθͬ作ͤ上̬̹ȃ

4．TF工法の実用化
京都大学・神戸大学͂共同研究ͬ
行̽̀い̹ほねȪほhiりを ねんよngれȫ工法※

ͬ初͛̀実用化̱̹ȃほね工法͉精密
可変υーσ圧延機ͤ͢ͅ圧延̱Ȃ じ
枚͈鋼板́厚͙ͬ変化̵̯̹変厚鋼
材ͬ梁έρンΐͅ用い̀梁端͈梁έ
ρンΐ厚ͬ大̧̩̳ͥ工法́あͥȃ
梁端部ͤ͢少̱内側ͅ塑性化部位ͬ
作̭ͥ͂́Ȃ弱点̦̻͂̈́ͤ̈́梁端
͈現場溶接部ͬ先行̱̀塑性化̵̯
̈́い̭͂ͬ意図̱̀いͥȃ本建物́
͉ じ階外周鉄骨大梁̦細柱͈άッΙ
̦じさすm͂短い̹͛ȂδσΠ接合̦́
̴̧現場溶接接合͂̈́ͥ箇所͈溶接
信頼性ͬ高̹͛ͥ͛採用̱̹ȃ
※ȫ井川大裕，吹田啓一郎，多賀謙蔵，田邉義和

変，塚越治夫，坂井悠佑：増厚鋼板ͬ梁έρンΐ

ͅ用い̹梁端溶接接合部͈塑性変形能力͂破断防

止設計法，鋼構造論文集，第じ㈱巻第ぞぜ号，ppすぞご

ず㈱，すしじすさ㈱：すしじず年鋼構造論文賞受賞

▲外周鉄骨細柱

BIMを用いた構造設計の先駆けと社内BIM化推進
すしじす年設計͈城東区複合施設͉当社
͈大阪事務所̱͂̀構造́初͛̀どばM
ͬ採用̱図面作成́͘行̹̽ίυ
ΐͿ·Π̹͂̈́̽ȃ自分自身́どばMͬ
用い̦̈́ͣ試行錯誤̱̀ίυΐͿ·
Π̹ͬ͂͛͘甲斐͜あͤȂ̷͈後社
内́どばMͬ用い̹構造設計ͬ推進̱̀
い̩立場くずにΓンΗー室兼務ぐ͂̈́̽
̹ȃ次ͅ担当̱̹ぱと滋賀事務Γン
ΗーΫσ͉́Ȃ外周鉄骨̦あͣわ̱
͂̈́ͥ構造̹͂̈́ͥ͛ ず次元κΟσ
̩̩́̈́͘確認̱̦̈́ͣ設計ͬ進͛
̀い̹̽ȃ柱継手位置͈確認Ȃτα
σ差͈あͥ直交梁͈͂取ͤ合い̈́̓
͉ す次元͈́設計́͜当然考慮̱̀
い̦ͥȂ ず次元κΟσ́設計ͬ行う
͂見落̱̦̩͂̈́Ȃ現場͈́調整͜

͕̩͂ͭ̓̈́工事ͬ終え̭̦ͥ͂́
̧̹ȃ龍谷大学瀬田学舎農学部͉́Ȃ
意匠͜実施設計́͘どばMκΟσͬ用い
̀い̹̹͛Ȃ意匠κΟσ͂重͇合わ
̵̦̈́ͣ不整合͈̈́い構造設計ͬ進
̹͛ȃ
̷͈後͈設計́͜自分̦担当̳ͥ設
計͉́毎回どばMͬ用い̹新̹̈́挑戦ͬ
̱Ȃ̷̭́得̹知識ͬ社内ͅ広͛̀
い̩̭͂́どばMͬ用い̹構造設計ͬ推
進̱̀い̹̽ȃ同時ͅ社内解析κΟ
σ̥ͣどばMκΟσ͈͒変換͂い̹̽ί
υΈρθ開発͂ȂどばMͬ用い̹作図
σーσ͈一元化͜行̹̽ȃ全社́共
通͈έ΁ーζッΠͬ使う̭͂́Ȃ改
善要望ͅ対̱̳̪̀ͅ全社展開̧́
ͥ仕組͙̦構築̧́Ȃ社内͈どばMͬ用

い̹構造設計͉大いͅ進̺ͭ͂感̲
̀いͥȃ昨年͉社内́新規ίυΐͿ
·Π͈ぞ割程度́どばMͬ用い̹構造設
計ͬ行̤̽̀ͤȂ図面間͈不整合͈
減少や業務効率͈改善͈̈́̓効果̦
表ͦ̀いͥȃ

▲外観（東面）

役員会議室

事務室 事務室

休憩室 研修室

保管庫 エントランスホール
免震ピット

道路境界線
ピロティ

琵琶湖

▲断面図

柱フランジ 235
25

ダイアフラム
梁フランジ

28

22

16

裏当金　PL-9（SN490B）

▲TF工法仕口例

▲JA滋賀事務センタービルのBIMモデル
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● 意匠・設備計画╳構造計画
╳施工計画

本建物͉Ȃ各種要人̳ͬ̀̈́͜ す階
建͈̀ΊΑΠΧ;ΆあͤȂ神戸͈
眺望ͬ一望̧́ͥȂ神戸市灘区Ȃ摩
耶山ͬ背景̱̹͂斜面地ͅ位置̱̀
いͥȃ じ階͉べな造Ȫ一部Sべな造ȫȂ す
階ͬS造̱͂Ȃ す階̥͈ͣ眺望ͬ最
大限ͅ引̧立̵̹̹ͥ͛Ȃじ階͉べな
打放̱ήρΑΠ仕上̬̱͂̀Ȃ外部
̥ͣ閉̲̹重厚̈́空間ͬ演出̱̀い
ͥȃ す階͉ じ階͉͂対象的ͅȂ΄ρ
ΑȂΑΙーσȂ木材ͬ使用̱Ȃ繊細
̯Ȃ軽快̯ͬ演出̱Ȃ解放感͈あͥ
空間͒͂導い̀いͥȃ
ぜさせm跳͇出̱͈あͥ す階和室ͬ支持
̳ͥ梁͉ȂぜさせmΑΩン内ͅSべな梁ͬ せ
本配置̱Ȃ高い剛性ͬ確保̱̀先端
部͈̹わ͙Ȃ振動ͬ抑えͥ͢う配慮
̱̹ȃ̹͘Ȃ和室͈中央ͅあͥ掘ͤ
炬燵͈断面計画͂整合̵̯Ȃ跳͇出
̱部分͈梁͉逆梁̱͂̀計画̱̹ȃ
べな床͉掘ͤ炬燵τασく床天端τασ
すねびごせぜしmmぐȂ掘ͤ炬燵以外͈部分͉乾
式͈上̬床̱̹͂ȃ̭ͦͤ͢ͅȂ和
室部分͈床下空調ͬ可能̱͂Ȃ す階
天井内͈設備機器ͬ減̱ͣ̀階高ͬ
低減→΋ΑΠ低減͜ͅ努̹͛ȃ

Sべな梁断面͉掘ͤ炬燵͈床段差内́納
ͥ͘断面̳̹͂ͥ͛Ȃ鉄骨梁͉どはͬ
採用Ȃ̹͘施工上͈観点̥ͣȂ床天
端τασすねびごせぜしmḿ͘なぶふ打設→S梁
据え置̧→Sべな梁͈上部΋ン·ςーΠ
打設͂̈́ͥ͢うͅȂSべな梁内͈鉄骨梁
位置ͬ調整̱̹ȃ

構造部門

東
ひがし
本
もと
瑠
る
衣
い

生年月日　1983年10月生まれ
最終学歴　2009年神戸大学大学院
　　　　　工学研究科修了
業務経歴　2009年㈱大林組入社
　　　　　 2010年大阪本店構造設計

部
　　　　　 2013年東京本社構造設計

部
　　　　　 2015年大阪本店構造設計

部
●担当した主なプロジェクト
・心斎橋パルコ
・辯天宗水子供養塔耐震補強
・田辺三菱製薬本社ビル
・山王病院
・大分駅ビル
・渋谷区南街区
・KOBELCO摩耶ゲストハウス

■青年技術者のことば

構造設計者̱͈͂̀道ͬ選̺ͭ

時Ȃ構造͈骨組͙ͬΟΎͼン̱͂

̀利用̱̹建物ͬ見̀Ȃ骨組͙͈

美̱̯ͅ感動̱̹̭̦͂あͥȃ近

年Ȃ東京ͬ筆頭̱͂̀各都市͈́

建築͉高層化ȂΟΎͼン͈多様化

̦進͙Ȃ構造設計͈力量̦重量̈́

役割ͤͬ持̾場面̦増え̧̀̀い

ͥȃ安全̈́建物ͬ設計̳̭͉ͥ͂

言う́̈́͘͜い̦Ȃ̹̺単ͅ架構

͈設計̳͈͉̩ͬͥ́̈́Ȃ͈̓͢

うͅΟΎͼン͂一致̱̹構造計画

̳̥̦͂ͥ今後̯ͣͅ重要̈́̽ͅ

̩̀ͥ͂思うȃ̷͈̹͉͛ͅȂ後

手ͅ回͈͉̩ͥ́̈́Ȃ早い段階̥

ͣȂ意匠Ȃ設備̷͈他͈部門͈͂

打合̵ͅ参加̱Ȃ計画段階̥ͣ構

造設計̦大いͅ関わ̽̀発信̱̀

い̩̭̦͂大切̺͂感̲ͥȃ͘

̹Ȃ複雑̈́形状͈建物ͅ対̱̀Ȃ

一̾一̾Ȃ構造設計̱͂̀根拠͈

あͥ仮説ͬ積͙立̀ȂͺίυーΙ

̱̀い̩力ͬ日々養̽̀い̧̹いȃ

最近Ȃ良̩͜悪̩͜構造ͅ関̳ͥ

問題̦ιΟͻͺͬ通̲̀多̩取ͤ

上̬ͣͦȂ施主ͅ対̱̀͜構造ͬ

ͺάーσ̳ͥ機会̦増え̀いͥȃ

今後̯ͣ̈́ͥ経験ͬ積͙Ȃ多̩͈

知識ͬ取得̱̀Ȃいͧͭ̈́観点̥

ͣ物事ͬ捉えͣͦͥ発想豊̥̈́構

造設計者ͬ目指̱̀い̧̹いȃ͘

̹Ȃ大小関係̩̈́Ȃ͈̓͢う̈́物

件̤ͅい̀͜Ȃ無駄͈̈́いȂ美̱

い骨組͙ͬ設計̧́ͥ͢うͅ精進

̱̀い̧̹いȃ

■すいせん者

安井雅明

Ժ大林組ȁ大阪本店

建築事業部構造設計第二部ȁ部長

デザイン計画と融合した構造計画を実現
●免震構造を採用した
　超高層オフィスビル
本建物͉Ȃ古̩̥ͣ製薬・製品会社
̦多い大阪市中央区道修町ͅ位置̱Ȃ
ずしし年以上前̷̥͈ͣ場所́町͂共ͅ
発展̧̱̹̀Ȃ田辺三菱製薬͈本社
Ϋσ͈建̀替え́あͥȃ本社Ϋσ́
あͥ͂いう̭̥͂ͣȂ災害時̷͜ͅ
͈機能ͬ維持̳̭̦ͥ͂求͛ͣͦȂ
免震構造ͬ採用̱̹ȃ
̹͘Ȃ執務έυͺ外装͉ͅ薄型͈Θ
ήσΑ΅ンͬ採用̱Ȃ自然換気ͅ配
慮̱̹計画Ȃ共用部͜含͛全室自然
採光̦可能̈́Ȃ環境ͅ配慮̱̹計画
̈́̽̀ͅいͥȃ

●地下1階柱頭免震を採用
地下水位̦高̩Ȃ既存躯体ͬ利用̱
̀施工性ͬぼP̵̯̹ͥ͛Ȃ地下͈階
高ͬ抑えͥ必要̦あ̹̽ȃ̷̭́Ȃ
ΑβーΑ͈効率化ͬ計̹ͥ͛Ȃどじ階
駐車場έυͺ́柱頭免震ͬ採用̱Ȃ
基礎̦支持層τασͅあͥ機械式駐
車場部分͉直接基礎Ȃ̷͈他͈部分
͉場所打̻΋ン·ςーΠ杭͈異種基
礎̱͂̀計画̱̹ȃ

● 40m×19mの無柱空間の
実現

執務室͉Ȃέτ΅Ώήσ対応̳͂ͥ
̹͛Ȃせしm×じ㈱m͈無柱空間̱͂̀計画
̱Ȃせしm͈υンΈΑΩン梁͉梁̵いͬ
㈱ししmmȪ一般部͉梁̵いぞししmmȫȂ格子
梁ͬ形成̱̀床振動͈低減ͅ配慮̱
̹ȃ無柱空間̳̹͂ͥ͛Ȃ柱͈本数̦
少̩̦̈́̈́ͥȂ免震構造ͬ生̥̳̹͛
ͅ上部架構͈剛性ͬ高͛ͥ必要̦あ̽
̹ȃ屋上階ͬΧッΠΠρΑ̱͂̀剛性
ͬ高͛ͥ方法͜あ̹̦̽Ȃ平面計画͈
関係上採用出来̥̹͈̈́̽́Ȃ

対策ӱ： 南側͈΋ͺ周ͤͅ制震ήτー
ΑȂ耐震ήτーΑͬ配置

対策Ӳ： ず階͈会議室ͬ利用̱̀Ȃ外
周部ͅασΠΠρΑͬ配置

対策ӳ： ず階ͤ͢上部͈外周部ͅ耐
震間柱ͬ配置

͈ ず͈̾方法́Ȃ上部͈剛性ͬ高͛
ͥ計画̱̹͂ȃ じȂ す階͉΀ンΠρ
ンΑ部吹抜̦あ̹ͥ͛Ȃ柱͈本数͉
最小限̱͂ȂήτーΑ͉΋ͺ周ͤͅ
配置̳̭ͥ͂́Ȃ意匠性ͅ配慮̱̹
計画̱̹͂ȃ̹͘Ȃ外周部͈間柱͉Ȃ
Ξρ΋ッΗΗͼσ́装飾̱Ȃ΄ρΑ
΃ーΞン;΁ーσ͈ͺ·ΓンΠ͂̈́
ͥ͢うȂ外装͈一部̱͂̀利用̱̹ȃ

外観パース
躯体クリアランス800mm B1階柱頭免震

自走式駐車場

機械式駐車場

想定支持層

直接基礎

適材適所の基礎形式

既存地下躯体場所打ちコンクリート杭
基礎

B1階

地下概要図

コア周りに 
ブレースを配置 
4～11階： 
制震ブレース 
1、2階： 
耐震ブレース 

対策① 

3階にベルトトラ
ス配置し、下層階
の剛性を向上 

対策② 

対策③ 
3 階より上
部の外周部
に耐震間柱
を配置 

コーナービュー確保のため
隅柱を内側へ移動 

斜め柱で軸力を
伝達 

剛接合 

40m×19mの 
無柱空間 
＝ロングスパン
格子梁 

Ｃ通り軸組図 Ｅ通り軸組図

基準階伏図

掘り炬燵 
SRC梁（4本） 5.4m跳ね出し和室 斜線部床レベル 2FL-450mm 

1 階立上り、2階床 
（2FL-450mmレベルまで） 
施工手順① 

施工手順② 
鉄骨据付 

施工手順③ 
SRC梁上部
CON打設 

外観パース

2階伏図（見上げ）

①通り断面詳細図
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創立じずし周年ͬ迎え̹明治大学͈新΅λンΩΑ̱͂̀Ȃ
すしじず年 じ月ͅ中野΅λンΩΑ̦竣工̱̹ȃ近年Ȃ΀΋
΅λンΩΑͬ掲̬ͥ学校施設̦多̩̤̈́̽̀ͤȂ本΅λ
ンΩΆ͜様々̈́手法ͬ講̲Ȃ省΀ΥσΆー化ͬ図̽̀
いͥȃ̷͈中́Ȃ採用̱̹手法͈効果͂΀ΥσΆー消費
量͈実態ͬ掴͚̭͉͂Ȃ施設運用̤ͅい̯̀ͣ̈́ͥ省΀
Υͬ図̭̦ͥ͂可能͕̥̈́ͥͅȂ今後͈学校設計̤ͅい
̀重要̈́事項͂̈́ͥȃ竣工後じ年間͈΀ΥσΆー消費量
͈実態ͬ紹介̳ͥȃ

■空調エネルギーの評価
空調設備͉Ȃ教室Ζーン͉中央熱源
方式̱͂̀VとV制御やなぶす制御ͬ行いȂ
研究室Ζーン͉個別ΩッΉーΐ及͍
外調機なとV制御方式̱͂̀使用勝手͂
省΀Υ͈両立ͬ図̽̀いͥȃ図 ぜͅ
中央熱源機器͈年間͈稼働状況Ȫ電
力量ȫͬȂ図 そͅ個別ΩッΉーΐ
ȪのはPȫ͈΄Α使用状況ͬ示̳ȃ
中央熱源͉低層部分͈教室Ζーン͂
外気調和機ͅ使用̯̦ͦͥȂ利用実
態̱͂̀夏期休暇̦あ̹ͥ͛Ȃ夏期
͈άー·͉ぞ月͂̈́ͤȂた月Ȃ㈱月͉
夜間͈蓄熱́日中͈負荷ͬ殆̓賄え
̀いͥȃ夜間移行率͉夏期Ȫ ぞ～ ㈱
月ȫ͈平均́ぜし％̈́ͤ͜ͅ有効ͅ活
用̧́̀いͥȃ電気ͥ͢ͅ中央熱源
͈年間άー·͉冬期ͅ訪ͦȂ空冷Ι
ρー͈電力消費量̦大̧いȃ
一方Ȃ高層͈研究室Ζーン́使用̯
ͦͥのはP͈΄Α使用量͈άー·͉ぞ月
͂̈́̽̀いͥȃ̭͉ͦȂ研究室Ζー
ン͉教室Ζーン͕̓夏期休暇͈影響
͉̈́い̭͂͂Ȃ冬期͈空調負荷͈大
半ͬ占͛ͥ外気負荷̾ͅい͉̀中央
熱源̀ͅ処理̯ͦ̀い̹ͥ͛́あͥȃ

熱源システムの製造エネルギー構成
蓄熱製造熱量
蓄熱放射量
フリークリング
ターボ冷凍機NO2
ターボ冷凍機NO1
チラー2
チラー1

2,000
1,500
1,000
500
0

-500
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

熱
源
量（
GJ
）

図 5　 空調システムにおける製造エネル
ギーの構成（2013年度）

GHPガス使用エネルギー
800

600

400

200

0
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

（GJ）

図 6　GHPガス使用量の推移（2013年度）

■照明エネルギーの評価
通常͈明̥ͤ制御ͅ加えȂ各諸室͈全
般照明ȪͺンΫ΀ンΠ照明ȫ͈目標照
度ͬ制御̳̭ͥ͂ͤ͢ͅȂ̯ͣͅ効率
̩͢電力͈削減̦出来ͥ͢う計画̱̹ȃ

設備部門

宇
う
多
だ
聡
さと
子
こ

生年月日　1984年 1月兵庫県生まれ
最終学歴　2006年岡山大学
　　　　　電気電子工学科卒業
業務経歴　2006年
　　　　　㈱三菱地所設計入社
　　　　　設備設計部
　　　　　2012年　電気設備設計部
　　　　　2014年　関西支店
●担当した主なプロジェクト
2006年　川崎信用金庫大師支店
2006年　SPP銀座ビル
2007年　サクラス戸塚ビル
2007年　成蹊大学本館（改修）
2007年　成蹊高校HR棟
2007年　中野南口ビルディング
2010年　明治大学中野キャンパス
2010年　中央大学付属横浜山手
　　　　 中学校・高等学校
2011年　大手町一丁目第3地区
　　　　 第一種市街地再開発
2011年　成蹊大学新6号館
2011年　芝信用金庫鎌田支店
2012年　興正寺境内インフラ整備
2013年　四谷駅前地区第一種
　　　　 市街地再開発
2013年　土岐プレミアム
　　　　 アウトレット第4期
2013年　麹町新スタジオ棟
2014年　TOA宝塚事業場新開発棟
2014年　安田女子大学1号館
2014年　新三田研修施設
2014年　中国銀行本店改修
●受賞
2012年　照明普及賞
2014年　電気設備学会全国大会
　　　　 奨励賞

■青年技術者のことば

建築物͉人̦出会いȂ人͂人ͬ結

͐場́あͥȃ一方Ȃ完成̱̹建築

物̺̫̩́̈́Ȃ創造過程́͜数え

̧ͦ̈́い͕̓多̩͈人̦関わͤȂ

協力̱合いȂ竣工ͬ迎えͥȃ当̹

ͤ前͂̈́̽̀い̷͈ͥ部分ͬ意識

̱̦̈́ͣ進͛ͥ͂いう̭̦͂Ȃ私

͈仕事͈根底ͅ常ͅあͥȃ電気設

備設計͂いう͂Ȃ馴染͙̦̩̈́専

門色̦強い͂思わ̦̻ͦ́あͥȃ

̱̥̱Ȃ電気設備̷̭Ȃ建物ͅ入

居̳ͥ人͂密接ͅ関わ̤̽̀ͤȂ

̩͢使わͦȂ簡易ͅ扱え͈ͥ́͜

̫̈́ͦ͊̈́ͣ̈́い͂思うȃ最新͈

技術ͬ導入̱̀͜Ȃ̷ͦͬ扱えͥ

人̦い̫̈́ͦ͊Ȃ活̵̥ͥ環境̦

̫̈́ͦ͊意味̦̈́いȃ̤客̯͂͘

対話̱Ȃ本当ͅ必要̈́設備͉何̈́

͈̥ͬ模索̳̭̦ͥ͂͂̀͜重要

́あͥ͂考えͥȃ

■すいせん者

永岡靖生

Ժ三菱地所設計ȁ専務執行役員

明治大学中野キャンパス　～環境共生への取り組みとその評価～

フリーアンビエントシステムの導入

水蓄熱システムの採用による熱負荷の平準化
高効率熱源システムの採用
熱源システムのベストミックス（中央熱源と個別熱源）

建築計画関連
電気設備関連
機械設備関連

インバータ制御による水搬送エネルギーの削減（VWV）

昼光利用照明制御の導入
（適正照度制御）

日射遮蔽格子フレームの採用

壁面緑化・屋上緑化

Low-Eガラス・ダブルスキン

LED照明の採用
アンビエント照明制御の導入
アモルファス変圧器の採用

図1　導入した環境共生手法

教室͉Ȃ授業前Ȃ授業中Ȃ休͙時間
͂い̹̽状況ͅ合̵̀目標照度ͬΑ
Ήΐνーσ制御可能̱̹͂ȃ̯ͣͅȂ
授業時間帯以外͉人感Γン΍制御ͬ
有効̳̭͂ͥ͂́Ȃ不在΀ςͺ͈照
明電力͈削減ͬ可能̱͂̀いͥȃ個
人研究室͉́ȂΗΑ·照明͜利用̯
̭ͦͥ͂ͬ考慮̱ȂͺンΫ΀ンΠ照
明͉あ̥̲ͣ͛設定̯̹ͦ目標照度
Ȫず段階ȫͬ利用者̦ΑͼッΙ操作͂
いう容易̈́方法ͤ͢ͅ自由ͅ選定́
̧ͥέςーͺンΫ΀ンΠΏΑΞθ͈
構築ͬ行̹̽ȃ
照明制御͈効果͈検証や実際͈運用
状態ͬ把握̳̹ͥ͛ͅȂ監理者̦自
由̈́切ͤ口́消費電力や省΀Υ効果
͈検証ͬ行えͥ͢う΀·ΓσΞンί
τーΠͬ構築̱̹ȃ̭ͦͤ͢ͅ΋ン
ΓンΠ系͈負荷͂照明負荷ͬ区分̱
̹電力量計͈設置ͬ省略やȂ多数あ
ͥΓン΍情報̥ͣ電力量͈͒複雑̈́
換算作業ͬ低減̧̳̭̦ͥ͂́ͥȃ
̭͈ΕέΠͬ用い̀検証̱̹個人研
究室͈照明電力̾ͅい̀述͓ͥȃ個
人研究室̤ͅい͉̀Ȃ̭ͦ́͘通ͤ
ぞししσ·Α͂い̹̽高いͺンΫ΀ンΠ
照度ͬ選択̳ͥ方̦多い̦Ȃ約ずし％
͈利用者̦低い目標照度ͬ選択̱̀
いͥȪ図ぞȫȃ特ͅ夜間利用時ͅȂ選
択̱̹照度ͥ͢ͅ電力͈削減̦大̧
̩表̤ͦ̀ͤȂぞししσ·ᾼ対̱̀
ずししσ·Ά͈消費電力͉じざず程度͂
̈́̽̀いͥȃ従̽̀ȂέςーͺンΫ
΀ンΠΏΑΞθ͉ξーΎーや使い勝
手̦不特定́あͥ室ͅ対̱̀有効́
あͤȂ省΀Υͅ貢献̳ͥ͂いえͥȃ

フロアごとのアンビエント照度の選択数

アンビエント照度の
選択割合
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図 7　個人研究室のアンビエント照明割合

■導入した環境共生手法
受電方式͉高圧 す回線受電方式ͬ採
用̱Ȃ非常用発電機Ȫ΄ΑΗーΫンȫ
じこしししをVとͬ設置̱̀いͥȃ空調熱源方
式͉電気ͥ͢ͅ中央熱源ȪΗーδ冷凍
機ȂΙρーȫ͂΄ᾼͥ͢個別熱源
ȪのはPȫ͈併用方式ͬ採用̱Ȃ蓄熱槽利
用͂合わ̵̀電力平準化やΠーΗσ́
͈省΀ΥσΆーͬ図ͥȃ̷͈他Ȃ採用
̱̹環境配慮項目ͬ図じͅ示̳ȃ

■エネルギー消費量の把握
すしじず年度͈΅λンΩΑ全体͈年間一
次΀ΥσΆー使用量ͬ示̳Ȫ図 すȫȃ
一般的̈́学校͈΀ΥσΆー使用量͈
じこそそずMぱざ㎡・アͅ比͓じこすぞそMぱざ㎡・ア
͂低い値̤͂̈́̽̀ͤȂ約すぜ％͈΀
ΥσΆー削減ͬ実現̱̀いͥȃ΀Υ
σΆー͈使用割合ͬ見͙̀ͥ͂Ȃ年
間ͬ通̲電灯΋ンΓンΠ̦全体͈約
ずぜがȂ熱源͈΀ΥσΆー̦同様͈割合
以上͂̈́̽̀いͥȃ通年́一定̈́電
灯΋ンΓンΠ͈΀ΥσΆー使用量ͅ
比͓熱源͈΀ΥσΆー使用量͉季節
ͅ応̲̀大̧̩変化̱̀いͥȃ

用途別一次エネルギー使用量
その他動力
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熱搬送設備 熱減電力 電灯・コンセント

図 2　 キャンパス用途別一次エネルギー使
用量（2013年度）

教室΀ςͺ͂研究室΀ςͺ͈電灯電
力使用量ͬ図 ずͅ示̳ȃ昨今͈教室
͉Pな͈導入や視聴覚設備͈充実͢ͅ
ͤȂ΋ンΓンΠ系͈電力使用量̦照
明電力ͅ比較̱̀大幅ͅ高い̭̦͂
わ̥ͥȃ一方́Ȃ面積当̹ͤ́比較
̳ͥ͂Ȃ夏休͙͈̈́̓稼働率や΋ン
ΓンΠ負荷͈多̯̥ͣȂ研究室΀ς
ͺ͈方̦年間΀ΥσΆー使用率͉高
̩̈́̽̀いͥȪ図せȫȃ増加̳ͥ傾向
ͅあͥ΋ンΓンΠ負荷ͅ対̱̀Ȃ電
力使用量͈削減ͬ促̳方策ͬ検討̳
̭ͥ͂や適当̈́ΠρンΑ容量ͬ選択
̳̭̦ͥ͂今後͈課題́あͥȃ

教室エリアと研究室エリアの電灯エネルギー比較
教室エリア電灯 教室エリアコンセント
研究室エリア電灯 研究室エリアコンセント

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
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図 3　 教室エリアと研究室エリアの電灯エ
ネルギー比較（2013年度）

35％
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研究室エリアコンセント

教室エリアコンセント研究室エリア電灯

教室エリア電灯

図 4　 教室エリアと研究室エリアの電灯エ
ネルギー原単価割合 
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1．建物概要

本建物Ȫ至誠会帆秋病院ȫ͉大分県
͈中心部́あͥ大分市内ͅ位置̱Ȃ
地上 ぞ階・地下 じ階Ȃ病床せせそ床ͬ
備え̹鉄筋΋ン·ςーΠ造Ȫ免震構
造ȫ͈精神単科͈病院́あͥȃ私͉
約すしヶ月間本工事ͅ携わ̭̦ͥ͂́
̧̹ȃ本工事̤ͅい̀取ͤ組̺ͭ内
容̾ͅい̀以下ͅ述͓ͥȃ

2． 患者に対する安全性に
ついて

ȁ精神病院́患者ͅ対̱̀重要̭̈́
͉͂ す͈̾ȸ安全性ȹ́あ̹̽ȃ じ
͉̾患者̦自ͣͬ傷̫̾ͥ自傷行為
ͬ防̪̭͂Ȃ͜う じ͉̾患者̦他人
ͅ危害ͬ加え̈́い͢う̳̭ͥ͂́ͅ
あͥȃ本病院͉患者͈症状ͅあわ̵
̀病棟̦έυͺ及͍部屋毎́分̥ͦ
̤̀ͤȂ患者̦外部͂自由ͅ行̧来
̧́ͥȸ開放病棟ȹȂέυͺ̥ͣ外ͅ
出̧̭̦ͥ͂́̈́いȸ閉鎖病棟ȹȂ部
屋̥ͣ外̧̭̦́ͥ͂́̈́ͅいȸ隔
離室ȹ͂段階的ͅ制限ͬ設̫̀いͥȃ
2-1. 露出・突起物の無い部屋づくり
建築主ͤ͢特ͅ隔離室̾ͅい͉̀患
者͈自傷行為ͬ防止̳̭ͥ͂ͬ重
点ͅ部屋̩̿ͤͬ要望̯̹ͦȃ壁面
͉ͅ照明͈ΑͼッΙや空調͈ςκ΋
ン・΋ンΓンΠ͉̈́̓一切露出̳ͥ
̭̩͂̈́Ȃ照明や空調͈入ͤ切ͤや
温度設定͉ΑΗッέΑΞーΏοン内
́管理̳ͥ͢う̱̹ͅȃ天井̾ͅい
͉̀照明・空調・防災設備̈́̓生活
̳ͥうえ́必要͈̦̈́͜露出̳ͥ
̦Ȃ自傷̧́̈́い͢うͅ突起̵̯̈́
い̭͂ͬ考え̹ȃ照明器具͉埋込型
́ες΃ーδΥーΠ製͈΃Ψーͬ設
置̱患者̦直接電球ͅ触ͦ̈́い͢う
̱ͅȂ空調・換気͈制気口̾ͅい̀
̧͉̺̫́ͥ網目͈細̥いSぼS製͈
物ͬ採用̳̭ͥ͂́患者̦自身͈服
̈́̓ͬ使い首吊ͤ行為ͬ行え̈́い͢
う̱̹ͅȃΑίςン·ρーΰッΡͅ
̾い͉̀ΰッΡ͉突起̳̦ͥΰッΡ
͈型状̦見え̈́い構造̱̹͂ȃ

2-2. 防災設備の誤操作の対応
通常建物͉ͅ火災ͬ感知̳ͦ͊速や
̥ͅ周囲ͅ情報̦流ͦ避難̧́ͥ設
備Ȫ非常放送・誘導灯・自動火災報
知設備等ȫ̦設置̯ͦ̀いͥȃ̱̥
̱精神病院́あͥ本建物̤ͅい̭̀
͈ȸ速や̥ͅ避難̧́ͥ設備ȹ̾ͅ
い̀͂̀͜考え̵̯̹ͣͦȃ病院内
各所ͅ設置̯ͦͥ自動火災報知設備
͈発信機͉釦ͬ押̵̷͈͊瞬間ͅ火
災確定信号̦送ͣͦ防災設備̦連動
̳ͥ͢う̈́̽̀ͅいͥȃ電気錠́閉
鎖̯ͦ̀いͥ扉͉開錠状態̈́ͤͅ通
̧̫ͤ͆́ͥ͢う̈́ͥͅȃ̱͜患者
̦い̴̹ͣ́発信機ͬ押̵͊閉鎖病
棟͈患者̦外部͒出̹ͤȂ隔離室͈
扉͜開̩̭͂́急性期͈患者̦一斉
ͅ廊下͒溢ͦ出̱大混乱ͬ起̭̳可
能性̦あ̹̽く図 す ぐȃ̷̭́発信機
̥͈ͣ火災信号͈真偽̾ͅい̀病院
ΑΗッέ̦判断̳̹ͥ͛ͅ発信機押
釦̦押̯̳̪ͦ̀͜ͅ開錠̵̴確認
時間ͬ確保̳ͥΏΑΞθͬ考案̱
̹ȃ発信機押釦̦押̯̹ͦ場合Ȃ電
気錠ͅ送ͣͦͥ信号ͬ ず分間遅延̯
̵̭ͥ͂́ȂΑΗッέ̷̦͈間ͅ確
認ͬ行いȂ実際ͅ火災́あ̹̽場合
͉ΑΗッέΑΞーΏοン内ͅあͥ一
斉開錠δΗンͬ押̱電気錠ͬ開錠̳
ͥȃ誤報͈場合͉火災信号ͬ停止̳
̭ͥ͂́閉鎖病棟͈患者̦外部ͅ出
̭ͥ͂ͬ阻止̧́ͥ͢うͅ改善̱̹ȃ

3． 生産性・品質向上への取り
組み

建設当時大分市͈中心部́あͥ大分
駅周辺͉大型ίυΐͿ·Π̦複数施
工̯̤ͦ̀ͤ作業員̦大幅ͅ不足̱
作業員確保ͅ苦労̱̹ȃ設備工事ͅ
̤い͉̀竣工前ͅ作業員̦άー·ͬ
迎え̭̦ͥ͂予測̧̹́ȃ̷̭́生
産性向上工法ͬ検討・実施̧̱̀́
̺̫ͥ前倒̱́施工ͬ行いȂ労務ͬ
平準化̱̹ȃ
3-1. 地組スリーブ入れ
周辺環境͈特徴̱͂̀建物敷地ͬ施
工μーΡ̱͂̀広̩利用̧̹́為Ȃ
躯体͈鉄筋工事͉地組́ξΣッΠ化
̳ͥ計画̱̹͂ȃ一方設備͈梁Α
ςーή͈取付̫͉鉄筋・型枠工事͂
取合い調整ͬ必要̳͂ͥȃ̹͘梁Α
ςーή取付̫͉高所作業͂̈́ͥ為Ȃ
墜落・転落災害͈ςΑ·͜あͥȃ上
記 す点ͬ踏͘え効率̩͢施工ͬ行う
方法̱͂̀梁Αςーήͬ地組ξΣッ
Πͅ組込͚̭͂ͬ考え̹ȃ

図 ず͈͢うͅ鉄筋工事作業員͈組立
図ͅΑςーή情報ͬ記載̳ͥ̈́̓事
前準備ͬ行い鉄筋工事作業員͂設備
工事作業員̦干渉̩̈́ΑθーΒͅ作
業̧́ͥ͢う̱̹̭͂́ͅ効率͉飛
躍的ͅ向上̱̹ȃ
地組のスリーブ取付け手順
じ．鉄筋組立図ͅΑςーή情報ͬ記載
す． 鉄筋ξΣッΠ配筋
ず．鉄筋ξΣッΠͬ仮置̧場͒集積
せ．仮置̧場̀ͅΑςーή取付̫
ぜ．現地梁ΓッΠ

図 4　地組スリーブ取付け状況

3-2. 配管の誤接続防止
本建物͉ͅ飲用・手洗い用̱͂̀使
用̳ͥȸ上水ȹ͈他ͅΠͼτ洗浄用
͈ȸ井水ȹや浴室用͈ȸ温泉水ȹ̦
あ̷͈ͤ他給湯・排水・消火・冷温
水・医療΄Α̈́̓複数͈系統͈配管
̦存在̳̹ͥ͛Ȃ接続間違え̦起̭
ͤや̳い環境́あ̹̽ȃ万̦一飲͙
水͈ȸ上水ȹͬ他͈配管͂間違え̀
接続̳ͦ͊Ȃ病院職員及͍入院患者
͈衛生環境ͬ大̧̩脅̥̳̭͂̈́ͅ
ͥ可能性̦あͥȃ̷͈̹͛Ȃ配管施
工ͅ関̱͉̀作業員̦間違え̈́い͢
う̈́仕組͙ͬ作ͤ管理ͬ行̹̽ȃ
3-2-1. 配管材質と識別テープ・着色
バルブの採用
配管工事͉́複数͈異̈́ͥ用途配管
ͅ対̱同̲材質͈配管ͬ近接̱̀施
工̱̹場合ͅ最͜誤接続ͬ起̭̱や
̳いȃ̭ͦͬ解決̳̹ͥ͛ͅӱ配管
͉種別̽̀͢ͅ材質ͬ変え̀視覚的
ͅ分̥ͥ͢う̱̹ͅȃӲ̷̸͈ͦͦ
流体毎ͅ識別色ͬ決͛配管施工及͍
保温施工完了後速や̥ͅ決̹͛ͣͦ
識別Ξーίͬ巻̩σーσ̱̹͂ȃ͘
̹給湯や冷温水̈́̓循環系͈配管
Ȫ往・還ȫ͉巻̧方ˍ本巻͂ˎ本巻
́表示̳ͥ͢う工夫̱̹ͬȃӳΏλ
έΠ内͈̈́̓Ψσῄ̾い͉̀着色
付̧͈ΧンΡσく図 そ ぐͬ採用̱簡単
ͅ識別̧́ͥ͢う施工ͬ行い引渡̱
後͈ιンΞンΑ性͜考慮̱̹ȃ
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生年月日　1982年 1月広島県生まれ
最終学歴　 大阪工業大学大学院電気

電子工学専攻修士課程修
了

業務経歴　2007年㈱竹中工務店入社
　　　　　2008年九州支店　設計部
　　　　　2010年九州支店　見積部
　　　　　 2011年九州支店　生産統

括部設備Ｇ
●担当した主なプロジェクト
2008年　亀の井ホテル小倉店
2008年　大名2丁目NTビル
2009年　JDビル空調改修
2011年　イオンモール福津
2011年　東和佐賀事業所
2012年　JA福岡県会館耐震改修
2012年　日本興亜福岡中州ビル改修
2012年　天神クリスタルビル改修
2012年　明治安田生命福岡ビル改修
2013年　至誠会大分帆秋病院
2015年　 中央児童会館等建替え整備

事業
2015年　 グランドメゾン大濠 1丁

目9区計画

■青年技術者のことば

建築設備技術者̱͂̀建物ͬ建設

̳ͥうえ́常ͅ利用者͈視点ͅ

立̹̽考えͬ持̭̦̾͂重要́あ

ͥȃ世͈中ͅ一̱̾͂̀同̲建物

̦存在̱̈́い͢うͅȂ利用者͈

ΣーΒ̯̰́͘͘͜あͥȃ私͉本

工事ͬ通̱̀Ȃ技術者̱͂̀固定

観念͂ͣͅわ̭̩ͦͥ͂̈́柔軟̈́

発想ͬ持̻Ȃ利用者͈ΣーΒͬ見

極̭̦͛ͥ͂大切́あͥ͂感̲

̹ȃ利用者̦日々安心̱̀快適ͅ

利用̧́ͥ建物ͬ引渡̳̭͂ͬ心

̦̫̀今後͜ίυΐͿ·Πͅ取ͤ

組ͭ́い̧̹いȃ一方̓ͭ̈́ͅ優

̹ͦ計画や建物ͅ対̳ͥ想い̦

あ̽̀͜共ͅ仕事̳ͬͥ協力会社

や現地́働̩作業員͈協力̦無̫

ͦ͊建物̥̹̻ͬͅ残̳̭͉͂́

̧̈́いȃ昨今͈建設ρッΏνͅ伴

い作業員不足̭ͦ́͘͜以上ͅ深

刻化̳̭̦ͥ͂予想̯ͦͥȃͤ͢

魅力͈あͥ建物̩̿ͤͬ追及̱Ȃ

͈̩͈̿ͤ͜魅力ͬ世代ͬ超え̀

伝え̀い̩必要̦あͥ͂感̲̀い

ͥȃ同時ͅ品質確保Ȃ工期͂向合

い̦̈́ͣ生産性・品質͈向上͈意

識ͬͤ͢一層高͛̀い̧̹いȃ

■すいせん者

小柳真二

Ժ竹中工務店九州支店

生産統括部設備部長

精神病院の設備工事における生産性・品質向上に向けた取り組み

図1　隔離室

『制気口』
SUS金網を使用

『照明器具』埋込型
ポリカーボネートカバー付き

『スプリンクラー』
コンシールドヘッドを採用

図 3　スリーブ情報入り鉄筋加工図

スリーブ位置

図 5　設備配管識別ルール

上水
井水
温泉
給湯（往）
給湯（還）
消火
冷温水（往）
冷温水（還）
医療ガス（酸素）
医療ガス（吸引）

配管種類 配管材料 識別色

VLP（VB）屋内
VLP（VA）屋内
HTLP
HTLP
HTLP
SGP（白）
SGP（白）
SGP（白）
銅管リン脱酸銅継目無管
銅管リン脱酸銅継目無管

・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・

1本巻
2本巻

1本巻
2本巻

図 2　フロアレイアウト

スタッフステーション

発信機

電気錠

図 6　設備配管識別表示

メンテナンス用に
色分けリストを設置

識別テープ

着色バルブ
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佐賀県医療センター好生館
佐賀県医療ΓンΗー好生館͉Ȃ佐賀県
唯一͈県立病院̱͂̀地域͈一般・
高度・特殊・救急医療Ȃ̯ͣͅ医療
教育ͬ担̧̹̽̀せぜし床͈総合病院
͈移転新築ͤ͢ͅ計画̯̹ͦ施設́
あͥȃ様々̈́省΀ΥσΆー͈͒取ͤ
組͙や地域͈͒波及性・先導性̦
認͛ͣͦȂ国土交通省ͤ͢平成すす年
度住宅・建築物省なぶす先導事業̱͂̀
九州́唯一採択̯̹ͦȃ

導入した省CO2技術
導入̱̹省なぶす手法͈特徴͉大̧̩以
下͈̤͂ͤȃ
ӱ病院̤̫ͥͅ最適̈́熱源構成
ȁ 平時͈省なぶすざ省΀Υざ省΋ΑΠͅ配
慮̱̹ΏΑΞθȂ複΀ΥσΆー源
͈採用ͤ͢ͅ災害ͅ強い冗長性ͬ
持̹̽熱源ΏΑΞθ

Ӳ自然ͬ利用̱̹仕組͙
ȁ 自然豊̥̈́立地条件ͬ活̥̱Ȃ自
然΀ΥσΆーͬ最大限ͅ活用

ӳ経済性͈良い省΀ΥΏΑΞθ
ȁ 省なぶすȂ省΀Υ͉͂ͤ͜͢Ȃρͼέ

΍ͼ·σͬ通̲̹経済性͜ͅ配慮
Ӵ地域͈͒ίυκーΏοン
ȁ導入̱̹省なぶす技術͈情報公開

竣工後の継続的な性能検証と
ファインチューニング
好生館͉́竣工後ͅ設計時ͅ想定̱
̹性能̦発揮̧́̀い̥ͥȂ見え̈́
い不具合̦生̲̀̈́い̥Ȃ実際͈建
物運用ͅ応̲̹最適調整Ȫέ͹ͼン
ΙνーΣンΈȫ͈検討ͬ目的̱͂̀Ȃ
ȸ省なぶす会議ȹ͂いう体制ͬ構築̱̹ȃ
省なぶす会議͉́ȶ病院ȷȂȶ設計者ȷȂȶ大
学Ȫ詳細分析͈΍εーΠȫȷȂȶ施工者ȷ
̦Ιーθͬ組͙Ȃ竣工後͈ΟーΗͬ
͂͜ͅ性能検証͂έ͹ͼンΙνーΣ
ンΈͬ実施̱̀いͥȃ

今後の展望
今回Ȃ好生館̤ͅい̀種々͈省なぶす手
法ͬ導入̧̱̹̦̀Ȃ̭͈ͦͣ手法
ͬ導入̳̺̫͉̩ͥ́̈́Ȃ竣工後͈
省なぶす会議体制ͬ作ͤȂ竣工後͈性
能検証・έ͹ͼンΙνーΣンΈͬ実
施̳̭ͥ͂́建物̦本来持̽̀いͥ
性能ͬ最大限ͅ発揮̧́ͥ仕組͙ͬ
構築̧̹́ȃ̭͈ͦͣ実績͉日本建
築学会Ȃ空気調和衛生工学会等́͜
積極的ͅ発表̱̤̀ͤȂ今後͈ίυ
ΐͿ·Π̤ͅい̀Ȃ大̧̩波及効果
͈あ͈ͥ͂͜考え̀いͥȃ
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生年月日　1982年 3月 6日
最終学歴　九州大学大学院
　　　　　人間環境学府　修了
業務経歴　2006年㈱日建設計入社
　　　　　設備設計部所属
●担当した主なプロジェクト
2006年　新潟美咲合同庁舎2号館
2007年　横浜バイオ産業センター
2008年　岡山労災病院
2008年　佐賀県医療センター好生館
2009年　住友別子病院
2010年　北播磨総合医療センター
2011年　京都市成長産業創造ｾﾝﾀｰ
2013年　屋島総合病院
2014年　松山赤十字病院

■青年技術者のことば

省なぶすȂ省΀Υͅ配慮̱̹建物ͬ設

計̱Ȃ施工̯ͦȂ引̧渡̱ͬ終え

̹̺̫͉́Ȃ不具合ͅ気付̥̈́い

͘͘運用̯ͦ̀い̹ͤȂ実際͈建

物運用ͅ応̲̹最適̈́運用方法͂

̈́̽̀い̥̹̈́̽ͤ͂Ȃ本来͈設

計想定͈性能̦十分ͅ発揮̧̱ͦ

̈́い͘͘運用̯ͦ続̫̱̀͘う懸

念̦あ̳ͤ͘ȃ設計̥ͣ竣工後͈

έ΁υー́ͬ͘継続的ͅ行う̭͂

͉今後͈低炭素社会実現͈̹͛ͅ

̳̳͘͘求̭͛ͣͦͥ͂ͧ́あͥ

͂考え̳͘ȃ

ȶ佐賀県医療ΓンΗー好生館ȷͅ

̤い͉̀Ȃ̭う̱̹意識͈͂͜Ȃ

各種͈省なぶすȂ省΀Υ手法ͬ積極

的ͅ導入̱Ȃ設計̥ͣ竣工後͈性

能検証Ȃ建物運用ͅ応̲̹最適調

整Ȫ＝έ͹ͼンΙνーΣンΈȫ͘

́継続̱̀担当̱̀い̳͘ȃ今後

͉省΀Ϋ́建物ͬ設計̳̺̫ͥ́

̩̈́Ȃ好生館́実施̱̹͢う̈́竣

工後͈性能検証・έ͹ͼンΙνー

ΣンΈ͈取ͤ組͙ͤ͢ͅ建物本来

持̽̀いͥ性能ͬ最大限ͅ発揮́

̧ͥ仕組͙ͬ構築̳̭̦̳ͥ͂͘

̳͘重要̩͈̈́̽̀ͥ͂͜ͅ考え

̀い̳͘ȃ設計̥ͣ竣工後͈実際

͈使わͦ方́ͬ͘意識̱̹設計者

̱͂̀励ͭ́い̧̹い͂思い͘

̳ȃ

■すいせん者

丹羽勝巳

Ժ日建設計

΀ンΐΣͺςンΈ部門

設備設計部長

好生館における省CO2建築への取り組みと竣工後性能検証・ファインチューニング

竣工後性能検証とファインチューニング

劣化
システム更新

経年変化

設
備
性
能

不具合・不適切運用
不具合・不適切運用の発見

設計想定ライン
システム更新

劣化

性能検証・運用改善

システム更新
劣化

外観写真省CO2会議の体制

運用実績

チューニング

病院

設計者

大学
施工者省エネ / コスト削減

省CO2
会　議

運転条件の変更 使われ方の変化 燃料価格の変動

雨水利用

屋根断熱強化
ヘリポート

病室

病室

病室

病室

病室

病室

病室

病室

病室

病室

病室

電気室
機械室

機械室

機械室

機械室

リハビリ庭園

発電機室

中央監視

病室

病室

病室

病室

病室

病室

病室

病室

病室

病室

病室

病室

機械室
エントランス

WC

WC

OP OP OP OP OP

Low-Eガラス

調光型照明器具

外気冷房対応空調機

井戸利用 雨水利用槽

屋上緑化

LED照明 エコ情報パネル
節水型器具

クールヒートピット
BEMS

温度成層型蓄熱槽

超高効率熱源機器

冷却水変流量制御

人感センサー
連動空調制御

太陽光発電

4管式FCU

時間帯別
外気導入量制御

病院棟 エネルギーセンター棟

省エネ・省CO2化の方針
＊病院における最適な熱源構成　＊経済性の良い省エネシステムによる省CO2
＊自然を利用した仕組み　　　　＊省CO2技術の地域へのプロモーション

ヒートポンプ給湯機（高効率給湯機）

冷温水の大温度差利用・
変流量制御
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心臓病ΓンΗー榊原病院͈設備設計
̤ͅい̀Ȃ建築主ΣーΒ͈具現化Ȃ
省΀ΥσΆー̈́建物͈実現Ȃ災害時
͈病院機能維持͈̹͈͛どなPȪ事業
継続計画ȫ対策ͅ取ͤ組̺ͭȃ

1．将来建替等への配慮
将来͈医療環境変化͈͒έτ΅Ώή
σ̈́対応ͬ可能̳̹͂ͥ͛Ȃ機能別
ͅ建物ͬ分棟化̱Ȃ棟̮͈͂計画的
̈́建替ͬ想定̱̹配置̱͂̀いͥȃ
設備ΠτンΙ͈ΑΞッί図ͬ作成̳
̭ͥ͂́Ȃ将来的̈́建替Ȃ改修̤ͅ
い̀͜病院機能ͬ停止̳̭̩ͥ͂̈́
工事̦可能̈́計画ͬ行̹̽ȃ

2．省エネの取り組み
医療͈高機能化ͥ͢ͅ΀ΥσΆー消
費͈増大̦予想̯ͦȂ̷͈対策͉
最重要̈́課題́あ̹̽ȃ計画当初͢
ͤȂ ȶ負荷͈低減ȷȂȶ機器͈高効率
化ȷȂȶ無駄遣い͈削減ȷ͈ ず点ͬ最
重要方策̱͂̀省΀ΥσΆー・省なぶす
ͅ取ͤ組̺ͭȃ
2. 1　照明
省΀ΥσΆー̈́建築ͬ実現̳̹ͥ
͛Ȃ照明͉通過動線や室͈入隅͈部
分͈́明̯ͥͬ抑えȂ机͈上や館内
΍ͼン͈̈́̓明̯̦ͥ確保̧́ͥ͢
うȂ個々͈室̤ͅい̀ιςΧς͈あ
ͥ効率的̈́配置ͬ行̹̽Ȫ図じȫȃ
照明器具台数͈削減̾ͅい͉̀Ȃ建
築主ͅ実際͈明̯ͥ感ͬあ̥̲ͣ͛
理解̱̀い̹̺̩̹͛Ȃ既存病院́
͈κッ·ͺッίͤ͢ͅ検証ͬ重͇̹
上́行̹̽ȃ
2. 2　給排気
卓越風͈向̧ͬ考慮̱̀建物全体͈
外気取入口Ȃ排気口ͬ計画̱Ȃ建築
設計者͂外壁΄ρς͈位置ͬ調整̱
̀周囲͈環境͂調和̱̹給排気計画
ͬ行̹̽ȃ
2. 3　排熱対策
発熱量͈大̧い医療機器͉Ȃ空調͒
͈負荷̧̺̫ͬ́ͥ低減̱空調̥ͅ
̥ͥ΀ΥσΆー͈削減ͬ図̹ͥ͛Ȃ

局所排気ͤ͢ͅ発熱源́速や̥ͅ熱
除去ͬ行う計画̱̹͂ȃ排気σーΠ
ͬ最短̳̹͂ͥ͛Ȃ発熱機器ͬ外壁
側ͅ配置̧́ͥ͢う建築設計者͂ί
ρン調整ͬ行̹̽ȃ直近͈外壁面̥
ͣ外部ͅ排気̳̭ͥ͂́Ȃ搬送΀Υ
σΆー͈削減ͬ図̹̽ȃ
2. 4　熱源
病院͈特徴̱͂̀Ȃȶずそぜ日すせ時間稼
働́負荷率̦高いȷȂȶ給湯使用量̦
多̩Ȃ一日使用量͈日̮͂変動̦少
̈́いȷȂȶ火災ͅ対̳ͥ安全Ȃ安心̦
求͛ͣͦͥȷ̦挙̬ͣͦͥȃ給湯΀
ΥσΆー͈削減͉建物全体͈省΀Υ
ͅ有効̹̈́͛Ȃ΀ΥσΆー効率͈͢
いΪーΠεンί給湯ͬ積極的ͅ採用
̱̹ȃ̭ͦͤ͢ͅȂ割安̈́深夜電力
利用ͥ͢ͅ光熱費削減ͬ図̹̽ȃ建
物全体ͬ΂ーσ電化̳̭͂ͥ͂́Ȃ
΀ΥσΆー΋ΑΠ͈削減Ȃ建物内́
͈火災ςΑ·低減Ȃ΀ンΐンや燃焼
機器̩̳̭ͬ̈́͂ͥ͢ͅιンΞ΢ン
Α軽減ͬ図̹̽ȃ

3．エネルギー消費量分析
様々̈́省΀Υ技術͈導入ͥ͢ͅ一次
΀ΥσΆー消費量̤͍͢なぶす排出量͈
削減効果ͬ明̥̳̹ͣͥ͛ͅȂすしじず
年 せ月～すしじぜ年 ず月͈電力使用量ͬ
分析̱̹ȃ建物全体͈単位床面積あ
̹͈ͤ一次΀ΥσΆー消費量ͬ図 す
ͅ示̳Ȫ駐車場棟Ȃ防災倉庫͉除
̩ȫȃ
一次΀ΥσΆー消費量͈実績値
Ȫすしじせ年 せ月～すしじぜ年 ず月ȫ͉Ȃȶ業
務用Ϋσ̤̫ͥͅ省΀Υ推進͈手
引̧Ȫ平成じた年度Ȫ財ȫ省΀Υσ
ΆーΓンΗーȫȷ̤̫ͥͅ病院͈参
照値ずさずぞのぱざ㎡ノ年Ȃ移転前͈実績
値すさ㈱じのぱざ㎡ノ年Ȃ移転後͈計画値
すさぜぞのぱざ㎡ノ年ͅ対̱̀Ȃじさ㈱すのぱざ㎡
ノ年̹͂̈́̽ȃ参照値͂比較̳ͥ͂
せず％Ȃ移転前͂比較̱̀͜ずせ％削減
̯̤ͦ̀ͤȂ採用̱̹省΀Υ技術ͅ
ͥ͢効果̦明̥̹ͣ͂̈́̽ȃ

4．BCPの取り組み
電気͉災害時͈復旧̦最͜早い̹
͛Ȃ都市΄Α͈復旧状況ͅ影響ͬ受
̫̈́い΂ーσ電化͈計画̱̹͂ȃ
本病院͉低侵襲治療͈̈́̓最先端医
療ͬ提供̳ͥ民間͈心臓病専門病院
́あͤȂ災害拠点病院͉́̈́いȃい
̥ͅ΋ΑΠͬ抑え̀必要̈́機能ͬ確
保̳̥ͥ͂いう視点́どなP対策ͬ検
討̱̹ȃ従来͈考え方́あͦ͊Ȃ災
害時̹̩̯͈ͭͅ電力ͬ長̩使えͥ
͢うͅ発電機Ȃ燃料Ηン·͈容量ͬ
大̧̩̳̭ͥ͂̈́ͥͅȃ̷͉ͦ́΋
ΑΠ̥̦̥̥̹͊ͤͥ͛Ȃ発想ͬ転
換̱Ȃ災害時ͅい̥ͅ節電̱̀本当
ͅ必要̈́箇所ͅ長̩電気ͬ送ͤ続̫
̥ͥ͂いうΞーζͅ取ͤ組̺ͭȃ
ȶ停電直後ȷ͂ȶ時間̦経過̱̹後ȷ
͈必要̈́電力負荷̦異̭̈́ͥ͂ͬ建
築主͂協議̱Ȃ発電機負荷̾ͅい̀
分類ͬ行̹̽Ȫ表 じȫȃ停電直後͉Ȃ
̷͈ͦ́͘医療行為Ȫ手術̈́̓ȫͬ
安全ͅ終了̳̹ͥ͛ͅ比較的大̧̈́
電気容量ͬ必要̳͂ͥȃ一方́Ȃあ
ͥ程度͈医療行為̦終了̱̹後͉入
院患者͈最低限͈負荷͈͙ͅ電力供
給̧́ͦ͊͢いȃ̭͈͢うͅ負荷͈
選別ͬ行う̭͂́Ȃ大災害時ͅ必要
̈́電力負荷͈最小化ͬ図̹̽ȃ
非常用発電機̥͈ͣ送電先ͬ大災害
時ͅ必要̈́電力負荷ͅ限定̱̹ȶ長
期停電対応κーΡȷͅ切ͤ替え可能
̈́ΏΑΞθ̱͂Ȃ負荷ͬ最小限ͅ
絞̽̀節電̳̭ͥ͂́Ȃ定格出力 す
台運転時͈すせ時間分͈燃料́ ぜ～じぜ
日程度͈運転̦可能͂̈́ͥȪ図ずȫȃ

5．今後の展望
竣工後͜定期的ͅ病院ͅ伺いȂ設備
͈運用状況ͬΪͺςンΈ̳ͥ͂͂
͜ͅȂ΀ΥσΆー消費量͈分析ͬ行
いȂ採用̱̹省΀Υ技術ͥ͢ͅ効果
͈確認͂検証ͬ行̽̀いͥȃ民間病
院̤̫ͥͅどなP対策͈実施例̱͂̀
͈水平展開͜行̽̀い̧̹いȃ

設備部門

日
ひ
浅
あさ
英
ひで
成
なり

生年月日　1981年11月徳島県生まれ
最終学歴　2006年広島大学大学院
　　　　　 工学研究科社会環境シス

テム専攻修了
業務経歴　2006年㈱竹中工務店入社
　　　　　2007年大阪本店設計部
　　　　　2012年広島支店設計部
　　　　　2013年大阪本店設計部
●担当した主なプロジェクト
2008年　京都銀行伊丹支店
2008年　永和信用金庫八尾北支店
2009年　京都銀行生駒支店
2009年　京都銀行奈良支店
2009年　 積水ハウス淀屋橋ガーデン

ビル
2012年　心臓病センター榊原病院
2013年　金光教泉尾教会岡山控所
2013年　東洋鋼鈑下松CA-3
2014年　坂町町民交流センター
2016年　 公立豊岡病院組合立朝来医

療センター

■青年技術者のことば

今回͈ίυΐͿ·Πͬ通̱̀Ȃ建

築主͈想いͬ建物̱͂̀具現化̱

̀い̩̭͈͂難̱̯ͬ実感̳ͥ͂

͂͜ͅȂ設備設計者̱͈͂̀やͤ

̦い͜非常ͅ感̲̹ȃ

今後̳̳͈͘͘省΀ΥσΆー化̦

求͛ͣͦȂ環境配慮技術͈̯ͣ̈́

ͥ進化Ȃ発展̦必要̭̦͂̈́ͥ͂

予想̯ͦͥȃ設備設計者ͅ求͛ͣ

ͦͥ役割͉Ȃ地球環境ͅ配慮̱̹

建築ͬ実現̱̀い̩̹͛ͅ創意・

工夫ͬ重͇Ȃ今ͤ̽͂͢͜良̩̈́

ͥ͢う改善͂Ιλτンΐͬ行う̭

͂́あͥ͂考えͥȃ常ͅ新̱い技

術ͅ目ͬ向̫Ȃ̯ͣ̈́ͥ省΀ΥȂ

ρンΣンΈ΋ΑΠ低減ͬ進̹͛ͥ

͛ͅ建築設備̤ͅい̀何̧̦́ͥ

͈̥ͬ意識̱̀業務ͅ取ͤ組ͭ́

い̧̹いȃ

̹͘Ȃ平時̤͍͢災害時̤ͅい

̀Ȃ使用̳ͥ人̹̻̦安心̧́ͥ

安全̈́建物ͬ実現̳̹ͥ͛Ȃͤ͢

信頼性͈高いΏΑΞθͬ提案Ȃ構

築̱̀い̩̭̦͂設備設計者͈責

任́あͥ͂考えͥȃ

建築主͈想いȂ社会͈ΣーΒͅ的

確ͅ応えͣͦȂ最適̈́ΏΑΞθͬ

提案Ȃ実施̧́ͥ設備設計者ͬ目

指̱Ȃ今後͜自己研鑚ͅ励ͭ́い

̧̹いȃ

■すいせん者

椎葉隆代

Ժ竹中工務店ȁ大阪本店

設計部ȁ設備部長

心臓病センター榊原病院における設備計画

写真1　建物外観

図 3　長期停電対応モードの
　　　発電機運転の考え方

図 2　単位床面積あたりの
　　　一次エネルギー消費量
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図1　作業空間の机レイアウトに合わせた照明配置

Hf32W 2灯用×7台 Hf32W1灯用×5台
通常の均等配置例 机に合わせた局所配置

実際の施工例

 
 
 
 
 
 
 
 

室名 停電直後 長期停電対応モード
病棟 一部のコンセント 室数を限定
手術室 全１０室 １室のみ
カテーテル室 全７室（装置は順次） なし
中材 滅菌機１台 滅菌機１台
ICU・HCU 全50ベッド 重症6ベッドに限定
透析 全20ベッド １ベッドのみ（転院が前提）
厨房 一部の機器を除き停止 ⇒ 冷蔵庫＋最低限の食事提供
薬局 冷蔵庫 冷蔵庫＋薬品提供
検体検査 冷蔵庫（貯血など） 冷蔵庫（貯血など）
サーバー 全部 全部
防災センター 全部 全部
エレベーター 一部のエレベーター 救急用ＥＶ１台のみ
ポンプ類 全部 全部
医療ガス 全部 全部
空調 停止 手術室１室のみ
負荷容量 1000kW程度 50～200kW程度
停電対応時間 24時間(全負荷運転時) ⇒ 5～15日
発電機 ２台同時運転 １台ごとに運転

初めの 30分～1時間 
（医療行為を安全に終了する）

100％ 

80％ 

60％ 

40％ 

20％ 

長期停電対応モード 
5日～15日 

（最低限の電力負荷） 

発電機容量 100％の負荷 
ならば 24時間分 

[ 時間、日 ]

表1　停電直後と長期停電時の必要電力負荷
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本建物͉́省΀ΥσΆー̤ͅい̀一
̾大̧̈́目標̦あ̹̽ȃ̷͉ͦȶ΀
ΥσΆー΋ΑΠͬ既設建物ͤ͢ずしが削
減̳ͥȷ͂いう͈́͜あͥȃ
̭͈目標ͬ達成̳ͥ為Ȃ現状͈΀Υ
σΆー使用状況ͬ分析̱̹上́Ȃȶ΀
ΥσΆー源͈統合ȷȂȶ照明΀ΥσΆー
͈低減ȷȂȶ太陽光発電ͥ͢ͅ΀Υσ
Άー供給ȷȂȶ電力基本料金͈低減ȷ
͈対策ͬ考案̱̹ȃ

●エネルギー源の統合
΀ΥσΆー源ͬ電気͈͙ͅ統合̳ͥ
̭͂́΀ΥσΆー΋ΑΠ͈削減ͬ
図̹̽ȃ空調機Ȃ給湯器及͍厨房機
器ͬ全̀電気式ͅ統一̳̭ͥ͂́Ȃ
電化厨房特約Ȃ空調ΏΑΞθ特約及
͍蓄熱調整特約͈各種特約ͬ適用̱Ȃ
全体̱͂̀総合電化特約ͬ適用̱̹ȃ

●照明エネルギーの低減
今回特ͅ照明点滅制御方法ͬ検討̱
̹ȃ生徒̦廊下ͬ使用̳ͥ主̈́時間
帯͉登校時Ȃ休͙時間及͍放課後́
あͥ為Ȃ̷ͦ以外͈時間帯͉ͅ極力
廊下͈照明ͬ消灯̳ͥ制御̱̹͂ȃ
中学校͈έυͺȂ高等学校͈έυͺ
及͍共有έυͺȪ特別教室等ȫ等ͅ
分類̱̀Ȃ̷̸ͦͦͅ合わ̵̹Ηͼ
θΑΉΐνーσͬ組͚̭̱̹͂͂ȃ
̹͘Ȃ全生徒̦下校̱̹後͈時間͉
基本的ͅ廊下͈照明ͬ消灯状態̱͂Ȃ
人感Γン΍ーͤ͢ͅ夜間用照明̦点
灯̳ͥ͢う工夫̱̹ȃ̭͈ͦͣΑΉ
ΐνーσ͉Ȃ学校特有͈規則正̱̩
決̹̽͘運用方法̷̧̺̥̭̹ͣ́
̭͉͂́あ̦ͥȂ今回計画̱̀通常
̧ͤ͛͢細や̥̈́点滅制御ͬ導入̱
̹̭͂́Ȃ照明͈電力消費ͬ最小限
ͅ抑え̧̭̦̹ͥ͂́͂考え̀いͥȃ

● 太陽光発電によるエネル
ギー供給

本建物͉Ȃ屋根面積̦広̩周囲ͅ
高層建築物͜無い為Ȃ太陽電池κ
ΐνーσ͈設置ͅ適̱̀いͥȃ発電
ͥ͢ͅ消費΀ΥσΆー削減͈観点̥
ͣȂ太陽光発電設備ͬ屋上折半屋根
ͅ設置̳ͥ計画̱̹ͬȃιンΞ΢ン
Α通路ͬ確保̱̾̾屋根全面ͅ発電
出力計じすしをま分͈太陽電池κΐνーσ
ͬ設置̱̹ȃ

●電力基本料金の低減
年間最大使用電力値ͬ抑え̭ͥ͂
Ȫάー·΃ッΠȫ́電力基本料金ͬ低
減̵̯̭ͥ͂͜有効͂考えȂ電力͈
άー·΃ッΠ手法ͬ提案̱̹ȃい̩
̥͈̾手法͈比較ͤ͢ͅȂͼΣΏλ
σ΋ΑΠȂ運用͈容易性及͍効果ͅ
優ͦͥ電力ΟζンΡ監視ΏΑΞθͬ
採用̳̭̹ͥ͂͂̈́̽ȃ̭͉ͦ受変
電設備ͅ電力監視装置ͬ設置̱Ȃ̷
͈測定電力̦一定値ͬ超え̹際ͅ中
央監視設備̦警報ͬ発報̱̹後Ȃ職
員̦空調集中ςκ΋ンͤ͢ͅ共用部
空調機ͬ停͛ͥȂ̈́̓人為的ͅ省΀
ΥσΆーͬ促̳͢う計画̱̹ΏΑΞ
θ́あͥȃ

●エネルギーコスト検証
今回͈計画͈省΀ΥσΆー性̾ͅい
̀Ȃ建替前Ȃ建替後͈΀ΥσΆー΋
ΑΠ͈比較ͤ͢ͅ検証̱̹ȃ初͛
ͅȂ年間最大使用電力値ͥ͢ͅ検
証ͬ行̹̽ȃ建替前͈実績値̱͂
̀Ȃじしヶ月間͈記録̤̫ͥͅ最高使
用電力値͉ぜすしをま́あ̹̽ȃ建替後
͈校舎͉建替前͂比͓規模̦大̧̩
̤̈́̽̀ͤȂ省΀ΥσΆー性ͬ対等
ͅ比較̳ͥ為Ȃ最大使用電力値ͅ面
積比ͬ乗̲̀計算̳ͥ͂Ȃ㈱ずしをま͂
̹̈́̽ȃ̭ͦͅ対̱建替後͈実績値
̱͂̀Ȃじしヶ月間͈記録̤̫ͥͅ最
高使用電力値͉ぞすしをま́あ̹̽ȃ今
回Ȃ建物規模̦大̧̩̹̈́̽為Ȃ以
前ͤ͢͜消費電力͉大̧̩̈́̽̀い
̦ͥȂ面積比率ͬ考慮̱̀考えͦ͊
΀ΥσΆー効率͉ す割以上改善̯ͦ
̀いͥ͂言えͥȃ̹͘Ȃ΀ΥσΆー
΋ΑΠ͈比較ͬ行̹̽ȃ̴͘Ȃ建替
前͈実績値̱͂̀Ȃじしヶ月間͈使用
電力量記録ͬ確認̱Ȃ累計使用電力
量͉ そしそこぞししをまh́あ̹̽ȃ最大使用
電力同様Ȃ校舎͈面積比率ͬ乗̲ͥ
͂Ȃじこしたしこしししをまh͂̈́ͥȃ次ͅȂ建替
後͈実績値̱͂̀Ȃじしヶ月間͈使用
電力記録ͬ確認̱Ȃ累計使用電力量
͉㈱たたこせししをまh́あ̹̽ȃ面積当̹ͤ
͈使用電力量́見ͥ͂削減効果͉じしが
弱程度́あ̦ͥȂ΀ΥσΆー΋ΑΠ
͈算出ͅ当̹͉̽̀Ȃ̯ͣͅȂ最大
使用電力値ͥ͢ͅ電力基本料金͈差Ȃ
各種特約適用ͥ͢ͅ電力料金単価͈
差Ȃ΄Α使用料金ͥ͢ͅ差̦生̲
ͥȃ̷͈結果Ȃ建替前Ȃ建替後͈΀
ΥσΆー΋ΑΠͬ比較̳ͥ͂Ȃ建替
前͉ずこぞずす万円ざ年ͅ対̱̀Ȃ建替後
͉すこそ㈱ぜ万円ざ年͂̈́ͤȂ概͇目標́
あ̹̽ȶ΀ΥσΆー΋ΑΠずしが削減ȷ
ͬ達成̧̹́ȃ

●まとめ
今回͈目標̺̹̽ȶ΀ΥσΆー΋Α
Πずしが削減ȷ͉非常ͅ高い目標́あ̽
̹̦Ȃ設備面及͍運用面ͬ考慮̱̹
ΏΑΞθ͈創意工夫ͤ͢ͅȂ機能性
及͍品質ͬ満足̱̾̾達成̳̭ͥ͂
̧̦̹́ȃ目標達成͉Ȃ設備ΏΑΞ
θ͈̺̫͉̩ͥ́̈́͢͜ͅȂ使用̯
ͦͥ学校関係者様͈高い省΀Υσ
Άー意識̭̦ͥ͂ͧ͢ͅ大̧̥̹̽
͂考え̀いͥȃ
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生年月日　昭和55年8月愛知県生まれ
最終学歴　 名古屋工業大学電気情報

工学科卒
業務経歴　2004年㈱大林組入社
　　　　　東京本社設備設計部
　　　　　 2005年東京都内工事事務

所
　　　　　 2007年東京本社設備設計

部
　　　　　2009年大阪本店設備部
　　　　　 2011年大阪本店設備設計

部
●担当した主なプロジェクト
・開明中学校・高等学校
・京阪樟葉駅ビル（改修）
・経堂駅健康施設
・オリックス秋葉原オフィスビル
・イズミヤ福町店
・宇部興産機能膜工場

■青年技術者のことば

私͉子供͈頃Ȃ̩͢未来都市ͬ想

像̱̀絵ͬ描̩̭͂ͬ好ͭ́い

̹ȃ̷̭ͅ登場̳ͥ建物͉居住者

̦快適ͅ便利ͅ暮̵ͣ̀Ḁ̑̾周

͈ͤ自然環境͂共存̱調和̱̹·

ςーン̈́ͼιーΐ͈͈́͜あ̽

̹ȃ今実際ͅ私̦仕事̱͂̀いͥ

設備設計͉Ȃ̯̭͈͘ͅ頃͈想像

͈世界ͬ体現̱Ȃ地域社会ͅ溶̫

込͙Ȃ̷͈環境͈中́人̦快適ͅ

活動̧́ͥ機能性̹ͬ̽͜空間ͬ

̩̾ͥ͂いう使命ͬ帯͍̹͈̺͜

͂感̲̀いͥȃ建物͈機能性͈追

求Ȃ̷͉ͦ設備設計者͈腕̥ͅ

̥̽̀い̭̦ͥ͂ͧ大̧い͂思

うȃ̹̺Ȃ快適性・利便性ͬ追求

̱̀い̩͂΀ΥσΆー͈問題̦出

̩̀ͥȃ利便性͈向上͂省΀Υσ

Άー͉相反̱̦̻́あ̦ͥȂ̭ͦ

ͬΨρンΑ̩͢Ȃ効率的ͅ組͙立

̀̀い̩͈͜設備設計者͈腕͈見

̵所́あͧうȃ昨今͈地球温暖化

や΀ΥσΆー不足͈̈́̓問題ͬ受

̫Ȃ建築̤̫ͥͅ省΀ΥσΆー対

策͈͒取ͤ組͙͉必須事項͂̈́̽

̤̀ͤȂ私̹̻設計者͈͂̽̀ͅ

社会的責任́͜あͥ͂考え̀い

ͥȃ電気設備ͥ͢ͅ環境問題͈͒

取ͤ組͙͉今後̯ͣ͜ͅ進化・多

様化̱̀い̩̭̦͂予想̯ͦͥ

̦Ȃ私͉設備設計者̱̭͂̀ͦͣ

ͬ積極的ͅ取ͤ入ͦȂ提案・実現

̱̀い̩̭͂ͅ努̹͛いȃ

■すいせん者

西脇里志

Ժ大林組 大阪本店

建築事業部 設備設計部長

開明中学校・高等学校におけるエネルギーコスト削減
～ランニングコスト30%削減への取り組み～

図-1　建物外観

図- 2　太陽電池モジュール

図- 3　使用電力記録の比較
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図- 4　エネルギーコスト比較
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30 建築と社会　 2016.06

秋葉原ͅ立地̳ͥΈυーΨσ企業むひひ
͈本社Ϋσȃ西側ͅ面̱̹ιͼン
έ͹΍ーΡͬ繊細̈́ͺση押出材͈
Ȩ̳̺ͦȩ̽̀͢ͅ覆い独特̈́存在
感ͬ実現̱̹ȃ厳̱い日射͈͒対策Ȃ
内部̥ͣ外部͈͒視線͈έͻσΗς
ンΈ効果͜果̹̱̀いͥȃ免震構造
͈採用Ȃ·ρͼζーήρͼンΡ内蔵
ΘήσΑ΅ン;ͻンΡ;Ȃ無線通信
機能付高性能΋ンΓンΠȂ天井放射
冷暖房＋ΟΏ΃ンΠ空調̈́̓構造設
備両面́先進技術ͬ採用̱Ȃ安全̥
̾快適̈́執務環境̱̹͂ȃ井水Ȃ地
中熱Ȃ外気͈̈́̓自然΀ΥσΆーͬ
積極的ͅ利用̱Ȃ全館びぬにȂΗΑ·・
ͺンΫ΀ンΠ照明͈̈́̓省΀Υ手法
ͬ採用̳̭ͥ͂́環境負荷͈小̯い
建物ͬ実現̱̹ȃ

■ 環境配慮と事業継続性能の
マッチング

本建物͉́ΈυーΨσ企業͈本社Ϋ
σ̱͂̀環境配慮͂事業継続性能ͬ
高いτασ́求͛ͣͦͥ建物͂̈́̽
̀いͥȃ環境配慮̾ͅい͉̀Ȃびぬぬに 
なS Pんよtinum取得ͬ目標͈一̱̹̾͂ȃ
建築設備͈中́電気̱͂̀使用電力
̦大̧い͈͜ͅ照明設備͂΋ンΓン
Π͂設備̦あͥȃ本計画ͅ於い̀
͉Ȃ̷ͦͣ す͈̾設備ͅ重点ͬ置
̧Ȃ΀ΥσΆー削減ͬ行う̭͂́環
境配慮ͬ行う計画ͬ考え̹ȃ̭ͦͣ
͈環境配慮手法ͅ加えȂ空調設備͈
΀ΥσΆー削減手法̈́̓͂合わ̵̀
ぬななぱ͈΂έͻΑΫσȪ自社Ϋσȫ͈
΀ΥσΆー消費原単位͂比͓約ぜた％Ȃ
とSはべとぬ基準͂比͓ずぜが͈΀ΥσΆー削
減̦実現̧̹́ȃ
事業継続性能̾ͅい͉̀Ȃ首都圏直
下型地震͈̈́̓大災害̦起̭̹̽場
合̤ͅい̀͜想定̯̹ͦ事業継続̦
行え̭ͥ͂Ȃ必要ͅ応̲̀近隣住民
͈受̫入ͦ̈́̓Ȃ一時的̈́避難場所
̱͂̀使えͥ性能̦要求̯ͦ̀い̹ȃ
̭ͦͣͬ考慮̱Ȃ電源引込及͍通信
引込͉ す重化及͍異σーΠ引̧込͙
̱̹ͬ͂ȃ商業電源͉Ȃ異変電所́
供給ͬ受̫ͥ本線予備電源方式ͬ採
用̱̹ȃ̹͘非常用発電機͉Οͻー
Δσ発電機ぞぜしをVとͬ屋上ͅ設置̱Ȃ
燃料͉ぞす時間以上͈容量ͬ埋設΂ͼ
σΗン·ͅ確保̱̹ȃ̯ͣͅ各負荷
ͬ中央監視設備̥ͣ投入操作̧́ͥ
ΏΑΞθͬ構築̳̭ͥ͂́発電機容
量͉抑え̾̾͜Ȃ必要̭̈́͂ͧͅ発
電機電源ͬ供給̳ͥΏΑΞθͬ構築
̱̹ȃ
様々̈́環境配慮手法や事業継続͈̹
͈͛対策ͬ導入̳̭ͥ͂͂Ȃ̭ͦͣ
ͬ΋ンΠυーσ̳ͥΏΑΞθͬ導入
̳̭ͥ͂́過大̈́容量̦̻̈́ͤ̈́ͅ
発電機容量ͬ抑え̾̾Ȃ災害時͉ͅ
運用ͅ合わ̵̀性能ͬ切ͤ替え̀仕
様̧́ͥ計画̱̹͂ȃ

■ 明るさ感を考慮した先端照
明計画

一般ͅ執務΀ςͺ͈照明̾ͅい͉̀Ȃ
明ͥい空間̦好ͦͥ͘傾向ͅあͤȂ
̷ͦͬ提供̳̹͉ͥ͛ͅ大̧̈́΀Υ
σΆー̦必要́あͥȃ
一般的̈́照明設計͉́Ȃ照度ͬ基準
̳̹͂ͥ͛床面及͍机上面ͅ照射̯
ͦͥ光͈量͈検討ͬ行う̦Ȃ空間͈
明̯ͥ感ͬ考慮̳ͥ場合͉目ͅ入ͥ
光ͬ検討̳ͥȃ目ͅ入ͥ光ͬ検討̳
ͥ͂いう̭͉͂照度͉̩́̈́Ȃ輝度
ͬ計算̳ͥ必要̦あ̹ͥ͛Ȃ内装͈
反射率̈́̓͜重要̈́έ͹·Ηー͂̈́
ͥȃ̭ͦͣͬ決̹͛ͥ͛Ȃ内装設計
時ͅ詳細̈́打合̵ͬ行いȂΏην
τーΏοンͬ行う̭͂́精度͈高い
計算ͬ行̹̽ȃ
̭͈照明手法及͍照明器具͈選定ͅ
ͤ͢空間͈明̯ͥ感͉ぞぜしんァ͈空間͂
同等͈̈́ͬ͜維持̱̦̈́ͣ͜低照度
̳̭͂ͥ͂́照明΀ΥσΆー͉ぞぜしんァ
設定͈ΏΑΞθ天井蛍光灯器具͈たしが
削減ȂΏΑΞθ天井びぬに器具͂比͓
̀͜ぞしが͈削減ͬ行う̧̭̦̹͂́ȃ
̹͘ΏηντーΏοン͂実際͈空間
ͅ大̧̈́違い̦̈́い̥ͬ実測̀ͅ確
認̱ȂΏηντーΏοン͈͂比較ͬ
行̹̽ȃ一般的̈́全般照明方式͈空
間́ねれu値͉じし～じぜ程度̦標準͂言わ
̤ͦ̀ͤȂΗΑ·・ͺンΫ΀ンΠ照
明方式͈場合͉ た以上̦望̱͘い͂
̯ͦ̀いͥȃΏηντーΏοンȂ実
測͂͜ͅずししんァ程度͈場合́ねれu値̦じせ
以上̤͂̈́̽̀ͤȂ一般的̈́空間͂
同等͈明̯ͥ感ͬ確保̱̀い̭ͥ͂
̦わ̥̹̽ȃ

■ 無線通信機能付高性能コン
セントの開発～Last One 
Mileへの挑戦～

΀ΥσΆー問題͈観点̦空調設備や
照明設備͉́様々̈́環境配慮手法や
技術̦開発̯ͦȂ近年͈建物͉̭́
̦ͦͣ多̩導入̯ͦ̀いͥȃ̷͈結
果Ȃ΂έͻΑ͈用途別΀ΥσΆー使
用量͉ じ， す 番目ͅ多い空調Ȃ照明
̦低減͈傾向ͅあͥ一方Ȃ ず番目ͅ
多いぶと機器̾ͅい͉̀Ȃ機器͈高効
率化ͅ頼͈͙ͥ́Ȃ建築設備͉́送
電̳̱̩͉ͥ͜計量̳ͥ程度́対策
̦行わͦ̀い̈́い実状́あͥȃ̭ͦ
͉ぶと機器̦昨今͈ばなほ社会̤̫ͥͅ最
͜重要̈́位置̫̿́あͤȂͺンΗッ
Ιλήσ͈̈́́͜あ̹ͥ͛́あͥȃ
̭͈͢う̈́背景ͬ鑑͙Ȃ本ίυΐͿ
·Π͉́無線通信機能付高性能΋ン
ΓンΠͬ開発̱Ȃ導入ͬ行う̭͂́
̭ͦ́͘ͺンΗッΙλήσ́あ̹̽
ぶと機器͈΀ΥσΆー削減ͬ行̹̽ȃ
̭͈結果本建物͈設備͉ȶ̳͓̀制
御̧́ͥȷ͈͂̈́ͤ͜Ȃ̯͘ͅ建築
設備̤̫ͥͅびよst ぶnれ Miんれ͈͒挑戦
́あͤȂ徹底的ͅ無駄̩̳̭ͬ̈́͂
ͬ目指̱̹ȃ
̭͈ΏΑΞθ͈導入ͤ͢ͅ平日 じ日
͈省΀Υ率Ȫじ ご制御あͤざ制御̱̈́ȫ
͉ぞさせが̹͂̈́̽ȃ̹͘休日̈́̓͜含
̹͛ じヶ月́見̹場合͉㈱させが͂̈́̽
̤̀ͤȂ΋ンΓンΠ負荷͈ じ割近い
削減ͬ行う̧̭̦̹̭͂́͂̈́ͥͅȃ
以上̥ͣ今回導入̱̹通信機能付
高性能΋ンΓンΠ͈ぶと機器͈΀Υσ
Άー削減ͅ対̳ͥ有効性ͬ確認̧́
̹ȃ
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生年月日　1983年 4月生まれ
最終学歴　 立命館大学大学院理工学

研究科創造理工学専攻　
修了

業務経歴　2008年㈱日建設計入社
　　　　　エンジニアリング部門
　　　　　設備設計グループ
　　　　　設備設計部所属
●担当した主なプロジェクト
2008年　住友商事八重洲ビル
2009年　立教大学ロイドホール
2010年　ソラリア西鉄ホテル銀座
2011年　INFOSYS／上海キャンパス
2012年　恵比寿ファーストスクエア
2013年　丸の内ガーデンタワー
2014年　YKK80ビル

■青年技術者のことば

昨今͉環境配慮やどなP̈́̓建築ͅ

要求̯ͦͥ性能̦増えͥ̾ͦͅȂ

建築設備̱͂̀検討̧̳͓項目̦

増加̱̀いͥȃ̭͈͢う̈́背景͈

中́設計者͉当̹ͤ前̧́̈́ͅい

͂い̫̈́いȶ守͈ͤ設計ȷ͂新̱

い提案ͬ行うȶ攻͈͛設計ȷ̦必

要́Ȃ設計者̱͂̀高いΑ΅σͬ

堅持̷̸̳̹͉̭ͥ͛ͦͣͬͦͅ

ͦ発展̵̯̀設計̳ͥ必要̦あͥ

͂考え̀いͥȃ̹͘電気設備͉

様々̈́技術́成ͤ立̤̽̀ͤȂ幅

広いΐλンσͬ扱う͈͂̈́̽̀͜

̤ͤȂ多様̈́情報ͬ΋ンΠυーσ

̱Ȃ設計ͬ行う必要̦あͥȃじ̾

͈設備ͅ於い̀͜技術ͬ深̩追求

̳ͥη·ΰ視点͂Ȃ設備相互間

や建物全体Ȃ̯͉ͣͅ社会全体ͬ

見ͥζ·ΰ視点́設計ͬ考えͥ

必要̦あͤȂ̭͉ͦͅ単純̈́設備

設計̤̫ͥͅ知識̺̫̩́̈́Ȃ建

築全般や社会的̈́情勢ͬ考え̭ͥ

̧̦͂́ͥ力̦必要̺͂考え̀い

ͥȃ̭͈ͦͣ力ͬ伸̳̭͊͂́·

ρͼͺンΠや社会̥ͣ求͛ͣͦͥ

性能・機能͉十分ͅ確保̱̾̾Ȃ

所有者Ȃ使用者͂̽̀ͅ利便性̦

良い͈ͬ͜提案̱Ȃ快適ͅ使えȂ

結果的ͅ長寿̈́建物̦設計̧́ͥ

͂確信̱̀いͥȃ̭̥ͦͣ͜·ρ

ͼͺンΠや建物使用者Ȃ̯͉ͣͅ

社会ͅ貢献̧́ͥ電気設備設計者

ͬ目指̱̹いȃ

■すいせん者

向井文悟

Ժ日建設計΀ンΐΣͺςンΈ部門

設備設計Έσーί設備設計部長

YKK80ビルにおける最先端オフィスビルの電気設備計画

建物南側外観 1階からの外観

オフィスLED照明

オフィス断面図

微気流制気口
LEDライン照明

天井：放射空調パネル
感知器・センサー

床：OAフロア床下リターンチャンバー

デシカントOAダクト 外気冷房ダクト

オフィスの輝度画像



青
年
技
術
者

31

施工部門

石
いし
田
だ
純
じゅん
也
や

生年月日　1980年 9月京都府生まれ
最終学歴　2003年東京電機大学
　　　　　工学部建築学科卒業
業務経歴　2003年鹿島建設㈱入社
　　　　　2003年東京支店
　　　　　2005年関西支店
　　　　　2009年本社技術研究所
　　　　　建築構造Gr（土質基礎）
　　　　　2011年関西支店建築部
　　　　　建築工事管理Gr
　　　　　2013年関西支店建築部
　　　　　生産計画Gr
●担当した主なプロジェクト
2003年　明星中学・高等学校新築
2004年　多摩水道改革推進本部庁舎
2005年　Bivi二条新築
2005年　ホテルモントレ京都
2007年　四条高倉計画
2014年　山陽電鉄明石連立西新町駅
2015年　サンシティタワー神戸

■青年技術者のことば

同一敷地内ͅ複数棟ͬ施工̳ͥ施

工管理͈要点͉Ȃ·ςΞͻ΃σΩ

Αͬ明確̱ͅȂ作業΀ςͺや重機

͈̈́̓配置ͬ綿密ͅ調整̳̭ͥ͂

́あͥȃ̭͈調整͉Ȃ優先度ͬ判

断̳̭͈ͥ͂繰ͤ返̱́あͤȃ各

棟担当者͈枠͂ͣͅわ̴ͦȂ総合

的ͅ判断出来ͥ技術者̭͂̈́ͥ͂

̦求͛ͣͦͥȃ今回私͉Ȃ̭͈技

術者集団͈第一線́ςーΘーΏッ

ίͬ発揮̱Ȃ工事全体ͬ調整̳ͥ

任ͬ務̹͛ȃ

̹͘Ȃ各作業̤ͅい̀Ȃ労務削減

̦̾̈́ͥͅ合理化工法ͬ積極的ͅ

採用̳̭ͥ͂́Ȃ工程遅延͈ςΑ

·ͬ排除̱̹ȃ現在͜工事施工中

́あ̦ͥȂ着工前̥ͣ継続̱̀合理

化工法案͈知恵出̱ͬ行̽̀いͥȃ

現在Ȃ複数あͥ全͈̀棟̦ȂζΑ

Ηー工程̥ͣ遅延無̩進捗̱̀

いͥȃ今後Ȃ高層棟以外͈棟ͬ工

程調整̱̦̈́ͣ工事ͬ進̭͛ͥ͂

̦Ȃ更ͅ必要̹͂̈́ͥ͛Ȃͤ͢一

層͈ςーΘーΏッίͬ発揮̱̀い

̩覚悟́あͥȃ

■すいせん者

磯部寿一

鹿島建設Ժ関西支店

΍ンΏΞͻΗワー神戸工事事務所

所長

同一敷地内複数棟施工における取り組み
Ⅰ　工事概要
当工事͉Ȃ神戸市͈中心部三Φ宮̥
ͣ一駅͈距離ͅあͥ春日野道駅́͘Ȃ
徒歩じし分͈位置ͅあͥȂ介護付有料
老人γーθ͈新築工事́あͥȃ北ͅ
六甲山Ȃ南ͅ瀬戸内海ͬ望͚υΉー
Ώοン́あͥȃ周辺状況͉Ȃ北側ͅ
͉阪神高速 ず号神戸線Ȃ西側͉ͅ道
路ͬ隔̀小学校Ȃ東側͉ͅ大型家電
量販店̦近接̱̀いͥȃ
同一敷地内ͅȂ高層棟Ȫべな造地上ずぜ
階ȫ・駐車場棟ȪS造地上 そ階ȫ・介護
棟Ȫべな造地上 そ階ȫ・γーσ棟Ȫべな造
地上 じ階ȫ・΀ンΠρンΑ棟Ȫべな造
地上 じ階ȫ͈ ぜ棟ͬ建設̱Ȃ建物 じ
階́中庭ͬ中心̱͂̀回遊̧́ͥ配
置̤͂̈́̽̀ͤȂ各棟̦΀΅ΑΩン
Ώοン́取合う構造͂̈́̽̀いͥȃ

図-1　完成予想パース

Ⅱ　工程計画
じȫ·ςΞͻ΃σΩΑ͈厳守
当工事総合工程̤̫ͥͅ·ςΞͻ΃
σΩΑ͉Ȃ高層棟͈躯体工事̥ͣ仕
上̬工事ͅあͥȃ̷͈他͈ せ棟͉Ȃ
·ςΞͻ΃σ͂̈́ͣ̈́い͢うȂ̹͘Ȃ
高層棟͈施工ͅ支障ͬ生̵̲̯̈́い
͢うȂ作業μーΡ͈調整ͬ行い施工
̳ͥ必要̦あͥȃ

すȫ週間配置打合̵͈実施
総合工程ͬαーᾼȂ各棟͈担当者
̦月間・週間工程ͬ作成̳ͥ際ͅȂ
搬出入・揚重・作業動線͈̈́̓情報
ͬ配置図ͅ落̱͂Ȃ作業配置ͬ調整
̱̀いͥȃ
作業͈ρッίや干渉̦発生̱̹際Ȃ
作業͈優先順位ͬ判断̱調整̳̭ͥ
̦͂重要́あͥȃ

ずȫ ȸれご現場調整ίυȹͬ活用̱̹作
業間連絡調整会議

週間配置打合̵́調整̱̹配置計画
ͬ基ͅ全職長約せし名̦集ͤ͘Ȃ一日
約ずぜし名̦実施̳ͥ作業͈作業間連絡
調整会議ͬ毎日実施̱̀いͥȃ天候
͈影響や作業͈進捗ͤ͢ͅ発生̳ͥ
工程調整ͬ行̽̀いͥȃ打合̵ͅ掛
̥ͥ時間͉Ȃȸれご現場調整ίυȹͬ活
用̱Ȃ必要最小限͈時間́運用̱̀
いͥȃ職長͉ȂΑζーΠέ΁ン等͈
ΑζーΠΟΨͼΑͬ利用̱Ȃ翌日以
降͈搬出入予定ͬ入力̱Ȃ̷͈情報
͈調整ͬずし分間́行̽̀いͥȃい̾
́͜Ȃ̭̥̓ͣ́͜予定ͬ入力̧́
̧̭̦ͥ͂́Ȃ最新͈情報̦確認́
̧̭̦ͥ͂最大͈効果́あͥȃ

せȫίυΐͿ·Ηーͬ活用̱̹朝礼
前日͈作業間連絡調整会議́決定̱
̹作業配置・立入禁止΀ςͺ・作業
通路・搬出入や揚重ͅ関̳ͥ注意事
項ͬ中心ͅ要点ͬ凝縮̱̹形́Ȃ朝
礼時ͅ大型ίυΐͿ·Ηーͬ利用̱
全作業員ͅ周知̱̀いͥȃ
以前͉Ȃとじ程度͈図面ͅ手書̧́配
置ͬ記入̱̀説明̱̀い̹̦Ȃ大規
模現場͈朝礼͉́Ȃ全作業員ͅ見え
や̳̩伝え̭͉ͥ͂難̱̩Ȃ解決策͂
̱̀大型ίυΐͿ·Ηーͬ採用̱̹ȃ
朝礼͉すし分間́行いȂ全作業員̦集
中̱̀参加̧̭́ͥ͂ͬ重点的ͅ取
ͤ組ͭ́いͥȃ

Ⅲ　 配置調整を密に行うこと
での成果

作業配置͈事前検討ͬ綿密ͅ行う̭
͂́Ȃ作業μーΡ͈有効活用ͬ最適
化̵̯̹ȃ̭ͦͤ͢ͅȂ敷地内ͅ発
生̳ͥ作業μーΡ͈余地ͬ事前ͅ把
握̳̭̦ͥ͂出来Ȃ̷͈余地ͬ活用
̱̀Ȃͤ͢効率的̈́施工̦可能͂
̹̈́̽ȃ
当初計画͉́Ȃ各棟͈基礎ͬ掘削̱
̹残土̷̸͉͈ͦͦΗͼηンΈ́場
外処分̱͂Ȃ基礎躯体完了後購入土
́埋͛戻̱ͬ行う計画͂̈́̽̀い̹ȃ
̱̥̱̭͈計画͉ͅȂ土ͬ余分ͅ運
͐手間̦発生̱Ȃ環境面・安全面・
工程面・΋ΑΠ面́改善͈必要̦あ
ͥȃ̷̭́Ȃ作業調整͈結果生ͦ͘
̹敷地͈余地ͬ残土仮置場̱͂̀活
用̱Ȃ購入土ͥ͢ͅ埋͛戻̱ͬȨしȩ

̳̭̦͂ͥ͂出来̹ȃ結果̱͂̀Θ
ンίͥ͢ͅ運搬数量͜減̳̭̦ͣ͂
̧́Ȃ様々̈́面́ιςッΠ̦あ̹̽ȃ

写真-1　配置打合せ状況

Ⅳ　 BIMを活用した作業手順
の理解

どばMͬ活用̳̭ͥ͂́Ȃ施工手順ͬΫ
ΐνͺσ的ͅ分̥ͤや̳̩表現̱作
業員͈理解度向上ͅ取ͤ組ͭ́いͥȃ
作業員̦Ȃ全体工事͈流ͦͬ把握̳
̭ͥ͂́Ȃ作業΀ςͺ・作業動線͈
切替̦ΑθーΒͅ進͚̭͂͜Ȃίρ
Α͈効果́あͥȃ
̹͘ȂどばM作図段階́ΑΞッί毎͈配
置̦確認̱や̳̩̈́ͤȂ作業間͈干
渉ͬ早期ͅ発見̱̹ͤȂ見過̮̱̥
̫̹余地̦発見̧̹̳̭́ͤͥ͂́
工程ͬ前倒̧̱̳̭̹ͥ͂́͜ȃ実
施工直前͈́Ȃ施工手順͈大̧̈́見
直̱̳̭̩ͬͥ͂̈́Ȃ工事ͬ進͛ͣ
̹ͦ要因͈一̾́あͥȃ

Ⅴ　合理化工法の採用
昨今͈建設業界̤ͅい̀Ȃ労務不足
ͥ͢ͅ工程遅延̦余儀̩̯̈́ͦ̀い
ͥȃ̭͈対策̱͂̀Ȃ実施設計段階
̥ͣ労務削減̦̾̈́ͥͅ合理化工法
ͬ検討̱Ȃ設計図ͅ反映̵̯̹ȃ高
層棟̤ͅい͉̀ȂPなよ部材ͬ多用̳ͥ
̭͂́多能工化ͅ取ͤ組͙Ȃ型枠大
工̦Pなよ工事͜担当̱Ȃ躯体΍ͼ·σ
工程内͈労務山崩̱͜実現̱̹ȃ̯ͣ
ͅȂ柱Pなよ部材ͬ すέυͺ一体化̳ͥ
̭͂́Ȃ揚重回数Ȃ運搬回数Ȃ据付手
間ͬ少̩̱̈́ȂΏΑΞθ型枠ͬ併用̳
̭ͥ͂́Ȃ労務削減͂労務͈平準化ͅ
̬̹̾̈́ȃ低層棟̤ͅい̀͜Ȃ埋͛戻
̱残土͈場内仮置̧やȂ断熱捨̀型
枠ͬ採用̳̭ͥ͂́Ȃ施工͈合理化
ͬ行いȂ労務削減̯ͬͣͅ行̹̽ȃ
弊社́受̫継̦ͦ̀いͥȸ絶え̴改
良ͬ試͙͢ȃȶ出来̈́いȷ͂云わ̴ͅ
や͙̽̀͢ȹ͂いう理念͈͂͜Ȃ常
ͅ新̱い施工方法ͬ検討̱作業環境
ͅ適合̱̹施工方法ͬ選択̱̀い̩
̭̦͂現場͈施工管理ͅ重要͂考え
取ͤ組ͭ́いͥȃ
当工事ͬ通̱̀得̹経験͉Ȃ施工管
理ͬ担う建設技術者̱͂̀大̧̈́糧
̹͂̈́̽ȃ

写真- 2　 2 層柱PCa図- 2　建物配置図
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生年月日　1983年 4月広島県生まれ
最終学歴　 2008年大阪大学大学院工

学研究科・地球総合工学
専攻修了

業務経歴　 2008年㈱竹中工務店入
社、大阪本店技術部、大
阪本店設計部、京都支店
作業所、技術研究所、新
生産システム部門

　　　　　現在、大阪本店技術部
●担当した主なプロジェクト
2008年　 京都大学積貞棟（寄附病

棟）建設工事
2010年　 近江兄弟社学園希望館新築

工事
2011年　 近江兄弟社学園守山こども

園新築工事
2011年　順和会京都下鴨病院建替
2012年　京都国際会館耐震改修

■青年技術者のことば

私͉将来͈建築生産͈枠組͙ͬ

大̧̩変革̵̯ͥ要素技術̱͂

̀ȂどばMȪどuiんるing ばnろormよtion 

Moるれんingȫ͈活用展開ͅȂ最͜

注力̱̀取ͤ組ͭ́いͥȃ͘

̹ȂばなほȪばnろormよtion よnる 

なommuniりよtion ほれりhnoんogアȫ技術

͉Ȃ̭ͦ́͘個々ͅ存在̱̹設計

者や施工者͈情報ͬȂ正確̥̾迅

速ͅ伝達̧͈̱́ͥ͂̀͜Ȃίυ

ΐͿ·Π͈́活用ͅ積極的ͅ取ͤ

組ͭ́いͥȃ

少子高齢化͈時代̤ͅい̀Ȃ深刻

化̳ͥ技能労働者不足͈中́͜Ȃ

堅調̈́建設需要ͬ満̹̱Ȃ業界全

体͈継続的̈́発展͈̹͛ͅȂどばM

͂ばなほ͈融合技術ͤ͢ͅȂ飛躍的

̈́生産性向上ͬ実現̱̫̈́ͦ͊͂

考え̀いͥȃ̷͈̹͛ͅȂ設計̥

ͣ施工Ȃ̯͉ͣͅ維持管理ͅ至

ͥ́͘ȂどばM͂ばなほ技術ͬ積極的ͅ

活用̱Ȃ成功事例ͬ積͙上̬Ȃ建

設業全体͈生産性向上ͬ実現̱̹

いȃ

■すいせん者

三國昌則

Ժ竹中工務店ȁ大阪本店

技術部課長ȁ計画じΈσーί長

設計から施工まで一貫したBIM/ICT技術の開発と活用による生産性向上
●RC一貫生産支援システムの開発・改善
■開発背景
鉄筋͈三次元κΟσ作成用ΕέΠ́
あͥȂべな一貫生産支援ΏΑΞθȪ以
後ȂべなS͂呼͐ȫ͉Ȃ納ͤ͘検討やȂ
鉄筋加工図͈作成Ȃ配筋検査͂い̽
̹設計段階̥ͣ施工́͘一貫̱̀業
務ͅ活用̳ͥ事ͬ目的̳͂ͥȃ̭ͦ
͈́͘開発́Ȃ柱梁接合部͈̈́̓複
雑̈́部位́͜Ȃ詳細̈́鉄筋͈κΟσ
化̦可能͂̈́̽̀い̹ȃ̱̥̱Ȃ設
備配管設置用͈̈́̓躯体貫通孔͉ͅ
対応̴̱̤̀ͣȂ実ίυΐͿ·Πͅ
̤̫ͥ梁貫通孔ͅ関̳ͥ業務͉Ȃ従
来͈す次元図面ͥ͢ͅ手法̦͂ͣͦȂ
べなS͈活用̧̦̥̹́̈́̽ȃ̷̭́Ȃ
べなS͈鉄筋ͬ詳細ͅκΟσ化̧́ͥ機
能ͬ活用̳̭ͥ͂́Ȃ梁貫通孔施工
ίυΓΑͬ効率化̧́ͥ͂考えȂ本
開発ͬ実施̱̹ȃȪ図じȫ

■実施内容①
どばM連携ΏΑΞθ͈構築Ȫ図すȫ
梁貫通孔機能͉Ȃ設備系どばMΕέΠ́
作成̱̹梁貫通孔情報͂Ȃ補強筋構
造計算ΏΑΞθ́作成̱̹補強筋計
算結果͈情報ͬ連携̵̯̭ͥ͂͢ͅ
ͤȂ梁貫通孔ͅ関連̳ͥ鉄筋ͬ自動
的ͅ再配置̱ˏにκΟσͬ作成̳ͥΏ
ΑΞθ̱̹͂ȃ

■実施内容②
自動判定ΏΑΞθ͈構築Ȫ図ずȫ
構造図や補強筋認定工法͈σーσͅ
従いȂ梁貫通孔設置可否判定ͬ自動
的ͅ行えͥ機能ͬ実装̱̹ȃ具体的
͉ͅȂ梁主筋͂貫通孔͈̥͐ͤ厚
ΙͿッ·Ȃ隣接貫通孔͈͂離隔確認
̈́̓ȂΙͿッ·項目全̀ͬ自動判定
̧́ͥ͢う̱̹ͅȃ

■成果
従来手法͂比較̱Ȃ以下͈効果ͬ確
認̱̹ȃ補強筋計算書作成業務͉Ȃ
構造ΟーΗ͈連携ͤ͢ͅ所要日数ͬ
約㈱し％削減̱̹ȃΑςーή図ΙͿッ
·͈作業日数͉約ぜし％削減̱̹ȃ紙
媒体帳票͈情報転記・集計̱̀い̹
作業日数͉約㈱し％削減̱̹ȃ
̹͘Ȃ従来͈ す次元図͈́ΙͿッ·
͉́見落̯̦̻͂ͦ̈́ す段筋͂梁貫

通孔͈̥͐ͤ不足̈́̓͜Ȃ事前ͅ
ΙͿッ·̧̦́Ȃ作業所͈施工段階
͈́手戻ͤ防止ͬ可能̱̹͂ȃ

●構造躯体BIMモデルを活用した情報化施工技術の適用
■取り組み背景
設計段階̥ͣ生産段階́͘一貫̱̹
どばM活用͉未̺限定的́あͥȃ̷̭
́Ȃ設計段階́作̹ͣͦどばMκΟσͬ
生産段階́活用͈幅ͬ拡̬ͥȂ情報
化施工Ȫばなほȫ͈取ͤ組͙ͬ行̹̽ȃ
土工事̤̫ͥͅ情報化施工技術͉Ȃ
土木工事́先行活用̯ͦ̀いͥ技術
́Ȃ建築工事͈́活用事例͉少̈́いȃ

̭͈要因̱͂̀Ȃ建築工事͈土工事
͉Ȃ土木工事ͅ比͓複雑́あͥ点Ȃ
施工数量̦少̩̈́施工期間̦短い点Ȃ
仮設的̈́役割̦多い点̦̈́̓考えͣ
ͦͥȃ一方́Ȃ建築工事͉́土木工
事ͅ比͓細̥̈́段差̦多̩Ȃ出来形
τασͅ関̳ͥ高い精度̦要求̯ͦ
̀いͥ点ͅ着目̱Ȃ技術͈適用ͬ
行̹̽ȃȪ図せȫ

■成果
掘削工事期間中͈墨出̱作業Δυͬ
達成ȃ掘削効率͈向上ͬ含͛Ȃ従来
工法ͅ比͓Ȃ約ずし％人員ͬ削減ȃ施
工精度͉水平方向±すし㎜以内Ȃ深度
方向±ずし㎜以内́あ̹̽ȃ

■今後のBIM/ICT活用
ȸどばMͅ取ͤ組͚＝現実通͈ͤ詳細̈́
どばMκΟσͬ作ͥȹ͂捉え̦̻̺ͣͦȃ
̱̥̱Ȃ目指̧̳͓͉Ȃ現在͈ワー
·έυー͈́問題ͬȂどばMͬ用い̀έ
υンΠυーΟͻンΈ̱̀解決̳̭ͥ
͂ͅあͥȃ̾ͤ͘Ȃ各ίυΓᾼ̤
̫ͥどばM活用方針ͬίυΐͿ·Π初期
段階́明確̱ͅȂ̷ͦͅ必要̈́どばMκ
Οσͬ作成̳̭̦ͥ͂大切́あͥȃ
私͉今後Ȃ設計・生産・維持管理́͘
含̹͛Ȃ建物͈ρͼέ΍ͼ·σ全般
̤ͅい̀ȂどばMざばなほͬ効果的ͅ活用̱Ȃ
様々̈́課題解決ͬ図̹ͤい͂考え̀い
ͥȃ̷͈̹͉͛ͅȂ目̪̱̩ͥ͘変化
̳ͥ問題ͅ対̱̀Ȃ本質ͬ見極͛Ȃ課
題ͬ設定̱Ȃ常ͅ新̱いΙλτンΐͬ
続̫ͥ必要̦あͥ͂強̩感̲ͥȃ

構造設計
基礎構造モデル作成

基礎構造モデル

一貫構造計算ソフト 建築用BIMソフト 情報化施工システム

重機システム画面
バックホウ刃先の
軌跡を自動記録

建築用BIMソフト

地盤モデル

掘削モデル

耐圧盤 基礎構造モデル
法面などは
手入力で調整

減算

フーチング

技術部
掘削モデル作成

作業所
モデルを基に施工

作業所・技術部
施工記録を自動作成

位置出し不要の
掘削状況

構造解析
BRAIN

加工帳

①構造データ
取込み・変換

③継手位置・
加工リスト確定

加工場発注 組立活用

②納まり
確定

構造設計・作業所
・協力会社間の確認

配筋標準
ロジック 整合

加工図

RCS
［鉄筋3Dモデル］

構造図
躯体図

（2D/3D）

納まり検討
詳細図作成

梁貫通補強計算
プログラム

図 4　データ連携フロー

図1　RCSのシステム概要

躯体・鉄筋情報 構造情報 補強筋情報

BIM連携モデル

設備系BIMソフト
スリーブ情報

RCS

RCS

連携

梁貫通孔設置可否判定に活用

連携

補強筋計算
プログラム

図 2　BIM連携システムの構築

NG箇所
赤色表示

主筋
かぶり不足

立面図
表示例

図 3　貫通孔設置可否自動判定
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生年月日　1983年広島県生まれ
最終学歴　 2008年広島工業大学大学

院工学研究科建設工学専
攻修了

業務経歴　2008年㈱竹中工務店入社
　　　　　2009年大阪本店見積部
　　　　　2010年大阪本店作業所
　　　　　2015年大阪本店技術部
●担当した主なプロジェクト
2010年　あべのハルカス建設工事
2014年　 数研出版新関西本社ビル建

設工事
2015年　 小野薬品水無瀬新研究棟建

設工事

■青年技術者のことば

建築技術職ͅ就い̀た年̦経過̱

̹ȃ初͈͛̀作業所͉́Ȃ建物͈

多̩͈部分̦人͈手̩́̾ͣͦ̀

い̭ͥ͂͂̀͜ͅ驚い̹̦Ȃ当時

͈所長̥ͣ言わ̹ͦȶ建築͉人̦

̩͈̾ͥ́͜あͤȂ̷̺̥̭ͣ面

白̩間違い͜起̧ͥȷ͂いう言葉

̦頭ͅ残̽̀いͥȃ̱̥̱業界全

体͈課題̱͂̀Ȃ建築生産͈要́

あͥȶ人ȷ̦技能労働者・技術者

͂͜ͅ不足̱̤̀ͤȂ社会͈Θͼ

ΨーΏΞͻ推進͈積極的̈́動̧͈

中́Ȃ建築生産現場͈͒女性͈進

出͜急務́あͥȃ

今回記述̱̹す͈̾作業所̤ͅい

̀Ȃ自̦ͣどばM͈活用やΟΎͼン

ΫσΡͬ活̥̱̹川上段階͈́作

ͤ込͙ͅ参画̳̭ͥ͂́Ȃ施工͈

合理化ͥ͢ͅ省人化や省力化̦実

践̧́Ȃ̷͈重要性ͬ痛感̱̹ȃ

私͉Ȃ伝統͂技術ͬ継承̱̦̈́

ͣȂ誰̦͜生̧生̧͂活躍̧́ͥ

作業所̩̿ͤͬ実践̱̹い͂考え

ͥȃ自分自身͈技術力͈研鑚ͅ加

えȂͼΦαーΏοン活動ͬ行い技

術開発やばなほ技術ͬ駆使̱̹施工

管理ͬ推進̱Ȃ生産性͈向上ͅ取

ͤ組ͭ́い̧̹いȃ

■すいせん者

松田ȁ繁

Ժ竹中工務店ȁ大阪本店

技術部ȁ副部長

RC一貫生産支援システムを活用した施工管理の実践

図1　2D配筋納まり図と3Dモデル

●工事概要と課題
京都御所͈南西ͅ位置̳ͥ΂έͻΑ
Ϋσ͈建設工事 くべな造：地下す階 地
上 せ階ぐ̤ͅい̀Ȃ私͉鉄筋工事͈生
産性向上͂品質確保ͬ目的ͅ自社開
発̯̹ͦどばMΕέΠ͈じ̾べな一貫生産
ΏΑΞθȪべなSȫͬ試行̱̹ȃべなS͉
構造解析ΟーΗͬ元ͅȂ鉄筋納ͤ͘
検討図͈作成や鉄筋工事͈施工計画
ͬ容易ͅ検討̧́Ȃ鉄筋͈加工図・
加工帳・集計表͈作成͜ͅ活用̧́
ͥΏΑΞθ́あͥȃ本工事̤ͅい̀
べなSͬ活用̳̭ͥ͂́ȂΏΑΞθ͈活
用方法ͬ検証̳ͥ͂͂͜ͅ省人化̈́
͈̓効果͈検証̳̭̦ͬͥ͂求͛ͣ
̹ͦȃ

●計画と実施
工事計画段階͉́Ȃ作業所Ȃ協力会
社Ȃ内勤部門͂定例会ͬ開催̱ȂべなS
͈活用方法や問題点̾ͅい̀打合̵
ͬ繰ͤ返̱̹ȃべなSͬ使用̱̹鉄筋加
工図ͬ作成̳̹ͥ͛ͅȂ施工͈容易
̯や間違い͈防止ͬ考慮̱̹配筋納
ͤ͘や圧接位置ͬ検討̳ͥ̈́̓Ȃ熟
練職長͈Φ;Χ;ͬ元ͅ加工図͈調
整ͬ繰ͤ返̱̹ȃずにκΟσȪ図 じȫ
ͬ活用̳̭ͥ͂́Ȃ誰̦見̀͜わ̥
ͤや̳̩施工手順や納ͤͬ͘検討̳
̧̭̦̹ͥ͂́ȃ
実施段階͉́Ȃ配筋納ͤ͘図͈作図
̦手書̧や従来͈すにごなとにͥ͢ͅ方法
͂比͓Ȃ大幅ͅ作図工数̦低減̧́Ȃ

設計者・監理者͈͂質疑応答͈効率
化͜実現̱̹ȃ協力会社͜従来͈手
書̧͈加工図͉書い̹職長̱̥ͅ理
解̴̧́詳細̈́口頭͈指示ͬ必要͂
̱̀い̹̦Ȃ全͈̀作業員͂̽̀ͅ
わ̥ͤや̳い加工図̹̭͂̈́̽͂́Ȃ
同種同規模建物͂比͓施工品質͈向
上̦図ͦȂ約じし％施工歩掛͈向上ͅ
寄与̱̹ȃ

●まとめ
べなSͬ活用̳̭ͥ͂́Ȃ高効率́高品
質̈́施工ͬ実現̱̹ȃどばM͈習得͢ͅ
ͤȂずにごどばMͥ͢ͅ可視化͈効果͂可
能性ͬ体感̱̹ȃ

300ｍ超高層ビルの仮設・外装施工計画の実践
●工事概要と課題
あ͓͈Χσ΃Α͉Ȃ高̯日本一͂̈́
ͥ百貨店・΂έͻΑ・γΞσ・美術
館や展望台ͬ有̳ͥ複合Ϋσ建設工
事́あͥȪSべな造：地下 ぜ階ȂS造：
地上そし階ȫȃ当工事͉Ȃ大阪第ず͈
Ηーη΢σ地区́大通ͤや路面電車
軌道ͅ近接̱Ȃ隣地͉ͅ営業中͈百
貨店̦あͥ中́敷地い̽͋いͅ建物
̦配置̯ͦ̀い̹ȃ高̯ずししm̥͈ͣ
飛来落下災害ͬ防止̱Ȃ第三者災害
ͬ発生̵̯̈́い̭͂͂施工͈省人化
̦課題́あ̹̽ȃ

●計画と実施
私͉超高層Ηワー͈施工中͈外部飛
散養生͂省力化ͬ目的̱̹͂外部養
生ΏΑΞθ͈開発ͅ参画̱̹ȃ鉄骨
建方͈先行養生ͬ目的̱̹͂Η·Π
工程ͅ追随̳ͥ外周養生ΏΑΞθͬ
構築̳̹ͥ͛ͅ検討ͬ繰ͤ返̱̹ȃ
̭͈ΏΑΞθ͉鉄骨建方時ͅ じ節分

以上外周養生̦先行̧́Ȃ下部͉́
γͼΑΠͤ͢ͅ外装材͈取付̫̦可
能́Ȃ養生自体͈Γσέ·ρͼηン
Έͬ可能̱̹͈͂́͜あͥȪ図 すȫȃ
地上ずししmͅ耐えうͥ養生枠̳̹͂ͥ
͛Ȃ再現期間ͬ ぜ年͂設定̱Ȃ設計
風速せぞmざsれり̱̹͂ȃ施工実験ͬ行い
外部養生材͈めとM材͂枠網ͬ用い̹一
体型έτーθ材͈剛性確認やȂ組立
手順ͬ確認̱̹ȃ建方階ͤ͢上方ͅ
約じぜm跳͇出̱̹養生枠͈支持方法や
分割方法͈検討̦非常ͅ難̱̩Ȃ計
画ͅ苦労̱̹ȃ支持用͈鉄骨先付
άーΑ̦必要̹̈́͛Ȃ構造設計者や
鉄骨製作会社͂協業̱Ȃ配置・高
̯・施工͈容易̯̈́̓検証ͬ繰ͤ返
̱施工図ͅ織ͤ込̺ͭȃ
実施段階͉́Ȃ養生枠́囲わ̹ͦ中
́鉄骨建方̥ͣ΋ン·ςーΠ打設͘
́ͬ完了̵̯Ȃ下部́γͼΑΠͬ用
い̀外装材ͬ取付̫̹̭͂́Ȃ鉄
骨・躯体・外装͈立体同時施工ͬ実
現̱̹Ȫ写ずȫȃ

●まとめ
ずししm超高層建物ͬ安全・安心̈́施工法
́実現̱̹ȃΗワー·τーンͅ頼ͣ̈́
い外装材͈取付̫ͬ実現̱̹̭͂́Ȃ
すししm超え͈鉄骨・躯体工事͉́ȂζΑ
Ηー工程じ節Ȫず層ȫじた日Η·Πͬじず
日Η·Π́実現̱Ȃ省人化̦図̹ͦȃ
革新的̈́技術開発ͅ参画̳̭ͥ͂́Ȃ
新̱い生産方式ͬ提案̳̭̦ͥ͂́
̧̹ȃ

写真1　打合せ風景

構造担当者
応募者（私）

職長

協力会社担当者

写真 3　スライド養生枠に囲われた中での鉄骨建方状況
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養生枠 トラスフレーム

ホイスト

鋼製床

鋼製床

ホイストレール

（総重量：約7t）
図 2　スライド養生枠概要

写真 2　あべのハルカス全景
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生年月日　1985年11月生まれ
最終学歴　2008年日本大学理工学部
　　　　　建築学科卒業
業務経歴　2008年大成建設㈱入社
　　　　　関西支店作業所勤務
●担当した主なプロジェクト
2008年　MKビスタホテル新築工事
2009年　 神戸三田プレミアムアウト

レット2期新築工事
2010年　山元西宮倉庫新築工事
2011年　 大阪経済大学新事務・研究

棟新築工事
2013年　大阪経済大学4期工事
2014年　フォーシーズンズホテル
　　　　 京都開発計画新築工事

■青年技術者のことば

ȸ崩壊災害͉絶対ͅ起̭̯̈́いȹ

̷͈̹͛ͅȸ少̱͈山留変化͜見

逃̯̈́いȹ͂強̩思い管理計画・

計測ͅ取ͤ組̺ͭȃ今回Ȃ中断̳

ͥ͢う̈́状況͉出̥̹͈̈́̽͜

͈Ȃ気温や天候ͥ͢ͅ測定値͈変

化̦あͤȂ日々緊張感͈あͥ計測

管理́あ̹̽ȃ

山留͉Ȃ相手̦自然́あͥȃ͘

̹Ȃ̹͍͌͂災害͂̈́ͦ͊重大災

害̺̫̩͂̈́ͥ́̈́Ȃ工程遅延Ȃ

技術力̤̫ͥͅ信頼̩̳̭ͬ̈́͂

̦̾̈́ͥͅȃ̷͈̹͛計画͈重要

性͂Ȃ日々͈計測管理̦重要́あ

ͥ͂感̲̹ȃ

計測͉計画͂実際͈差異ͬ確認

̱Ȃ計画͈答え合わ̵́あͥȃ施

工管理̤̫ͥͅPになと΍ͼ·σ͈重

要性͈再認識̦̹͒̾̈́̽ȃ

今後͜建設労働者̦減ͤȂ技術者

̦減ͥ中Ȃ管理体制ͅPになと΍ͼ·

σͬ確立̳ͥ事̽̀͢ͅȂ細や̥

̈́管理ͬ行いȂ生産性͈向上ͅ繋

̬̀い̧̹いȃ

■すいせん者

西本伸男

大成建設Ժ関西支店

営業部ȁ統括営業部長

反力材による切梁計画及び計測管理
●概要
έ΁ーΏーΒンΒγΞσ京都開発計
画新築工事͉Ȃ京都市東山区͈清水
寺͂京都駅͈間ͅ位置̳ͥじたし室͈客
室ͬ有̳ͥ外資系五̾星γΞσ͈新
築工事́あͥȃ
敷地͉Ȃ学校・寺院̦隣接̳ͥ敷地
面積すしこせぞた㎡͈び型͈不整形地́あ
ͤȂ高低差̦最大じしこぜmあͥ為切梁反
力͈伝達方法偏土圧͈処理̦課題͂
̹̈́̽ȃ様々̈́検討͈結果Ȃ反力材
ͤ͢ͅ切梁反力ͬ処理̱̹事例͈工
事計画・施工結果̾ͅい̀報告̳ͥȃ

●施工方法検討
検討箇所施工条件く図ご す ぐ
検討案ͬ選出̳ͥͅあ̹ͤȂ近隣協
議Ȃ掘削・躯体施工性Ȃ切梁施工
性・費用Ȃτασ差ͥ͢ͅ偏土圧対
策Ȃ工程͈判断基準ͬ設̫Ȃ下案ӱ
～案ӵ͈比較ͬ行い案ӵͅ決定̱̹ȃ
く表ご じ ぐ
案ӱ両面ͺーΑͺン΃ー
案Ӳ対面ͥ͢ͅ水平切梁
案ӳ先行躯体構築利用水平切梁
案Ӵ両側斜͛切梁
案ӵ反力材ͥ͢ͅ水平切梁

検討項目 案① 案② 案③ 案④ 案⑤
近隣協議 ╳ ○ ○ ○
躯体施工性 ◎ ╳ ○ ╳ ◎
切梁施工性 ○ ○ ○ ○
偏土圧対策 ○ ▲ ○ ○
工　　程 ○ ○ ╳ ○ ◎

表-1　検討項目評価表

●施工方法について
実施案͉́下記利点̦あͥȃ
・ 切梁・棚杭ͅ用いͥ仮設鋼材量ͬ
減̧̳̭̦ͣ͂́ͥȃ

・ 両端部͈́山留反力͈処置͈為中
央部͉切梁̦̈́い状況͈́土搬出
̧̦́ͥȃ

・ 東西面͈切梁̪ͬ̾̈́必要̦̈́い
̹͛片側̦掘削完了時点͈́先行
施工̧̦́ͥȃ

・ 切梁解体時͈構築躯体͈͒干渉̦
̈́いȃ

̱̥̱Ȃ今回͈方法̾ͅい͉̀施工
例̦少̩̈́Ȃ現場̤̫ͥͅ計測͢ͅ
ͥ重点管理̦必要́あ̹̽ȃ

●計測管理項目の検討
　（崩壊パターンの検討）
水平反力ͬ反力材́受̫ͥͅ当̹ͤȂ
͈̓͢う̈́崩壊ͬ危惧̱̩͉̈́̀̈́
ͣ̈́い̥ͬ考え̹ȃ
崩壊ΩΗーン͈検討ͬ行いȃ̷ͦͅ
対̳ͥ検討ͬ行̹̽ȃく図ご ず ぐ
とȁ反力材͈浮̧上̦ͤ
⇒ 反力材浮̧上̦ͤͬ抑え̹ͥ͛反
力材前面山留鋼材ͤ͢押̯え鋼材
˴ͬ取ͤ付̫̹ȃ̹͘控え杭ͬ打
̻押̯え鋼材めͬ取ͤ付̫̹ȃく図
ご せ ぐ

どȁ反力材͈͛ͤ込͙Ȃ̳͓ͤ
⇒ τασ΋ン計画厚̯ͬ厚̩̳ͥȂ
ワͼμーιッΏνͬ入̭ͦͥ͂ͅ
ͤ͢Ȃ反力材̦Ȃ͛ͤ込̈́͘い様
̈́強固̈́αーΑͬ作̹̽ȃ̹͘Ȃ
横̳͓͈ͤ無い様Ȃ控え杭̴ͤ͢
ͦ止͛鋼材˵́留̹͛ȃτασ΋

ン·ςーΠ内͉ͅͺン΃ーͬ仕込
͙反力材͂溶接固定̱̹ȃく図ご せ ぐ

な  ȁ切梁͈跳͇あ̦ͤ・面外方向͒
̴͈ͦ

⇒ 切梁押̯えήρΉッΠ͈取ͤ付̫Ȃ
水平̨̾̈́取付̫̹ȃȪ反力材̤̓
̱͈水平̨̾̈́・腹起̱取付ȃȫ

にȁ反力材͈崩壊
⇒鋼材δσΠ接続部͈検討̱̹ͬȃ

Ⓐ

Ⓑ

Ⓒ

Ⓓ

図- 3　崩壊パターン検討図

●計測方法・管理について
反力材廻ͤ̀ͅӱ～ӷ͈箇所Ȫ図
ご せȫͬ計測̳ͥ事̽̀͢ͅ管理̳ͥ
事̱̹ͅȃ

計測箇所 計測器 管理値
1次 2次 3次

① 反力材の垂直性 下振り 15mm 25mm 30mm
② 切梁の軸力 軸力計 設計100％ 設計120％ 許容90％
③ 腹起のたわみ ピアノ線 設計80％ 設計100％ 許容95％
④ SMWの変形 傾斜計 設計80％ 設計100％ 許容95％
⑤ 反力材下コンクリート 目視 クラック・割れの進行の有無
⑥ ずれ止の溶接部 目視 溶接部のクラックの有無
⑦ 反力材の溶接部 目視 ボルトの損傷・ゆるみの有無

押えブラッケット

鋼材Z

鋼材Y

鋼材X

反力材

控え杭

②

① ⑦

③ ⑥ ⑤

図- 4　反力計測箇所図表

●計測管理結果
計測総括担当̱͂̀崩壊ͬ防̪̹͛Ȃ
管理値ͬ定͛管理次数̤̫ͥͅ管理
ͬ行̹̽ȃ計測値ͬ事務所͈目̾ͅ
̩δーΡͅ記入̵̯所内・監理者・
施主͈͒明示ͬ行̹̽ȃ記入͈際ͅ
͉Ȃ危険͈見えͥ化͈為 じ次管理値
ͬ超え̹͈ͬ͜黄色̱͂Ȃ明示行̽
̹ȃ計測管理͈͒意識付̫ͬ業者・
所内ͅ行う̭͂Ȃ̹͘監理・施主͒
安心感ͬ与えͣͦͥ͢う行̹̽ȃ
反力材関連Ȃ計測重点管理項目͉Ȃ
日々計測ͬ行̹̽ȃじ次管理値内͈場
合͉朝礼後測定開始̱じし時́͘ͅδー
Ρͅ記載完了ͬσーσ̱̹͂ȃ変化̦
あ̹̽場合ͅ報告・対策̦取ͦͥ様ͅ
̷͈͢う̈́体制̱̹͂ȃじ次管理値ͬ
超え̹͈͜ͅ関̱͉̀Ȃ̯ͣͅ昼礼後
測定̱じぜ時͈́͘報告̱̹͂ȃ
計測箇所ȸӱӳӴӵӶӷȹ͉Ȃ じ次
管理値内͈́挙動́あ̹̽ȃ計測箇
所ȸӲȹ͉Ȃ す次管理値内͈́挙動
́工事ͬ終え̧̭̦̹ͥ͂́ȃ

写真-1　計測管理状況

●まとめ
計測・管理項目̦多い中Ȃ重点管理
範囲ͬ決͛管理・ΟーΗͬ総括̳ͥ
̭͂́切梁・山留͈状態ͬ知ͤȂ工
事ͬ安全ͅ進͛ͥ事̧̦̹́ȃ管理
値ͬ明確ͅ定͛Ȃ値内́管理̳̭ͥ
̦͂重要́あ̭̦ͥ͂実感̧́Ȃ今
後͈新̹̈́工事計画ͅ大変役立̾経
験̹͂̈́̽ȃ

図-1　北面外観パース

図- 2　切梁計画断面図
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はじめに
　平成26年第186回国会において、建築物に
おける木材利用の促進、建築関連手続き等の
合理化、エレベーター事故や大規模災害等へ
の対策の徹底などの要請に的確に対応し、国
民の安全・安心の確保と経済の活性化を支
える環境の整備を目的とした「建築基準法の
一部を改正する法律」（以下、「改正法」とい
う。）（平成26年法律第54号）が成立し、平
成26年 6月 4日に交付された。
　平成27年 6月 1日には、改正法の施行第
1弾として、木造建築関連基準の見直しや、
建築物の事故等に対する調査体制の強化に加
え、合理的な建築基準制度として、構造計算
適合性判定制度の見直し、新技術の円滑な導
入に向けた仕組み（新38条認定）の導入、容
積率制限の合理化がなされたところである。
　平成28年 6月 1日には、改正法の施行第
2弾として、定期報告制度の見直しに関す
る規定が施行されるとともに、平成28年 1
月の建築基準法施行令の改正で措置した伝統
工法の利用促進のための規制の合理化、防
火・避難に関する規制の合理化、建築設備を
除いた建築物の型式適合認定制度の導入に係
る規定も施行される。
　本稿では、改正法第 2弾で施行される措
置の背景、概要、効果などを中心に解説する
こととする。

定期報告制度の見直し
　近年の福山市のホテル火災、長崎市のグ
ループホーム火災、福岡市での診療所火災
は、定期報告制度の課題が顕在化した例とい
える。こうした事故を防ぐため、法改正によ
り定期報告制度が見直された。
　具体的には、定期報告の対象を法令で定め
られた建築物・建築設備の中から特定行政庁
が指定する仕組みから、法令により一律に対
象を決めた上で、特定行政庁が地域の実情に
応じて追加して指定する仕組みとなった。本

改正は施行第 2弾として、平成28年 6月 1
日からスタートする。
　新たな定期報告の対象とする建築物は、避
難上の安全を確保する観点から、不特定多数
の者が利用する建築物と、高齢者等の自力避
難困難者が就寝用途で利用する建築物である。
　具体的には、建築基準法第27条に規定す
る避難終了時までの防耐火性能を基本とし、
防火上重要な防火区画や内装制限の規定を中
心に適法性が確認出来るよう、対象建築物の
用途・規模を定めている。ただし、該当する
用途部分が避難階のみにある場合は、短時間
で容易に避難出来ることから、対象外として
いる。
　なお、定期報告の間隔は、改正前と変更無
く、特定行政庁が定めた期間で実施すること
となる。
　さらに、今回の定期報告制度の見直しによ
り、建築物の調査・建築設備等の検査を実地
する者として、特定建築物調査員、防火設備
検査員、昇降機等検査員、建築設備検査員が
法定化された。定期報告がこうした資格者の
協力により、的確な検査が実施されることが
期待される。
　なお、平成28年度の建築基準整備促進事
業により、定期報告制度について、これまで
特定行政庁で受け付けてきた報告結果の内容
を分析し、建築物等の調査・検査の項目、手
法、報告間隔の見直しなど制度のあり方につ
いて検討することとしており、本制度の更な
る質の向上や実効性の確保を図るための制度
改善を更に進めたいと考えている。

伝統工法利用促進のための規制合理化
　伝統的工法の利用の促進のための規制の合
理化のニーズは非常に高く、今回の改正法の
施行第 2弾のための建築基準法施行令改正
の中で、柱と基礎との接合方法、床組・小屋
ばり組の変形防止方法を新たに追加した。
　前者については、柱と基礎をだぼ継ぎによ
り接合し、構造上支障がある引張応力が生じ
ない場合には、土台を不要とすることとして
いる。
　後者は、床組及び小屋ばり組の隅角に火打
材の使用を認めることとした。

防火・避難に関する規制の合理化
　屋根の燃え抜けが許容される建築物の対
象、避難安全検証を適用できる建築物の対象
を拡大するなど、防火・避難に関する規制の
合理化を図ることとしている。
　前者について屋根の性能に関して、室内の
不燃化の効果等のデータを検証したところ、
室内の内装を準不燃化材料で仕上げるなど、

火の粉が屋内に到達しても局所火災でおさま
るような不燃化措置を講じた建築物の屋根に
ついては、その燃え抜けが許容されることが
確認された。このことから、屋根の燃え抜け
が許容される建築物の対象として、室内の内
装を準不燃材料で仕上げること等を追加した。
　後者について、木造建築物は、主要構造部
が準耐火構造であるか不燃材料で造られた
もの又は特定避難時間倒壊等防止建築物であ
るものに限っていた避難安全検証の適用を、
個々の検証により大臣認定を受けるものにつ
いては、対象建築物の限定をなくした。
　こうした措置に加え、耐火性能検証を行う
建築物における遮熱性の基準や、防火区画
（面積区画）設置時の延焼防止措置、非常用
進入口の設置基準などの防火・避難規定の合
理化を行っている。

建築物の型式適合認定制度の導入
　建築設備の商品開発や更新が頻繁にあるこ
と等を踏まえ、建築設備に係る規定を除い
た一連の規定に適合する型式適合認定区分を
創設した。今回の型式適合認定制度の改正に
よって、申請者にとって利用しやすい型式
（一連の規定又は設備を除いた一連の規定に
適合する型式）の選択が可能となった。これ
により、例えば、設備抜き型式を選択した場
合は、設備に関する設計の自由度があがり、
建築主の要望に応じた設備を設置することが
可能となる。
　また、型式部材等で使用する大臣認定品に
ついては、その使用範囲を限定列挙し使用
してきたが、運用改善を行い、一部の大臣認
定品については、同じ区分大臣認定品であれ
ば、あらたに型式適合認定を取り直すことな
く、使用することを可能とした。
　大臣認定品の対象としては、不燃材料、難
燃材料、一部の防火設備、ホルムアルデヒド
発散材料に関する認定を想定している。例え
ば、型式適合認定の認定取得後に商品開発さ
れたホルムアルデヒド発散材料に関する認定
をとった壁紙などを自由に利用することがで
きるため、建築主の要望に応えることができ
るとともに、ハウスメーカーなど型式適合認
定を活用している事業者の事務負担の軽減に
もつながると考えている。
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序論
　急激に高齢化が進む中、介助者の高齢化、
心身的負担も社会問題となっている。中でも
排泄においては介助者も要介助者も心理的な
負担が大きい上、自力で排泄できるかどうか
は要介助者の尊厳にも関わる課題である。
　TOTOでは、高齢になり身体能力の低下が
進んでもできる限り自力で排泄できるよう、
20年以上前から様々な設備を提案してきた。
中でも便座が電動で昇降し立ち座りがつらい
人の自立排泄をサポートする「トイレリフ
ト」は、1994年に「昇降便座」という名前
で発売して以来進化を重ね、2015年に発売
したトイレリフトで 4代目となる。
　本論では、トイレリフトにおいて「設置
のしやすさ配慮」「要介助者配慮」「介助者配
慮」「同居家族配慮」視点での設計配慮して
いることを述べる。

図 1　トイレリフト

本論
1．設置のしやすさ配慮
　トイレリフトが必要になった場合、今まで
使用している便器やウォシュレット（TOTO
品に限る）は交換することなくそのまま使用
可能である。便器から一旦ウォシュレットを

取り外し、トイレリフト設置後にトイレリフ
トにウォシュレットを取り付ける。こうする
ことでウォシュレットの機能を損なうことな
くトイレリフトの設置が可能である。
　また、床は12mm以上の構造用合板であれ
ば補強の必要なく木ねじで取り付けできる。
2．要介助者配慮
　立ち座りがつらいと言っても、足に力が入
らない人、膝など関節の曲げ伸ばしに痛み
を感じる人など様々である。体格も背の高い
人、低い人様々である。身体状況も一定では
なく変化を伴う。そういった様々な症状・体
格・身体状況の変化に対応できるようトイレ
リフトには 2つの調整機構を備えている。
　 1つは「昇降経路切替機構」である。昇
降経路の「垂直」と「斜め」を現場で切り替
えできる。膝に力が入らなかったり膝の伸縮
に痛みを感じる人は垂直昇降で膝に負担をか
けず一旦上昇させてから自分の意思で便座か
ら降りる使い方が適しているが、自然な立ち
座り動作が好みの人には斜め昇降が適してい
る。施工時や身体状況の変化があった時など
好みに合わせて現場で切り替えできる。

図 2・ 3　垂直昇降と斜め昇降

　もう 1つは「上昇上限高さ切替機構」で
ある。トイレリフトはリモコンのボタンを押
している間だけ昇降し、ボタンから指を離せ
ば昇降が停止する簡単操作である。ところ
が、上昇が停止するまでボタンを押し続けて
しまう人は高く上昇しすぎると不安を感じる
こともある。初期設定は上昇上限高さを標準
的な高さにしているが、背が高い人や膝を曲
げるのがつらい人など高く上昇して欲しい人
は「高モード」に切り替えることで上昇上限
高さを高くすることができる。
　加えて、姿勢を安定させるアームレストを
備え、安心・安全に使用できるよう配慮して
いる。
3．介助者配慮
　介助の際にアームレストが邪魔になること
もあるため、アームレストをはね上げ式とし
介助動作の妨げにならないよう配慮している。
　また要介助者の座位保持が不安定で介助者
の支えが必要な場合、介助者が足をしっかり
と便器脇に踏み込めないと無理な姿勢になっ
てしまう。そこでトイレリフトのフレームを
後方に配置することで、介助者が足を踏み込

むことができるスペースを確保している。
　トイレリフトを操作するリモコンは、トイ
レリフト本体あるいは壁面に設置するリモコ
ンホルダーに収納したまま操作が可能である
が、介助者が手に取って操作も可能である。

図 4　はね上げ式アームレスト

4．同居家族配慮
　トイレリフトを設置することで同居する家
族がトイレを使いにくくなったり清掃がしに
くくなると導入の障壁となってしまう。トイ
レリフトを必要とする家庭は高齢の夫婦とい
う場合も多い。アームレストは高齢の同居家
族にとっても使いやすい。実際にトイレリフ
トを設置している家族から「アームレストが
あるとほっとしてリラックスできる」との声
を聞く。
　前モデルではトイレリフトを便器と床に固
定する構造であったが、現在のモデルは便
器とは切り離した構造であり、トイレリフト
と便器の隙間の清掃性を向上させている。ま
た、トイレリフトのフレームを後方に配置す
ることでトイレの中で汚れやすい便器前方床
面の清掃性にも配慮している。

図 5　床面の清掃性配慮

おわりに
　福祉商品を必要とする要介助者・介助者の
使い易さはもちろんのこと、同居家族の利便
性やデザインを追求していくことが、要介助
者が同居家族に気兼ねすることなく福祉商品
を導入できることに繋がると信じている。

（あだち　よしあき）

安立義明
1996年に東陶機器株式会社（現TOTO株式会社）
に入社。
2005年より福祉商品の開発に従事。

連 載 No.417

設備の頁

トイレリフト
～安心・安全そして
同居家族配慮～

安立義明
TOTO株式会社
機器商品開発グループ
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第61回
青年技術者
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部特集
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ち

第62回
青年技術者

建築の価値 空き家と向
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が誘う建設プロ
セスの変革～

1,230



再
読　

関
西
近
代
建
築

ー
論
考
・
記
事
編
ー

38 建築と社会　 2016.06

 ■片岡安、活躍の背景
　片岡がこの論考を発表するに至った経緯と
背景を探る。第一次世界大戦が終結した大正
7（1918）年頃には、国の富国強兵政策や産
業の発達により都市に工場、人口や住宅など
が集中したため、都市問題、住宅問題、防災
問題などが顕在化していた。建築界では、そ
れら社会の諸問題解決に向けて、東京では明
治19（1886）年に設立していた日本建築学
会（当初、造家学会　以下学会）に続き、大
正 3（1914）年学会から独立した日本建築士
会（当初、全国建築士会　以下士会）、同 5
（1916）年橋口信助を中心とする住宅改良会、
同 6（1917）年後藤新平、池田 宏など内務省
を中心とする都市研究会（以下研究会）など
が設立される。片岡は同 6年大阪で関西建築
協会（同 8（1919）年日本建築協会に改称　
以下協会）を立ち上げた。主に協会、研究会、
学会、士会の 4会を舞台に市街地建築物法や
都市計画法（以下二大法）の制定や住宅改造
に向けて尽力し、建築技術家の職能や地位の
確立について持論を展開する。

■片岡安の略歴と著書について
　片岡は、明治 9（1876）年 6月 4日加賀
前田藩士細野家に生まれ、同30（1897）年東
京帝国大学工科大学造家学科卒業後日本銀行
技師に就き、その後片岡直温（商工相、蔵相）
の婿養子となる。三十四銀行技師に転じて、
同38（1905）年辰野片岡建築事務所、大正 8
（1919）年片岡松井建築事務所、同11（1922）
年片岡建築事務所、昭和 2（1927）年片岡
石本建築事務所を開設し建築家として活躍す
る。同時に、大正 5（1916）年12月『現代
都市之研究』（建築工芸協会刊）を著し、同
9（1920）年 7月論文『都市計画の科学的考
察』により東京帝国大学より工学博士号を授
与される。片岡は我国ではじめて「都市計画」
をテーマにして学位を取得した人物である。
その後、同11年末『都市計画講義用図集』や
『都市計画関係法規及外国立法例』の編修、同
12（1923）年10月『都市と建築』（市民叢書
刊行会）、昭和10（1935）年11月吉田信武と
共著で『都市計画』（誠文堂新光社）などを著
す。さらに、大正 6年協会理事長、研究会理
事、関一助役委員長の大阪市都市改良計画調
査会委員、同 7（1918）年内務省都市計画調
査会委員、社団法人大阪工業会常務理事、同
9年都市計画大阪地方委員会委員、同11年社
団法人大阪工業会理事長、関西工業専修学校
初代校長、同14（1925）年関市長設立の大阪
都市協会理事、昭和 9（1934）年金沢市名誉
市長、同15（1940）年大阪商工会議所会頭な
ど要職を歴任するとともに欧米の視察や教育

に力を注ぐ。同21（1946）年 5月26日70歳
の生涯を閉じる。
　片岡の著書 2点を読み解く。『現代都市之研
究』（図 1）は、建築家で培った知見に基づい
て都市計画の必要性を論じた内容で、法学博
士井上友一の序文、自序、諸論、現代都市膨
張の趨勢、都市の災害、都市の衛生問題、都
市計画、都市の建築、現代都市の家屋政策、
田園都市の 7編と25節で構成され、多数の翻
訳や図95点などを用いた頁458に及ぶ都市問
題研究の大著である。『都市と建築』（図 1）
は、片岡が別名の都市研究生や無著者名を使
用した執筆も含めて、協会会誌『関西建築協
会雑誌』（大正 9年『建築と社会』に改題）に
同 7年から12年頃までに発表した論文や報告
を整理して都市叢書の一部として公刊したと
説明する内容で、「国防上より見たる都市建築
の制限」、「我国都市計画の将来」、「結核病と
都市の住宅」、「都市住宅の建設に就いて」、「住
宅改造の急要に就いて」、「災害防止と建築物
の改善」など14編に亘る頁384の都市計画を
論じた著書である。

図 1　片岡安『現代都市之研究』『都市と建築』
大阪市立中央図書館蔵

■片岡安と関西建築協会設立前夜
　片岡は、大正 5年末ごろ『同窓建築技術家
に告ぐ』（図 2）の小冊子を広く諸建築家に頒
布し、学会が同 6年 3月会誌『建築雑誌』に
掲載する。その内容は学会を唯一機関とする
のではなく東京、大阪などの六大都市に建築
協会を組織し、各建築技術家が切磋琢磨協力
して都市建築大改造の方針や道路拡築、建築
法規の制定、他団体または社会との連絡を密
にし常に目標を社会の指導に置くことなどを
提唱する内容で、協会設立の理念でもあった。
片岡はこの理念の実現に向けて、波江悌夫
（明治43年東京帝国大学工科大学建築学科卒）
と連名で関西の建築家たちの親睦団体である
「オキナ会」や「建坊会」などを結集した。大
正 6年 3月30日波江に加え、設楽貞雄（明治
22年工手学校造家学科卒）、武田五一（同30
年東京帝国大学工科大学造家学科卒）、池田實
（同37年東京帝国大学工科大学建築学科卒）の
創立委員とともに小笠原 （同31年工手学校

再読　関西近代建築
－論考・記事編－

6

片岡　安
「建築技術家の社会に

対する責務」
『建築と社会』第 3 輯第10号

（大正 9 年10月号）

和田康由

大阪市立都島工業高等学校

この論考では、都市計画に造詣の深い片岡の
理念が何を意図していたのかを、活躍した社
会的背景、略歴、著書などを通して考察す
る。主に片岡が協会設立に先立って著した
『現代都市之研究』と『同窓建築技術家に告
ぐ』および「発刊の辞」、会誌『建築と社会』
の改題理由や数々の発表論文に加え、都市研
究会をはじめとする諸団体との関わりから読
み解くこととする。その結果、片岡の意図
は、建築技術家の社会に対する責務と職能を
明らかにし、彼らの地位を確立すること、市
街地建築物法や都市計画法を制定し、都市問
題や住宅問題を解決することにあったと考え
られ、それは同時に協会を磐石な組織に導い
たといえよう。
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建築科卒）や葛野壯一郎（同38年東京帝國大
学建築学科卒）ら学会正員の関西在住者を中
心とする出席者39名の創立総会を開き、協会
を設立させる。協会は、会誌の発行や講演会、
講習会、懸賞設計などを通じて二大法の制定
や生活改善・住宅改良などの調査研究や普及
啓蒙活動を行う。会員数は大正10年現在名誉
賛助員（70人）会員（204人）地方会員（78
人）終身賛助員（51人）特別賛助員（16人）
普通賛助員（340人）計759人である。名誉賛
助員の中には後藤新平（内務大臣兼鉄道院総
裁）、池田宏（初代内務省都市計画課長、初代
社会局長、明治38年京都帝国大学法科大学法
律科卒）、中橋徳五郎（衆議院議員、大阪商船
社長）、関一（大阪市助役、後市長、同26東京
商業学校本科卒）、山岡順太郎（大阪住宅経営
㈱社長）、柿崎欽吾（大阪住宅経営㈱）らが名
を連ねるなど片岡の人脈の広さを窺わせる。

図 2　『同窓建築技術家に告ぐ』冒頭部分

■片岡安と都市研究会
　片岡が理事として活躍した研究会は大正 5
年、都市計画や都市経営に造詣の深い後藤新
平を会長に戴き、池田宏を中心に同 6年10月
結成され、内務省内に事務局が設けられる。
研究会は会誌『都市公論』（同 7年 4月～昭和
20年 1・ 2月まで）の発行や講演会、講習会
などを通じて都市計画や二大法などについて
普及啓蒙活動した。
　研究会に結集した人々は、内田嘉吉（逓信
官僚）、佐野利器（日本建築学会副会長、後会
長、明治36（1903）年東京帝国大学工科大学
建築学科卒）、渡邊鐡藏（東京帝国大学法学部
教授、同43年東京帝国大学政治学科卒）、藤原
俊雄（貿易商、市議）、阿南常一（新聞記者）

らで、その後阪谷芳郎（貴族院議員）、水野錬
太郎（前内務大臣）、片岡、関、内田祥三（東
京帝国大学教授、同40年東京帝国大学工科大
学建築学科卒）、笠原敏郎（内務省官房都市計
画課建築主任技師、同40年東京帝国大学工科
大学建築学科卒）、山田博愛（内務省官房都市
計画課土木主任技師、同38年東京帝国大学工
科大学土木工学科卒）らが加わった。大正 7
年内務省に都市計画法や市街地建築物法など
の審議を行うために設置された「都市計画調
査会」会員の多くは、研究会に所属していた。
片岡と関はこの調査会に属し二大法の制定に
尽力する。会員は同10年現在賛助会員（47
人）、特別会員（384人）、正会員（1600人余）
合わせて2000名余である。関西から、賛助会
員には片岡（協会理事長）、永田三十郎（北大
阪電気道鉄㈱取締役社長）、山岡順太郎ら、特
別会員には池上四郎（大阪市長）、関、池田實
（協会理事）らが名を連ねる。

■日本建築協会と都市研究会
　片岡はじめ協会一丸となって、研究会、学
会、士会とともに、二大法制定に向けて政府
に働きかける。特に、大正 6年から昭和20年
までの間に110点以上もの論文を会誌に発表、
それらは大正 6年から15年に集中し65％以上
を占める。その内容は同 6年 3月「都市大火
の危険」、11月「建築経済観」、同 7年 5～ 7
月「我邦の住宅改良第一策（上中下）」、同 8
年 1月「大阪市区改正に就いて」、1～ 5月
「東京大改造論（ 1～ 5）」などや二大法制定
に向けてその設立経緯や都市計画についてで
あった。さらに、片岡は、学会会誌『建築雑
誌』に同 7年 6月「我が国都市計画の将来」、
研究会会誌に同10年 8月「都市の改善」や大
阪都市協会会誌『大大阪』に同15年 1月「都
市計画の真意義を解せよ」などを発表する。
協会会員では関一が同 8年 5月「都市住宅政
策」、池田實が同10年 1月「市街地建築物法の
施行に際して」など次々と二大法の必要性を
説く。一方、協会は二大法の普及啓蒙に向け
て、内務省や研究会からの論文を会誌に同 7
年から15年までに40点余り掲載する。それら
の半数は、公布時の同 8年 1年間に集中する。
その主なものは、 1月佐野利器「デモクラ
シーと建築」、渡邊鐡藏「我国大都市改善の必
要」、池田宏「都市の建築」、水野錬太郎「都
市改良問題」、内務省都市計画課「都市計画法
案内容」・「建築法案内容」、 4月藤原俊雄「都
市の細民住宅」、 7～ 9月内田嘉吉「都市研究
の必要（上中下）」、8～11月池田宏「都市計
画に関する法制（ 1～ 4）」など二大法の意義
を唱える内容であった。
　また、協会は研究会と協力して政府の住宅

政策の実現を試みる。協会は政府の低利資金
運用を目的に同 8年12月 5日に設立した大阪
住宅経営㈱から「改良住宅（四戸建）設計懸
賞」の募集及審査などの委嘱を受けたこと、
研究会は同 9年 1月大阪住宅経営㈱の親会社
である北大阪電気鉄道㈱から「田園都市の設
計」の申し出を受け、協会とともに千里山住
宅地と鶴ヶ丘住宅地開発に携わる。さらに、
片岡は大正11年秋箕面桜ヶ丘住宅改造博覧会
を主催し、研究会会長後藤を博覧会会頭に戴
き、内務省出品の田園都市及び労働者住宅の
写真と図面を展示するなど都市問題や住宅問
題などの解決に向けて協力する。

■ 「建築技術家の社会に対する責務」
の理念

　この論考の理念は、片岡が著した『現代都
市之研究』や『同窓建築技術家に告ぐ』にも
謳われ、設立時の「発刊の辞」や会誌の改題
『建築と社会』などに一環して流れている。そ
れは建築技術家が一致団結、切磋琢磨して二
大法を成し遂げること、個人や所属官庁に対
する建築技術上の努力のみで完結するもので
はないこと、常に目標を社会の指導に置くこ
となどを説く。さらに「其目的を達するには
社会文化の滔々たる進運に先んずべきあらゆ
る努力を要するのであるから、対社会の理解
を中心とし、同志相寄りて其内容的研究を怠
らず、以て其業務本体の進展を図り、社会共
同の福利増進に貢献せねばならぬのである」
と主張する。片岡の理念は、都市問題や住宅
問題を解決するために、二大法制定、公布、
施行に向けて建築技術家を覚醒し、彼らの
「社会に対する責務」を明らかにし、職能や地
位を確立することにあった。
　片岡は、昭和 7年10月「創立拾五周年を顧
みて」の中で「その当初より社会の指導機関
としての重大なる責務を十分に自覚して堅実
なる進展を続けたのである。即ち環境の事情
と建築術が我社会に負ふ当然の責務が我々有
志を堅固に団結せしめたのである」と振り返
り協会設立の理念と功績を誇る。この片岡の
理念が、協会を長きに亘って導いていたこと
は明らかである。

（わだ　やすよし）
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編「それぞれの時代を担った人々の活動　第 1章草創期の
人々「片岡　安」」『日本建築協会80年史1917～1996』平成
11（1999）年 3月31日）など
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新宗教と巨大建築
マイノリティの共同体
　筆者は1992年、ゴシック建築とその現場で

誕生した新しい宗教音楽であるノートルダム

楽派を修士論文のテーマに選び、その後、日

本近代における新宗教の建築と都市を調査した

ものが博士論文となった。前者は宗教であるが

ゆえに形而上的な思考と接続しうる内容だった

が、後者は共同体と空間の関係を探ることが主

眼だった。共同体とは社会そのものである。た

だし、日本国家という大きな共同体ではない、

新宗教とはその内部において異なる信条を

もって生活するマイノリティとも言える。人

種ではなく、思想による共同体だ。実際、戦

時下の日本では、国家神道の体制が推進され、

大本教を筆頭に激しい宗教弾圧が実施された。

　当時、出口王仁三郎の言動は天皇制や神話

を挑発として受け止められ、二度の弾圧を通

じて、裁判などの手続きなしに、綾部と亀岡

の二つの聖地の建築やランドスケープが徹底

的に破壊された。天理教も一部の教義を封印

したり、変えないと残ることが難しくなるよ

うな状況が起きている。

新宗教は関心の強いテーマ
　筆者が調べていたテーマは、講談社の編集

者の目にとまり、博士論文は完成する前から、

すぐに新書として刊行されることが決まって

いた。言うまでもなく、博士論文を書いたか

らといって必ず本になるわけではない。まし

てや執筆が終わる2000年末の前に出版の企画

が通っていた。きわめて稀有なケースである。

おそらく、新宗教というテーマゆえだろう。

　もっとも、当時の近代建築史はすでに重箱

の隅をつつくような細分化が進行し、さらに

アジアに新しいフィールドを求めていたが、

なぜか幕末や明治時代に誕生した新宗教の空

間研究はごっそりと抜け落ちていた。なんだ

か怪しげなものと思われていたからだろう。

しかし、新宗教はしばしば雑誌やテレビでもと

りあげられるように、一般の人にとっても強く

関心をひくテーマである。しかも建築的な視点

から論じた先行研究がない。したがって、内容

を減らしながら、文章をだいぶわかりやすくし

て、2001年に新書としていきなり刊行された。

　なお、当初のタイトル案は、シンプルに

「新宗教と建築」だった。ここに「巨大」の言

葉を加えることになったのは、営業サイドの

判断である。 2千部程度の専門書と違い、最

低でも 1万部から刷る新書ゆえに、彼らの意

見は強い。当初は「巨大」が加わることに躊

躇したが、いまではすっかり慣れてしまった。

オウム真理教のサティアン
建築界は宗教を理解していない
　もともと新宗教をテーマに選んだのは、

1995年に建築と都市の批評雑誌『10＋ 1』か

ら天理市についての論考を依頼されたことが

直接的なきっかけだが、心情的には同年のオ

ウム真理教による地下鉄サリン事件が大き

かった。筆者が学部生の頃、キャンパスでオ

ウム真理教が勧誘に訪れたり、麻原彰晃が講

演に訪れていたのをよく覚えている。街中で

選挙活動もしていた。直接の知り合いはいな

かったが、そうした隣にいたような人たちが

未曾のテロ事件を起こしたことは衝撃だった。

が、サリン事件後のオウム真理教に対する建

築界の反応に大きな違和感を覚えていた。す

なわち、サティアンを見て、ついに宗教は建

築を捨てたというタイプのコメントである。
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五十嵐太郎

東北大学大学院工学研究科　教授

五十嵐太郎
1967年パリ（フランス）生まれ 
1990年東京大学工学部建築学科卒業
1992年東京大学大学院修士課程修了。博士
（工学）
現在、東北大学 教授。
第11回ベネチア・ビエンナーレ国際建築展
日本館展示コミッショナー。主な著書に、
『終わりの建築／始まりの建築』（INAX出
版）、 『戦争と建築』（晶文社）、『現代建築の
パースペクティブ』（光文社）『美しい都市・
醜い都市』（中公新書ラクレ）、『現代建築に
関する16章』（講談社現代新書） 『新編 新宗
教と巨大建築』（筑摩書房）、『「結婚式教会」
の誕生』（春秋社）、 最新刊で『ぼくらが夢
見た未来都市』（共著、PHP新書）、『空想　
皇居美術館』（共編著、朝日新聞出版）、『現
代日本建築家列伝』（河出書房新社）、『被災
地を歩きながら考えたこと』（みすず書房）、 
『3.11/After』（監修・LIXIL出版）など

写真1　解体前のサティアン

写真2　オウム真理教の八潮道場

写真3　オウム真理教の三和道場
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　しかし、歴史をひもとけば、カリスマが宗

教を開始してわずか10年程度の段階で、独創

的な建築様式を実現した教団は存在しない。

最初は弾圧され、イエスが殉教したキリスト

教は、ローマ帝国において公認を得るまで、

300年間は地上にまともな教会さえつくること

ができなかった。キリスト教の建築の最高峰

というべきゴシックの大聖堂に到達するまで

千年以上の時間を費やしている。

　仏教やイスラム教にしても、すぐにわれわ

れが想像するような建築を生みだしたわけで

はない。にもかかわらず、オウム真理教に対

して、そうした洗練された宗教建築がないこ

とを嘆いてみせるのは、われわれの歴史感覚

の方がおかしいのではないか。それが新宗教

研究に着手する動機のひとつになった。つま

り、宗教が建築を捨てたのではなく、建築界

の方が宗教を理解してないのではないか。と

はいえ、事件の渦中にあるオウム真理教を調

べるのには困難を伴う。そこで先行研究がな

い日本近代における新宗教をケーススタディ

として調査することにした。

　筆者の見解はこうだ。発足して10年程度の

オウム真理教が、ただの箱であるサティアン

をつくるのはさほど驚くべきことではない。

とくに彼らは完全な出家を要請し、信者の共

同生活の場としてサティアンを建設していた。

定期的に訪れるまちの中の宗教施設ならば、

シンボル性が求められるかもしれないが、人

里を離れて、内側に閉じた場所であり、機能

的にも外に対して飾る必要がない。宗教の基

本とは人が集まることであり、建築に求めら

れる最小限の要素も集会所的なものである。

　キリスト教が最初につくった教会は、オリ

ジナルなものではなく、ローマ時代の集会所

の形式であるバシリカをもとにしていた。も

し今後も教団が長く存続したら、将来特定の

建築様式に到達するかもしれないし、結局で

きないかもしれない。

宗教が中心を失った時に建築が補てん
　いずれにしろ、現時点においてオウム真理

教の建築は判断不可能である。そもそも教祖

が生きており、信者の数もさほど多くない初

期の段階において、巨大な施設は必要ないし、

派手でなくてもよい。目の前にカリスマがい

るというだけで十分だろう。

　例えば、筆者が調べた天理教は、当初、教

祖の中山みきの家が信者の集まる場となり、

それをしばらく増改築しながら対応したが、彼

女の死後、それでも教団が拡大し、新しく大き

な施設をつくる必要が生じた。新宗教のいくつ

かの事例をたどりながら思ったのは、むしろ

カリスマが亡くなってもなお信者が増えるよう

な状況で、宗教的な情熱が建築に注がれるので

はないかということである。すなわち、宗教

が中心を失ったとき、建築が補填するのだ。

　とすれば、最初の勢いをもっていたオウム

真理教が、サティアンのような無骨なハコで

かまわなかったのは、異常なことであるどこ

ろか、通常のパターンになる。おそらく宗教

が建築を捨てたという言説は、オウム真理教

を特別視することによって、彼らは例外的な

カルトと片付けて安心することに寄与するだ

ろう。そう、オウム真理教が普遍的であるこ

との方が不安なのだ。もし過去とは違う、地

下鉄サリン事件に特殊性を認めるならば、急

成長した教団だとしても、理系の信者を集め

れば、世界を震撼させるようなテロを可能に

してしまった現代の化学兵器テクノロジーの

進化の方に驚愕すべきだろう。

他者を理解すること
多様な宗教が存在する世界
　前述したように、『新宗教と巨大建築』のも

ととなった博士論文を終えたのが2000年、そ

して刊行したのは2001年12月である。この

間に9.11の同時多発テロが発生した。進歩の

時代とされた20世紀の後半は、米ソのイデオ

ロギーが対立した冷戦の時代が長く続き、宗

教の問題はあまり重要ではなくなっていた。

実際、共産主義は宗教を否定している。だ

が、東西冷戦の構図が崩壊し、世紀末を迎え

てもハルマゲドンは到来せず、世界は終焉し

なかった。21世紀を迎えると、今度は国家

の衝突ではなく、イスラムの過激派が世界各

地で仕かけるテロが社会に不安を与えるよう

になった。すなわち、宗教が消えたわけでは

ない。旧共産主義圏では宗教が復活し、アメ

リカの資本主義に牙をむいたのはアルカイダ

だった。したがって、『新宗教と巨大建築』の

巻末にこう記した。

　「冷戦の時代とは違い、現在の世界は複雑

な構図である。にもかかわらず、敵か味方の

単純な二分法によって、世界が整理されよう

としている。こうした単純化は危険である。

複雑な現実に目をそむけ、戦争という解決手

段につながりやすいからだ。・・・我々は多様

な宗教のあり方を理解する努力を怠ってはな

らない。宗教建築を知ることは、その社会的

写真5　天理教の神殿

写真4　天理教のおやさと計画摸型
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な背景を含めて、他者の生き方を学ぶことだ。

これは宗教を理解するひとつの方法なのであ

る」。自分とは異なる宗教の信者を対話不可能

な他者とみなすのではなく、それぞれの思考

回路を知ること。また日本国内についても、

人口減少に伴い、今後は移民が増えるように

なることを踏まえ、「日本は単一幻想に捉われ

ていたが、今後は宗教的な他者と共存し、つき

あう時代を迎えるべきではないか」と書いた。

企業組織との共通性も
　ちなみに、新宗教も一種の組織論として解

読すると、意外に会社などとの共通性も見え

てくるかもしれない。例えば、カリスマがい

て、百数十人程度の信者がいる段階と、二代

目が継ぎ、教団が数万人規模になっている段

階では、同じ組織であっても全然状況が違う。

とくに重要なのは、教祖が亡くなった後、い

かに二代目、三代目が教義を編纂し、今後の

目標を設定するかである。それはキリスト教

やイスラムでも同様だろう。

　実際、天理教の場合、中山正善がこの役割

を果たし、みきが残した言葉をいかに空間化

するかというテーマをつくりだし、神殿のデ

ザインに方向性を与え、現在も続くおやさと

やかたの都市計画に着手した。かくして人類発

祥の地とされるおぢばを中心とする独特な空間

も形成された。少なくとも建築的な独創性を獲

得するまでに、天理教が始まったときから100

年はかかっている。絶対的な時間が必要なの

だ。ともあれ、発足時は神の言葉を語ることが

できる教祖が率いるが、巨大な組織になった教

団を運営するには勢いだけではダメであり、異

なるタイプのリーダーが登場し、官僚的な手腕

が求められる。これは変容する組織がどのよう

な建築を必要とするかという問題でもある。

結婚式教会の誕生
かつて宗教は建築にとって最大のパトロン
　かつて宗教は建築にとって最大のパトロン

だった。古代の神殿や中世の大聖堂など、建

築史を概観すると、主要な作品はほとんど宗

教建築である。膨大な資金と最先端のテクノ

ロジーをつぎ込んで建設されるだけではなく、

トップクラスの画家や彫刻家も動員された。

ポール・ヴィリリオは現代の大聖堂は映画で

あると指摘していたが、なるほど当時の大聖

堂はステンドグラスや絵画の図像などを通じ

て、文字が読めなかった一般大衆に聖書の内

容を伝える最大のメディアだった。

　そして現代において膨大な資金を使い、最

先端の表現を行うのは、ハリウッド映画であ

る。ともあれ、近代以降は建築史においても、

宗教の出番が激減し、代わりに公共施設、あ

るいは住宅や集合住宅が主役となっている。

建築史の教科書を開いてみても、宗教がほと

んどなくなったかのようだ。

　しかし、啓蒙化が推進されても、宗教はな

くなっていない。それどころか日本では、江

戸の終わりから明治時代にかけて、天理教、

大本教、金光教、黒住教などの新宗教が登場

し、太平洋戦争に敗北した後も多くの教団が

出現している。つまり、文明開化がうたわれ

ていたような時代において、奈良では新しい

神話がつむぎだされていた。ただし、もはや

建築の前衛的な表現とは切り離されていたた

めに、建築史の表舞台から退場する。歴史は

同じ状態の継続や過去にあったものの繰り返

しは基本的に記述せず、これまでになかった

新しい出来事の連なりとして描かれる。だが、

歴史に書かれないものは、まるで存在しな

かったように思われてしまう。が、近代を迎

えても、人間が新しく宗教を求めていること

も重要な事実ではないだろうか。それを確認

すべく、新宗教の建築を調べていた。

　これはキッチュをどう扱うかという問題に

もつながっている。モダニズムをベースとし

た歴史観では、建築史は各時代におけるア

ヴァンギャルドの連なりとして構成される。

だが、それは決して社会の全体ではない。

　あくまでも後の時代を切り開いた先駆者たち

だけを切りとった視点である。ここから漏れるの

は、前衛ではない、大衆的なキッチュの建築だ。

日本の特殊な宗教観
　これまで新宗教の建築研究が疎んじられて

きたのも、モダニズムとは接続しないことが

一因だろう。もっとも、近代における明治神

宮や靖国神社、あるいは海外神社の造営は、

当時大きな建築的な事件として認識されてい

た。つまり、現代建築として神社がみなされ

ていたが、国家神道への反省からか戦後に書

かれた建築史からは無視されている。

　筆者が『結婚式教会の誕生』（春秋社、2007

年）を執筆したのは、三年間名古屋で教鞭を

とったときに数多くのウエディングチャペル

を目撃したことが直接の契機だが、やはり現

代建築の言説から無視されるキッチュなデザ

インだからである。誰も記述しなければ、や

がて忘れられ、この独特なビルディングタイ

プは存在しなかったことになってしまう。そ

してキリスト教の信者がわずか 1％しかいな

い布教が失敗した国であるにもかかわらず、

カップルの60％以上がキリスト教式の結婚式

を望むといういびつなバランスが、フェイクの

教会をロードサイドに出現させる社会現象に興

味をもった。ある意味で無宗教とされる日本の

特殊な宗教観の反映と言えるかもしれない。

写真6　名古屋駅横の結婚式協会「ティアラ」 写真7　アルファヴィル　カトリック鈴鹿教会
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時間を超えるもの、異なる公共性
　2016年春に刊行された『ゲンロン2　慰霊

の空間』において、この雑誌の責任編集を担

当している思想家の東浩紀、美術批評の黒瀬

陽平とともに鼎談「死を超える建築：動員か

らアーカイブへ」を行った。そこで筆者は、

東日本大震災の震災遺構の問題に触れて、そ

れを残すことの難しさを指摘した。

　すなわち、現代の政治や行政においては、

生きている人だけが対象となり、しかも任期

中の実行や単年度予算の制度などによって、

きわめて短いスパンでしか計画をたてること

ができない。震災遺構の存在を哲学的に考え

るならば、現在生きている人たちのものとい

うよりは、悔しくも3.11で命を失った人た

ち、あるいは今度も津波が繰り返されること

を踏まえれば、これから生まれてくる人たち

のために必要なものだろう。だが、こうした

ロジックは現行のシステムでは理解されない。

超長期的なスパンで考えることができるのは、

やはり宗教建築である。

　中世の大聖堂やガウディのサグラダ・ファ

ミリアがあれだけ長期間に渡って建設できるの

は、宗教建築だからだろう。もしあれば市長が

公約に掲げた公共施設なら、すぐに完成しただ

ろう。資本主義は短期間で投資した資金を回収

しようとする。だが、本来それとは異なる存在

価値をもつ公共施設でさえ、現在、TSUTAYA

が図書館に導入されるなど、資本主義のシステ

ムに組み込まれようとしている。そうした社会

情勢のなかで、時間を超えるものを志向しうる

のは、やはり宗教建築ではないだろうか。

　数年前、真如苑が新しい聖地のプロジェク

トを検討していたとき、100年単位の構想を

練り、まずは建築よりも地形となるランドス

ケープをつくる計画だった。もしグローバル

な資本主義が叫ばれる現代において、宗教建

築が意味をもつとすれば、そこに大きな可能

性が残されているように思う。政教分離ゆえ

に、日本では公共のプロジェクトに宗教を絡

めることができない。

　トルコやシンガポールならば、団地の横に

モスクほかの宗教施設が当然のようにたって

いたが、日本でそうした場を設けることが難

しい。今年の四月、日本建築設計学会賞の公

開審査において審査員をつとめたが、最終選

考の6組に平田晃久とアルファヴィルによる

二つのキリスト教の教会が残っていたことは

興味深い。前者はまちに開かれた教会であり、

後者は外国人労働者の信者が多く通うロード

サイド型の教会だった。いずれも牧師や神父

が住まう家が隣にあったり、兼ね備えている。

　すなわち、住宅的な雰囲気をもちながら、同

時に信者が集うセミパブリック的な空間だ。むろ

ん、不特定多数ではない。ある程度、顔を知った

仲間たちの共同体の場になっており、そこには

小さな社会がある。だが、そうしたつながりの空

間は、東日本大震災の後の仮設住宅地における

みんなの家などのプロジェクトでも注目された

ように、再評価されているのではないだろうか。

写真 9　アルファヴィルによる教会の摸形

写真10　アルファヴィルによる教会内部

おわりに
　現在、冒険を恐れ、公共建築のコンペやプ

ロジェクトが保守化し、若手の建築家にチャ

ンスがあまりもたらされないなかで、平田と

アルファヴィルによる教会は実現した。こう

した地域の宗教施設は、大きな家の延長であ

ると同時に、異なる公共性をもった施設とし

て建築の可能性を示しているように思われる。

　宗教は冠婚葬祭という非日常的な儀礼のた

めだけに存在するわけではない。本来は日常生

活と連続し、世界の多くの国において実際そう

であるように、コミュニティの核となりうるも

のだ。むしろ、宗教を極端にピュアなものとみ

なしたり、逆に金儲け主義の俗悪な団体として

描き、しばしば漫画や映画などサブカルチャー

のネタとしてこき下ろす、日本の方が特殊であ

る。コミュニティは3.11以降の建築界にとって

も重要なキーワードになっている。今後、建築

と社会の関係を考える際、宗教はひとつの切り

口として再評価されるだろう。（敬称略）

（いがらし　たろう）写真8　平田晃久が設計した東戸塚教会
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会員投稿の頁

 talk baton 06 を終えて
会場へ一番乗りは、なんと東京から来た
という学生さん。はるばるこのための来
阪して頂いたとか。talk batonもついに関
西の枠を超えたか。身近で見慣れている
はずの御堂筋で、新たな視点をもって散
歩することで様々な発見があった。凝り
固まった頭が他分野の視点に触れること
で、新たな発見が生まれる。今回もtalk 
batonの醍醐味を味わった気がする。

対　談　日：2015.08.07
場　　　　所：アイ・スポット（大阪市中央区）
モデレーター：興津 俊宏（竹中工務店）社会実験「御堂筋ピクニック」の様子

U-35委員会企画
talk baton 06　活動報告
talk baton とは…
若手プラットフォームづくりの活動の一環と
して、建築を取り巻く他分野のゲストがトー
クのバトンを繋げていくコミュニケーション
トークイベントです。
建築をフィールドとする私たちと毎回のゲス
トとの対話を通じて、建築が本来持っている
多様性やバイタリティを見つめ直し、これか
らの建築に求められる領域を探っていきます。

U-35委員会Facebookページ
活動内容やメンバーの雑感などざっくばらん
に情報をアップしています。ぜひ一度お立ち
寄りください。
https://www.facebook.com/U35.aaj

talk baton 06
「建築と街区」

ゲスト
御堂筋まちづくり
ネットワーク
事務局 太治大輔 氏
御堂筋沿道のエリア
マネジメントに携り
御堂筋の賑わい創出
に取り組む。株式会
社竹中工務店勤務。

大阪のメインストリート「御堂筋」が今回の
会場である。会は 3部構成で行われ、まず
は淀屋橋odonaにある大阪市のまちづくり情
報発信施設である「アイ・スポット」に集ま
り、ゲストの太治氏のレクチャーを受け、そ
の後参加者全員で夜の御堂筋散歩へ。再度
「アイ・スポット」へ戻り、散歩で感じたこ
とをみんなで話し合う座談会が行われた。
■景観形成からにぎわい創出へ
1930年の御堂筋の工事写真からレクチャー
は始まった。幅員44mの現在の御堂筋の原
型は1937年に完成、来年80周年を迎える。
当時の革新的な都市計画により御堂筋沿いの
建物は高さ制限、壁面後退による統一感のあ
る街並みが形成された。その後緩和も行わ
れ、現在の街並みは高さ制限31mと50mの
両時代が混在してできている。これらはハー
ドとしての景観形成であったが、2014年に
策定された地区計画では建築部の低層部や壁
面後退部分を活用した『上質なにぎわい』の
創出が目標に盛り込まれた。
太治「『上質なにぎわい』と言ってもイメー
ジがしづらい。将来的に壁面後退部分がどの
ような使われ方をするのが本当に望ましいか
は、具現化し、可視化、共有化を図る必要が
ある。」
2014年に大阪市と協力し、実際に壁面後退
部分や側道を使いでオープンカフェやコン
サートなどを行うイベント『御堂筋ピクニッ
ク』を社会実験として実施。

太治「壁面後退部分を御堂筋の貴重なオープ
ンスペースとして捉え、それをどう使えばに
ぎわいが連続するか、御堂筋の活性化に寄与
できるか。みなさんも散歩の際にそういった
視点で歩いてみてください。」
その他に、屋外広告物の在り方と、現在車道
となっている側道の新たな空間整備につい
て、街を観察するヒントとして太治氏がレク
チャー。新たな御堂筋への興味が沸いてきた
ところで御堂筋散歩へ。
■御堂筋散歩
淀屋橋odonaから南へ向かって散歩スター
ト。まずは西側の31m時代の壁面後退部分
を実感しながら、現在の御堂筋完成当初から
建っている大阪ガスビルを過ぎ、しばらくし
て東側歩道へ。壁面後退部分を活用した常設
のオープンカフェ様子を伺い、社会実験の会
場となったエリアを北上し、淀屋橋odonaへ
戻った。道中は太治氏の場所毎の解説を聞き
ながら、参加者が気になった場所や物を写真
に記録しながら歩いた。
■座談会
2チームに分かれてディスカッションを実施。
「アイレベルでの楽しさを創出するために
ヒューマンスケールでの工夫が必要。」など
最も多かった意見がスケール感の改善であっ
た。歩行者や利用者など人目線での空間づく
りがにぎわい創造に寄与するのではないか。
その他に「自転車の路上駐輪対策としてのお
しゃれな駐輪施設の設置」「舗装や植栽の統
一」「南北だけでなく東西方向への賑わいの
広がり」などにぎわい創出や魅力向上のため
の活発な意見交換が行われた。

街というリアルな実験場で手探りのアイデア
を実際に具現化し、その効果を街の生の声を
聞くことで確認、具体化していくトライアル
は、これからの都市や街を考えていく上で非
常に興味深い有効な手段ではないだろうか。

アイ・スポットでのレクチャーの様子



in
fo
rm
a
tio

n

46 建築と社会　 2016.06

郷土建築へのまなざしと日本建築協会1

船場小学校の図　西
にし
清
きよ
手
て

昭和初期　大阪歴史博物館蔵（酒野晶子氏寄贈）

大正後期から昭和初期にかけて、大阪では道路の拡幅や橋の架け
替え、建築の不燃化・高層化が進んだ。これらの動きには、大正
6 年（1917）に大阪で建築や都市計画の専門家らが設立した日
本建築協会が大きな役割を果たした。こうした開発は同時に、歴
史的建造物の建て替えや、都市景観の急激な変化をもたらした。
当時の人びとは都市化の中で失われゆく伝統や文化に危機感を抱
き、郷土に対する関心が高まった。建築の分野でも、建て替えら
れつつあった江戸時代以来の古い町家や明治初年の洋風建築など
を「郷土建築」と呼び、それらの保存を提唱し、記録する動きが
日本建築協会会誌『建築と社会』を舞台に展開された。本展覧会
では、大正、昭和の都市開発とその陰で姿を消そうとする「郷土
建築」へのまなざしを、残された記録やスケッチなどからたどる。

期　　　間　6月15日（水）～8月1日（月）
　　　　　　9：30～17：00
　　　　　　※入館は閉館の30分前まで
休　館　日　火曜日
会　　　場　大阪歴史博物館 8階　特集展示室（常設展示場内）
　　　　　　大阪市中央区大手前4-1-32
　　　　　　TEL.06-6946-5728
観　覧　料　一般600円、高大生400円
　　　　　　＊中学生以下無料
　　　　　　＊大阪市内在住の65歳以上の方は無料（要証明）
　　　　　　＊障がい者手帳等をお持ちの方とその介助者1名は無料

特別展　没後100年　宮川香山2

日本が幕末、明治維新
と激動期を迎える少し
前に、ヨーロッパで
は19世紀後半から万
国博覧会（以下、万
博）が開催され、多く
の国々が威信をかけて
産業品を出品し、華や
かな万博全盛期を迎え
る。日本も1867年の
パリ万博から浮世絵な
どを出品し、それらは
ジャポニスムとして
ヨーロッパの芸術活
動に影響を与えた。ま
た、当時の日本の窯業
界では、西洋の焼成法
などが紹介され、新た
な時代が始まる。
初代宮川香山（1842～1916）は、こうした激動期に陶磁器の作
成のため1870（明治 3 ）年に京都から横浜に移り、眞

ま
葛
くず
焼とし

て京焼の伝統を踏まえた作品や緻密に装飾された「高
たか
浮
うき
彫
ぼり
」など

を、1876（明治 9 ）年のフィラデルフィア万博から次々に発表
した。それらの作品は数多くの受賞を果たし、“マクズ・ウエア”
として絶賛を博した。しかし香山はその成功にとどまることな
く、釉薬や中国古陶磁の研究に邁進し、一層の成功を収めた。そ
の多岐にわたる作風は、同時期に万博に出品していたロイヤル・
コペンハーゲンなどのヨーロッパの名窯にも影響を与え合うほど
のものとなった。
今回の展示では、前期の「高浮彫」から、後期の中国古陶磁と釉
薬の研究による作品に至るまで、日本の近代陶芸を牽引した香山
の全貌を、田邊コレクションを中心に紹介する。

期　　　間　7月31日（日）まで（会期中展示替えあり）
　　　　　　9：30～17：00
　　　　　　※入館は16：30まで
休　館　日　月曜日（ただし7/18は開館）、7/19は休館
会　　　場　大阪市立東洋陶磁美術館
　　　　　　大阪市北区中之島1-1-26
　　　　　　TEL.06-6223-0055
観　覧　料　一般1,200円、高大生700円
　　　　　　＊中学生以下無料
　　　　　　＊障がい者手帳等をお持ちの方とその介助者1名は無料
　　　　　　＊大阪市内在住の65歳以上の方は無料（要証明）

i n f o r m a t i o n

高
たか
浮
うき
彫
ぼり
　牡

ぼ
丹
たん
ニ
に
眠
ねむり
猫
ねこ
覚
かく
醒
せい
蓋
ふた
付
つき
　水指

明治時代前期・19世紀後期
高29.7cm、口径16.3cm、底径14.6cm

田邊哲人コレクション
（神奈川県立歴史博物館寄託）

（全期間展示）
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i n f o r m a t i o n

ポンピドゥー・センター傑作展3

フランスを代表する近
現代美術の殿堂、ポン
ピドゥー・センター。
「ポンピドゥー・セン
ター傑作展」では、そ
の世界屈指のコレク
ションより、ピカソや
マティス、デュシャ
ン、クリストなど誰も
が知る巨匠の傑作か
ら、日本ではあまり知
られていない画家の隠
れた名品まで、選り
すぐりの作品の数々
を紹介する。フランス
20世紀に焦点をあて、
1906年から1977年ま
でのタイムラインを
「 1 年 1 作家 1 作品」
によってたどる。
二度の世界大戦までもが引き起こされた20世紀という激動の時
代のなか、芸術家たちはどんな作品を生み出していったのか－。
本展は、絵画、彫刻、写真、映像、デザインなど、多彩なジャン
ルの作品との出会いを楽しみながらフランス20世紀美術を一望
する、絶好の機会となるだろう。

期　　　間　6月11日（土）～9月22日（木・祝）
　　　　　　9：30～17：30（金曜日は20：00まで）
　　　　　　※ 8/5（金）・6（土）・12（金）・13（土）、
　　　　　　　9/9（金）・10（土）は21：00まで
　　　　　　※入室は閉室の30分前まで
休　室　日　月曜日（ただし7/18、9/19は開室、7/19は休室）
会　　　場　東京都美術館　企画展示室
　　　　　　東京都台東区上野公園8-36
　　　　　　TEL.03-3823-6921
観　覧　料　一般1,600円、大学・専門学校生1,300円
　　　　　　高校生800円、65歳以上1,000円
　　　　　　＊中学生以下無料
　　　　　　＊障がい者手帳等をお持ちの方とその介助者1名は無料
　　　　　　＊ 6/15、7/20、8/17、9/21はシルバーデイにより、

65歳以上の方は無料（要証明）
　　　　　　＊ 毎月第 3土・翌日曜日は家族ふれあいの日により、

18歳未満の子を同伴する保護者（都内在住、 2名ま
で）は一般料金の半額（要証明）

川村悦子展－ありふれた季節4

川村悦子《凱風－しろ》2010年（部分）

川村悦子は1953年滋賀県に生まれ、1980年京都市立芸術大学
西洋画専攻科を修了。日本国際美術展、安井賞展などに出品し、
克明な描写と虚実がからみあう作風が注目を集めた。さらに、
1999年から取り組んでいる蓮を描いたシリーズでは、無地の背
景に伸びやかな植物の姿を浮かび上がらせている。そして古今東
西の名画に描かれている蓮というモチーフを探求する過程で、川
村は屏風や襖絵を手がけ、日本の伝統的美意識への関心を深めて
いった。
日本人にとって、西洋的な絵画を描くことの可能性は、いったい
どこに見出せるのか。多くの洋画家が自問してきたこの問いかけ
に、川村は今、自身の何気ない体験や身近な光景に向き合うこと
で、真摯に取り組もうとしている。本展では、代表作となってい
る蓮を描いたシリーズのほか、イタリアの古典絵画に取材した初
期作品、東洋美術への接近を試みた屏風や掛軸、身近な草花に目
を向けた近作群、そして「ありふれた季節」と題した新作のシ
リーズを一堂に集め、紹介する。

期　　　間　6月11日（土）～7月31日（日）
　　　　　　10：00～17：00
　　　　　　※入館は16：30まで
休　館　日　水曜日（7/18は無料開館）
会　　　場　西宮市大谷記念美術館
　　　　　　兵庫県西宮市中浜町4-38
　　　　　　TEL.0798-33-0164
観　覧　料　一般500円、高大生300円、小中生200円
　　　　　　＊20名以上の団体は各料金から100円割引
　　　　　　＊ ココロンカード・のびのびパスポート提示の小中生

は無料
　　　　　　＊西宮市在住の65歳以上の方は一般料金の半額（要証明）
　　　　　　＊障がい者手帳等をお持ちの方とその介助者1名は無料

本欄掲載の 1～ 4の美術館等の招待券ご希望の方は、電話等で申し
込み後、招待券送付用の切手（82円）を日本建築協会事務局まで
お送りください。

アンリ・マティス《大きな赤い室内》
1948年 油彩、カンヴァス

Photo：Bertrand Prévost -
Centre Pompidou, MNAM-CCI
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日本建築協会
月間の動き  平成28年 4月

理事会
第 1 回常任理事会
4 月27日（水） 16：00～17：30
日本建築協会会議室
出席者　香西会長ほか 9 名
議　事（ 1 ）役員改選対象者の回答状況
　　　（ 2 ）評議員改選対象者の回答状況
　　　（ 3 ）常設委員会委員の委嘱状況
　　　（ 4 ）青年技術者選考結果 
　　　（ 5 ） 総会、理事会他当日のタイム

スケジュール
　　　（ 6 ） 「建築と社会」査読付き論文

の掲載
　　　（ 7 ） 4団体会長、支部長意見交換会
　　　（ 8 ）100周年記念事業進捗状況
　　　（ 9 ） 民間連合協定マンション修繕

工事請負契約約款の頒布

編集委員会
第 1 回広告企画・編集合同委員会
4 月 5 日（火） 18：00～20：00
日本建築協会会議室
出席者　勝山委員長ほか 3 名
議　事（ 1 ） 5 月号特集　人の移動・物の

移動・情報の移動
　　　（ 2 ） 6月号特集 第63回青年技術者
　　　（ 3 ） 7 月号特集「おもてなしと建

築」
　　　（ 4 ） 8 月号特集　UR特集
　　　（ 5 ） 9 月号特集　人口減少社会の

まちづくり（仮）
　　　（ 6 ）広告依頼先検討
第 1 回 ｢建築と社会｣ 100周年記念号編集
委員会
4 月 5 日（火） 16：30～17：50
日本建築協会会議室
出席者　勝山委員長ほか 3 名
議　事（ 1 ）スケジュール
　　　（ 2 ）企画の検討
　　　（ 3 ）特別編集委員の選考
第 1 回インテリア・住宅系分科会
4 月26日（火） 19：10～20：00
日本建築協会会議室
出席者　黒栁幹事ほか 3 名
議　事（ 1 ）12月号特集の企画
第 1 回構造分科会
4 月 8 日（金） 18：00～20：10
日本建築協会会議室
出席者　宮久保幹事ほか 4 名
議　事（ 1 ）構造の頁の企画
　　　（ 2 ）11月号特集の企画
第 1 回設備分科会
4 月13日（水） 18：05～19：20
日本建築協会会議室
出席者　橋本幹事ほか 6 名
議　事（ 1 ）設備の頁の企画
　　　（ 2 ）2016年特集の企画
　　　（ 3 ）委員委嘱
第 1 回施工材料分科会
4 月15日（金） 17：00～18：00
日本建築協会会議室
出席者　吉田幹事ほか 4 名
議　事（ 1 ）2016年特集の企画
第 1 回法令分科会
4 月20日（水） 15：10～16：30
日本建築協会会議室
出席者　磯林幹事ほか 4 名

議　事（ 1 ）法令コーナーの企画
　　　（ 2 ）2016年特集の企画
第 1 回作品作風小委員会
4 月28日（木） 19：00～20：30
日本建築協会会議室
出席者　加嶋小委員長ほか 3 名
議　事（ 1 ）作品の選定
　　　（ 2 ）作品の掲載状況、予定の報告
　　　（ 3 ）gallery掲載報告、予定

事業委員会
第 1 回情報見学小委員会
4 月14日（木） 18：00～19：10
日本建築協会会議室
出席者　豊田小委員長ほか13名
議　事（ 1 ）茶室見学会報告
　　　（ 2 ）今後の見学先検討
第 1 回Ｕ-35小委員会
4 月12日（火） 19：00～21：30
鹿島建設会議室
出席者　若江リーダーほか 5 名
議　事（ 1 ）3rd action　まとめ（座談会）
　　　（ 2 ）次回予定

出版委員会
第 1 回出版委員会
4 月22日（金） 18：00～19：15
日本建築協会会議室
出席者　西委員長ほか 8 名
議　事（ 1 ） ＜プロのノウハウ＞と特装本

の経過報告
　　　（ 2 ）制作進行中の書籍
　　　（ 3 ）出版記念講演会
　　　（ 4 ）今後の出版テーマ

教育委員会
第 1 回大阪府住まいづくり教育普及協議会
4 月15日（金） 10：30～12：00
ATC　大阪建築会館会議室
議　事（ 1 ）出前講座実施

100周年関連事業委員会
第1回史料研究会
4 月12日（火） 18：15～20：05
日本建築協会会議室
出席者　山形委員長ほか 7 名
議　事（ 1 ）100周年記念誌
　　　（ 2 ）再読－論考・記事編－の連載
　　　（ 3 ）近代建築見学会
10年委員会
4 月28日（木） 18：30～20：00 
安井建築設計事務所会議室
出席者　設楽委員長ほか 7 名
議　事（ 1 ）学生のための見学会
　　　（ 2 ） そぞろ歩く御堂筋　今後につ

いて

100周年記念事業委員会
第 1 回幹事会
4 月27日（水） 17：45～20：30
日本建築協会会議室
出席者　設楽委員長ほか 6 名
議　事（ 1 ）各WG経過状況報告
式典WG
4 月 4 日（月） 19：00～20：00
日本建築協会会議室
出席者　設楽委員長ほか 1 名
議　事（ 1 ）記念講演会の講演者候補検討

編集委員会（平成28年度）
■副会長
　設楽　貞樹
　本多　友常
■編集担当理事
　西　　博康
　松崎　公一
　佐藤　榮一
　杉本　　浩
　竹中　統一
　松本　眞一
　吉村　英祐
　米井　　寛
■委員長
◎勝山　太郎
■副委員長
○戸川　勝之
■特集小委員会
■計画分科会
★計画系
　飯田　　匡
　鈴木　克彦
△田中　直人
　松田奈緒子
　三宅　次郎
　守井　　辰
　吉村　英祐
★建築計画系
　神戸　嘉也
　下坂　浩和
　中辻　浩介
　野田　隆史
　東　　拓郎
△樋口　展寛
　松岡　英緯
　三谷　帯介
　米山　剛史
　渡部　　剛
★インテリア・住宅系
　今井　充彦
　川合　隆之
　工藤　理隆
△黒栁　　亮
　齊藤　　誠
　塚口　洋之
　ペリー史子
　間渕　一博
■構造分科会
　伊藤　栄治
　岡田　　健
　岸本　光平
　司馬　勢也
　瀧野　敦夫
　角田　耕一
　橋本　宗明
△宮久保秀樹
　向井　洋一

■設備分科会
　有尾清二郎
　北野　勝也
　佐々木章二
　高村　　聡
　寺井　千佳
　夏井　重行
△橋本　直樹
　藤原　謙一
　桝井　貴廣
　宮﨑ひろ志
　山本　雅洋
■施工材料分科会
　東　　　琢
　木谷　在憲
　桜井　和男
　髙橋　秀一
　藤丸　啓一
　山口　紀宏
△吉田　正友
■法令分科会
△磯林　雅之
　岡本　亮二
　黒川　正樹
　河野　　学
　小林　智成
■作品作風小委員会
　東井　嘉信
　居内　章夫
　池上　　明
　稲垣　和江
▲加嶋　章博
　菊池　浩輔
　倉橋　尉仁
　倉渕奈千子
　澤田　純一
　髙木　秀晃
　鞆野　淳司
　豊田　充広
　西田　佳代
　芳谷　晴彦
　増田　敬彦
■広告企画小委員会
　小川　雄介
　小山　　昭
　金築　　雄
　野山　将男
　藤田　昌宏
▲前田　　衛
　山辻　直樹

（順不同）

◎委員長
○副委員長
▲小委員会委員長
△幹事

印　　刷　2 0 1 6 年 5 月 30 日
発　　行　2 0 1 6 年 6 月 1 日
発 行 人　一般社団法人日本建築協会
　　　　　大阪市中央区大手前1-7-31
　　　　　電　　話　　06-6946-6981
印 刷 所　㈱ 中 島 弘 文 堂 印 刷 所
デザイン　多田正治（多田正治アトリエ）
定　　価　1230円（税込）

Ⓒ「建築と社会」誌の記事の無断転載を禁じます
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日本建築協会　会 告

日本建築協会100周年記念企画
「関西の建築界/群像」公開討論

「関西の建築界」は
今、どこにあるのか？
主催：群像委員会

毎日インテシオ 3F
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毎日インテシオ 3F

毎日インテシオは毎日新聞ビル1Fと
つながっています

■開催主旨
2009年から本誌で連載を続けてきた
「関西の建築界／群像」を、日本建築協
会100周年記念事業の一つとして書籍
化するにあたり、討論会を開催する。
主な論点は 3つ。多様性と流動性が高
まった現在、多彩に登場者たちが目指
している方向性に「今」と呼ぶだけの
共通項が見出せるのか？ 同じくそこで
「建築界」とは何を意味するのか？ 同
様に、そもそも「関西」というまとま
りを想定する必要はあるのだろうか？ 
これらの問いを「過去」「社会」「東京
など」といった 3種の外部と照らし合
わせて議論することで連載を総括し、
関西を本拠に「建築と社会」と題した
月刊誌を刊行している日本建築協会が
次の100年に、他に代えがたい意義を
持つかどうかを垣間見たい。

■開催詳細
日　時　2016年6月8日（水）
　　　　18：00～20：00（開場17：30）
会　場　大阪センター
　　　　大阪市北区梅田3-4-5
　　　　毎日インテシオ3F
　　　　TEL.06-6346-6367
出席者　・ 倉方俊輔氏／大阪市立大学

工学研究科 都市系専攻（建
築学）准教授

　　　　・ 群像委員会／本多友常（摂
南大学　司会）、岡村吉展
（大林組）、奥貴人（安井建
築設計事務所）、影林督諭
（安井建築設計事務所）、清
原健史（安井建築設計事務
所）、河合止揚（アトリエ
リベラ）、駒井陽次（Style 
Agency）、杉山美納（東畑
建築事務所）

　　　　　 藤原芳寿（昭和設計）、三谷
勝章（大林組）、三矢大祐
（東畑建築事務所）、吉永規夫
（Office for Environment 
Architecture）　＊予定

定　員　80名（申し込み先着順）
参加費　無料
申込み　 ①～⑥を記入の上 F A Xか

E-mailで。
　　　　① 公開討論：「関西の建築界」

は今、どこにあるのか？
　　　　②氏名（ふりがな）
　　　　③学校名または職場名
　　　　④住所
　　　　⑤電話番号
　　　　⑥E-mail
申込先　FAX.06-7860-0562
　　　　wa0226@occn.zaq.ne.jp
　　　　（担当/片山）
締切り　2016年 6月 1日（水）
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